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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 喜久里猛

おはようございます。会議を開く前に報告

します。本日は渡慶次朝夫さん他12名の皆さ

まから議会傍聴の申し入れがありましたので

許可しました。

ただいまから平成27年第３回久米島町議会

定例会を開会します。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 喜久里猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、13番玉城安雄議員、１番

棚原哲也議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 喜久里猛

日程第２、会期の決定を行います。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日６月17日、６月18

日の２日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 喜久里猛

異議なしと認めます。従って、会期は本日

６月17日と６月18日の２日間に決定しまし

た。

日程第３ 議長諸般の報告

○ 議長 喜久里猛

日程第３、議長諸般の報告を行います。

平成27年３月１日から５月末日まで、私が

出席しました会議等の内容をお手元に配布し

てありますので、ご覧になっていただきたい

と思います。

次に、地方自治法第235条の２第３項の規

定により、例月現金出納検査の結果をお手元

に配布してあります。朗読は省略します。

次に、町長から平成27年３月以降の町政一

般報告書が別紙のとおりありましたので、お

手元に配布してあります。朗読は省略いたし

ます。

これで諸般の報告を終わります。

日程第４ 一般質問

○ 議長 喜久里猛

日程第４、ただいまから一般質問を行いま

す。一般質問の時間は会議規則第56条第１項

の規定によって、これまでどおり30分以内と

します。それでは順次発言を許します。

２番幸地猛議員。

（幸地猛議員登壇）

○ ２番 幸地猛議員

おはようございます。２番幸地です。質問

通告書に従いまして、これから３点ほど質問

いたします。まず１点目に、定住人口増加に

ついて、村長は施政方針の中で、現在、久米

島町は毎年、平均で約80人も人口が減少して

います。私は、昨年の所信表明において定住

人口増加に向けて戦略の立案が必要と申し上

げましたが、定住条件の重要な要素である「し

ごと」の創造に向けて、海洋深層水産業を核

とする「しごとづくり」とその経済効果につ

いてコンソーシアムを発足して議論を重ねて

います。という施政方針の中にございます。

現在どういう取り組みをしているか。今後ど

ういう具体的にどう推進していくのか、質問

いたします。
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２点目に葬斎場整備計画について、町は新

たな火葬場建設について、去った26年３月議

会に私の質問に対し、久米島町葬斎場整備計

画を策定して取り組むという答弁をしており

ます。現在、葬斎場建設について取り組んで

いるということも聞いておりますが、現在ど

のような取り組みをしているか質問いたしま

す。

空き地、空き家対策について、これも平成

24年の議会で質問いたしました。一括交付金

を活用し、古民家・空き家、調査の実施をい

たします。調査内容は、古民家・空き家の分

布調査・ヒヤリング調査・間取り調査・所有

者の意向調査を実施し、今後の活用に繋げて

いく予定である。という答弁でした。しかし

ながら、依然として町内には各字に空き地、

空き家が数多く見受けられます。それ解消を

することにより人口減少の歯止めにつながる

と思いますが、現在どういう取り組みをして

いるか、また今後どういう取り組みをしてい

くか、お伺いします。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

おはようございます。それではただいまの

２番幸地議員の３点の質問にお答えいたしま

す。まず１点目、定住人口増加についてでご

ざいます。コンソーシアムでは産業振興部門

を中心に８部会を設けて産業化の可能性と、

その効果について議論しております。「しご

とづくり」について、海洋深層水関連の現在

の雇用者数は約200名ですが、既存事業と新

規事業の拡大により現在の約６倍近い1,200

人の雇用が期待できるとされております。そ

のためには海洋深層水の取水量を大幅に増や

す必要があり、国・県もコンソーシアムに参

加していただき実現に向けて協議を行ってい

るところでございます。

続きまして２点目の葬斎場の整備計画につ

いてでございます。本町の火葬場は昭和54年

に建設され36年余を経過し、建屋火葬炉の老

朽化が進んでおります。また近年生活様式や

住宅事情の変化から葬祭場の整備が求められ

ております。このようなことから火葬場の改

築、葬祭場の新設及び墓地公園の一帯化した

施設整備を同敷地内に整備を検討しておりま

す。

敷地としては現在、県が事業の儀間ダム整

備事業が本年度で終了し、土取り場の敷地が

町に返還されます。建設用地としては最適地

と考えておりますので、返還方法に向けてダ

ム事務所と調整するために概略設計を作成し

ております。

概略設計の作成後に検討委員会を設立し、

久米島町葬祭場整備計画に取り組んでまいり

ます。なおこの件に関しましては、今日の議

会終了後に現地を議員の皆さんも一緒に視察

して検討したいと考えております。

続きまして、３点目の空き地、空き家対策

について、平成24年度に古民家調査を実施し

ました。本調査に基づき空き家については家

主に対して借家提供の可能性など有効活用を

図るための聞き取りを行っております。現在、

古民家を含めた空き家の内、借家提供が可能

な13軒を役場に登録しており、内10軒は移住

者に提供しております。

今後も移住希望者などのニーズを把握しな

がら空き家の有効活用を図り人口の現象の歯

止めと増加につなげていきたいと考えており
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ます。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

それでは再質問いたします。この構想です

ね。いろいろ聞いてみますと、相当スケール

の大きい構想だなということを聞いておりま

す。現在どう議論がされているか、またどの

ような展開になっているか、なかなか私たち

にはまだ情報が届いてきません。町では機構

改革までしてプロジェクトに取り組んでいる

と思いますが、事業内容についてわかりやす

く答弁してもらいたいと思います。

まず１点目ですね。ここで出てきています

コンソーシアムということは、どういう意味

ですかね。初めて聞きますけれどもお願いし

ます。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいまの質問にお答えします。コンソー

シアムとは日本語で言いますと、協議会にな

ります。この協議会、実際、国際海洋資源エ

ネルギー利活用推進コンソーシアムという名

称にしているんですが、実際、国際的に展開

していこうということで、より一般的に情報

発信できるということで、コンソーシアムと

いう名称にしております。協議会という意味

です。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

わかりました。この答弁の中に産業振興部

門を中心に８部会を設けて、産業化の可能性

とその効果について議論をしているという答

弁ですが、具体的にどんな部会が設置されて

いて、どういう議論がされているか、お伺い

します。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

コンソーシアムの中には８部会設置してお

ります。１つ目に国際海洋資源エネルギー研

究構想建設部会、あと２つ目に水産部会、３

つ目に農業部会、４つ目に製造業部会、あと

５番目に海洋エネルギー実証フィールド部

会、そして６番目に環境部会、７番目に人材

育成部会、そして８番目に国際貢献部会とい

うことで、８部会を設けて、今、議論をして

おります。

その中でもやはり産業関連の部門について

は、５年後を目処に、いろいろどういった産

業を展開するのかというのを議論してまし

て、特に水産部門に関しては、既存の車エビ

の拡張と、あと海ぶどうの拡大生産、そして

新たに牡蠣養殖ですね。これは先日の新聞報

道でもあったように、世界初のウイルスフリ

ーの陸上牡蠣養殖ということで注目されてま

す。そのあたり、その展開することによって、

どれぐらいの雇用効果も含めて、そのコンソ

ーシアムの中で議論を重ねております。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

今出てきました雇用効果ですね、答弁の中

にございますが、海洋深層水関連の現在の雇

用者数は約200人ですが、既存事業と新規事

業の拡大により現在の約６倍近い1,200人の

効果が期待できるという答弁でございます。
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これ具体的に積算根拠とか出しての数字なの

か、お伺いします。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

雇用効果等については、実際いろいろ各企

業への聞き取り、あと係数があるんですが、

将来推計も含めて1,200人という細かい数字

を出しております。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

これから事業展開していくと思うんです

が、例えば今の水量では13,000トンで現存止

まりですよね。いろいろ聞いているんですが、

どのぐらいの取水量なのか。例えば将来企業

展開するときに、どの場所に具体的な面積を

確保を予定しているのか、そのへん議論され

ているかどうかお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

取水量については、現在、日量13,000トン

なんですが、約10倍の10万トンを目指してお

ります。取水口、取水場所については現在よ

り南に約１キロぐらい行った所になります。

これは海底地形の調査とかは実際やっており

まして、水深800メートルまで効率的に取水

管を敷設できる場所として、現在の場所から

約南に１キロぐらいの所が適切だというふう

に計算しております。

事業展開については、現在の深層水の研究

所周辺、実際埋め立てがまだのところもある

んですが、そこの用地、あと背後地これは真

謝の土地改良区の一帯になるんですが、その

あたりも冷熱利用農業等で使えないかという

ことで、今その絵を描いているところです。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

取水量何トン見込めているか。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

取水量はちょっと繰り返しになるんです

が、10万トンです。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

今13,000トンですね、10万トンですと相当

量ですね。これは例えば水量10万トンですと

けっこう予算がかかると思うんですね。これ

は全額、国がこの予算を認めてくれるのか。

例えば、県とか市町村そういった財政的な分

類などもされていますか。お願いします。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えしますが、先だっ

て６月23日に沖縄担当山口大臣をお呼びして

現地にご案内し、我々の将来の構想を申し上

げました。取水量を10倍にするには全ての関

連企業等の設備には約200億かかるというこ

とで、ぜひ、この予算措置においては全面的

な支援をお願いしたいということで申し上げ

ました。これはもちろん、これから根拠とな

る試算をして、来月の初め頃に大臣の方に再

度、文書で要請として伺う予定にしておりま

す。その中には将来的に天望できるのが、例

えば水素を製造するとか、温度差発電ももち
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ろんなんですが、あと電力で島の車を全てＥ

Ｖ車に変える電力の充電施設を造るとか、こ

れからいろんな連携ができると思います。

そして養殖部門においては、新たに牡蠣の

養殖等含めて貝の養殖等もやりたいという方

が２、３日前に訪れました。いろんな展開が

可能になると思います。

そのような事業も含めて先ほど数字で示し

た試算等には根拠として今後もう少し詳しく

やっていきたいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

10万トン汲み上げますと町内の電気全部カ

バーできるのか、今ある沖縄電力その手の提

携とか、そのへんのところはどういった議論

をしています？

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

現在、計画しています。10万トンで発電で

きる出力は１メガワットです。これは今、平

均して久米島の使用料が10メガワットです。

約１割ということになります。実際、久米島

全域をカバーするためには、今の100倍、100

万トンの深層水が必要となります。そして１

メガワットの出力については沖縄電力も、そ

のコンソーシアムに入っていただいて、いろ

いろ系統連携等を含めて協議を重ねていると

ころです。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

これは今、内閣府でやっていますよね、担

当がですね。いろいろ聞くところによります

とたいへん素晴らしい事業で、しかも雇用も

1,200名と、ややもすると久米島の歴史を変

えるぐらい大きな事業だと思うんですよ。で

すからこれからいろいろ部会で協議議論して

いくと思うんですが、町民もそれを期待して

いると思うんですね、ですから期待をしてい

るけど、なかなか町民にその情報が来ないん

ですね。まだ情報提供できる段階かどうかわ

かりませんが、ぜひこれは逐次、広報とかで、

ぜひ情報発信してもらいまして、町全体でこ

の事業を後押しすると、そういった体制はど

うかなと思っていますが、よろしくお願いし

ます。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

コンソーシアムについては、まだやはり広

報情報発信等不足していると思います。先週

からＦＭ久米島でプロジェクト推進室の割り

当て時間の中で各部会の紹介をしておりま

す。８部会あって、先週は１つ目の部会の説

明をしております。逐次この時間を活用して

そのプロジェクトの取り組みを紹介したいと

思います。広報等を利用して町民の皆さんに

進捗状況等をお知らせしていきたいと考えて

おります。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

最後、町長がその意気込み一言お願いしま

す。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。この事業に関しては世界的
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に久米島が最初ということで温度差発電につ

いてはスタートしておりますし、今ハワイの

コナ市との姉妹提携において、８月には向こ

うもコナの方もロッキード社のプラントが開

業をします。その席に私も招待されておりま

すが、全てそういう連携を取りながら、これ

からまた世界にリードできるような、この小

さな島からいけるような取り組みについて、

どんどんいろんなかたちで人材、外の人材も

大いに活用しながら取り組んでいきたいと考

えております

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

それでは次にいきたいと思います。火葬場

の建設について、この件につきましては、平

成26年３月定例会において前町長に新たな火

葬場の建設について、今後、久米島町葬祭場

整備計画を策定して取り組んでいくという答

弁をしておりました。担当課長は、新たな火

葬場建設について、葬祭メモリアルホールも

含めて必要かどうか、再度、町民のアンケー

ト調査をして久米島町葬祭場整備計画を早め

に進めていくという答弁をしています。

その後どういう取り組をしているか非常に

気になっておりますが、今回こういった前向

きな、そして具体的な答弁をもらってたいへ

ん喜んでおります。

今回の答弁で葬祭場の新設及び墓地公園の

一体化した施設整備を同一敷地内に整備を検

討しているということですが、どういった計

画になるか、具体的に答弁お願いします。

○ 議長 喜久里猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

先ほど町長からありましたように、現在の

火葬場は、築36年を経過して老朽化していま

す。現在その一帯含めて火葬場、それから葬

祭場、墓地公園等ができる部分も含めていろ

いろ検討しながら整備計画もやる予定でいろ

いろ検討していました。

その中で県の儀間ダムの土取り場跡が今年

度、事業完了ということで返還をされる予定

にしています。それでその場所に一体化した

敷地としてできないかということで現在いろ

いろ検討しながら、それが可能であれば、県

の方の最終的に県の方で大まかな造成は可能

ということですので、できるだけ県と調整し

て造成までお願いするというかたちで、今進

めているところでございます。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

具体的に進んでいるということで、たいへ

んいいことだと思っています。その答弁の中

に検討委員会を設立し、とありますが、これ

はいつ頃になりますか。どういったかたちで

検討委員会が設置されるのか、お伺いします。

○ 議長 喜久里猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

検討委員会につきましては、現在そういっ

た整備計画していますが、場所についても議

員の皆さんに見ていただいて、あと議会、そ

れから区長会、婦人会それから町の関係課等

で委員会を立ち上げて、その概算の図面等が

できたら早急にやりたいなと思っています。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員
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これはある程度、年次的に、例えば来年に

なるのか再来年になるのか、いつ頃という設

置もやっております？ そういった設定をし

て事務を進めているのか、どういったかたち

で検討委員会を進めていくのか、いつ頃とい

う設定はされています？

○ 議長 喜久里猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

先ほど説明しましたとおり、土取り場が今

年度、返還されますので、それに向けて早め

に次年度あたりに取り組めるようにいろいろ

進めていければと思っております。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

町民の中に、けっこう老朽していますので、

今の火葬場大丈夫かなという話もあるんです

ね。できたら早期に取り組んでいただいて早

めに、これが建設できるようにお願いしたい

と思っています。

続きまして、空き家対策について、これも

平成24年度の一般質問で取り上げてました。

答弁で古民家調査を実施しますということで

すが、実施年度は24年度１回だけですか。例

えば、その後は調査したかどうかですね。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

調査は24年度１回のみです。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

これは全町またがって調査したわけです

か。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

はい、町内全域を対象にしております。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

答弁の中で、現在、借家提供可能な件数が

13軒で内10軒が移住者、これはほとんど本土

からの方々ですか、この10軒は。お願いしま

す。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

はい、10軒とも県外の方に提供しておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

いろいろこれから定住人口、いろいろ議論

されていますね。町長も前向きに取り組んで

いくということですが、やはり毎年調査をす

る必要があると思っているんです。といいま

すと空き家があるとかということではなく

て、やっぱり町から発信すると、インターネ

ットでもいいんですけどね。

最近、聞くところによると、田舎に住むん

だったら一軒家の庭付きがいいだろうと、そ

ういった話もでるんですね。都会ではアパー

ト暮らしなんですね、田舎ではそういった一

軒家の庭付きがいいという話がけっこう聞こ

えます。ですから毎年調査をして、借家の家

主さんとも提携して貸していいと、そういっ

た方々がどんどん情報発信して、それがひい

ては人口増加に繋がっていくと思うんです
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よ。今後またどういったかたちでやるか、調

査するかどうかお願いします。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

やはり県外、島外から移住を希望している

方は一軒家、もちろん庭が付いていてちょっ

と菜園もできるような環境を希望している方

が多いです。実際、この３年間で50件ぐらい

の問い合わせがあって、50件の内の10件が移

住に繋がったということです。定期的な調査

は行っていないんですが、最近、区長さんと

か地域の皆さんに聞き取り調査をしたところ

各字の空き家個数、全体で約64件で、使って

いないようなな空き家が約50件近くあるとい

うことを聞いております。そのあたりも含め

て有効活用策等をいろいろな制度を調べて移

住定住に繋がるようなかたちにしていきたい

と思います。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

ぜひ定期的に情報発信をお願いしたいと思

っています。それから現在、空き家対策特別

措置法というのができたんですが、それ把握

していますでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

今ご質問ありました空き家対策の推進に関

する特別措置法が平成26年の11月に制定され

ており、27年の５月に同法が全面施行されて

おります。この法律を受けて６月18日、明日

なんですが、総合事務局において、この説明

会が開催されます。その説明会を受けてこれ

から市町村毎の協議会の体制の整備や空き家

等の実態調査、データベースの整備、そして

空き家対策の計画の作成、土地の活用、そし

て特定空き家、これだいぶ老朽化してどうし

ても災害とかいろいろな周囲に迷惑がかかる

家屋を特定空き家と指定して、それに対する

措置の促進を図っていかなければならないと

いうのが求められてきます。防災とか衛生、

景観と空き家がもたらす問題が多岐にわたり

ますので、行政内部、部局でもその空き家対

策に対応できる体制の構築を進める必要があ

ります。

また、この際に対して相談に対する体制整

備は空き家をめぐる一般的な相談は、まず市

町村において対応したうえで、賃貸とか売買

に関しての専門的な相談については、宅地建

物取引業と関係資格を所持した専門の事業者

と提携して進めなければならないと考えてお

ります。

行政だけではどうしても解決できませんの

で、そのきっかけや仕組み作りに取り組むた

めにも各字の区長さんや、地域の皆さんの情

報協力など実態調査をはじめ地域環境の改善

やその後のそれを活用した地域活性化に結び

つくような、空き家対策に今後取り組んでま

いります。

○ 議長 喜久里猛

２番幸地猛議員。

○ ２番 幸地猛議員

空き家、今までは突っ込んでと言いましょ

うか、行政で取り組めなかったんですが、こ

の新しい法律ができますと、もう積極的にや

らないといけないですね。例えば市町村の指

導・勧告・命令が可能となり、解体や除去な

ど強制執行が可能とか、あるいは今までの優
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遇税制が撤廃され空き家を放置すると固定資

産税が６倍になるとか、要するにもう空き家

が無くなるような制度、これは田舎だけじゃ

なくて、東京でも都市地区でも非常に問題に

なっています。そういうことで、ぜひ、この

空き家対策は前にも申したとおり、定住人口

と同時に環境整備も、今、町においては景観

条例等もありますし、やはりそういたいい環

境を作ってあげれば、それなりに観光客も増

えると思うんですよ。ですからこういった空

き家対策については市町村でちゃんとした計

画書を作りなさいとありますので、ぜひ積極

的に取り組んでほしいと思っております。

これまでいろいろ質問してきましたが、や

はり基本は、いま議論されております第２次

総合計画の共通テーマ、人口減少、産業をお

こす、いま言った空き家対策をする。そうい

ったものを含めて、テーマはそこに行き着く

んじゃないかと思っているんですよ。第２次

総合計画のテーマ、人口を増やすんじゃんな

くて、今のある人口を歯止めをかけましょう

ということなんですね。

去った４月１日の町の住民登録人口を調べ

てみますと約八千百何名かですね、実質、住

民登録人口なんで住んでいる人口が、ひょっ

としたら8千名を切っているのかなという話

も聞こえてきます。ですから今、町長が先ほ

どありましたが、新たな産業をおこして、住

みやすい環境を作るということは、やはり人

口歯止めをかけていくのかなと思っていま

す。

そこで深層水の件もそうですが、これから

出てくる久米島発地方創生モデルあります

ね。そこで町長の方から、今一度、人口減少

の方をどうするか、諸々含めて答弁いただい

て質問を終わりたいと思っています。

（幸地猛議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。これは非

常に時間も要するかと思いますが、徐々にこ

ういう地方創生を国が推進する中で、それぞ

れの自治体が、それぞれの特徴を活かした計

画を立てています。うちにおいては先ほどあ

りました海洋深層水を関連した産業の育成と

かいろいろあります。

実は今、島からどんどん出ていく方もおり

ますが、逆にさっき言った定住移住を希望し

てくる方々もおります。

実は、昨日ある企業が島内、国外からの就

職斡旋で３名の方々が住民登録をしておりま

す。これも私は考えようによっては、そうい

うことももっと推進してもいいかなと思って

おります。９月にはまたもっといらっしゃる

そうなんですが、そういう方々、国外からも、

いまはグローバル化の時代ですので、そうい

う取り組みにおいても推進する必要があるか

と思っております。いろんなかたちで空き家

対策においても１戸建てあれば逆に島外、県

外の方から、例えば今久米島高校の魅力化も

併せてやっておりますが、こういう環境の中

で子どもたちを勉強させたいという家族も出

てくる可能性も十分あります。それも含めて

いろんなかたちで皆さんと同調して推進して

まいりたいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

これで幸地猛議員の一般質問を終わりま

す。

次に、４番翁長学議員の質問を許します。
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（翁長学議員登壇）

○ ４番 翁長学議員

４番翁長です。私は１点質問させていただ

きます。質問事項は畜産の振興についてと３

点ほど伺いたいと思います。町長は、平成27

年度施政方針の中で畜産振興に取り組んでい

くと言っております。３点伺いたい。

１点目、トップセールス、前町長の時にも

要望したが実現しなかった、大田町長は行な

う考えはないか。

２点目、バカスの農家に充分な配布を。

３点目、町が行っている農家への助成事業

を。これは畜産農家ですね、今後も継続して

支援を行ってほしい。因みに家畜共済、そし

て町が行っている保留事業、そして去年度か

ら今年にかけて行われている一括交付金を使

っての導入事業です。以上３点を伺いたいと

思います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

ただいまの翁長議員の質問にお答えしま

す。まず畜産の振興についての１点目、トッ

プセールスについては、ＪＡ沖縄久米島支店

が９月下旬頃に実施する方向で資料の収集、

分析を行っているところであります。

２番目のバカスについては畜産農家にも配

分するよう久米島製糖と調整をして指示して

おります。配分量については把握しておりま

せんが、次年度に向けて久米島製糖、堆肥セ

ンター畜産農家等々と調整を進めて行きたい

と考えております。

続きまして、③番、畜産関係の助成事業は

嘱託獣医助成、久米島地区肉用牛共進会助成、

そして繁殖雌牛の共済掛金助成、優良雌牛自

家保留支援事業、優良雌牛導入事業等があり

ますが、これらの事業については、今後も継

続して支援する計画をしております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

再質問させていただきたいと思います。27

年度の町長の施政方針の中で、各産業に取り

組むとうたっております。その中で畜産の方

も振興に取り組むと言っておりますので、ま

ず最初にトップセールスについて質問したい

と思います。先ほど私が述べたとおり、前町

長のときに、このトップセールスお願いした

経緯があるんですが、そのとき前町長からは、

ちゃんとした返事がもらえなかったです。前

町長の話では、毎回、開催される競りの前日

に購買者が島にやって来ます。そのときに小

さな懇親会なんですが、そのときでもトップ

セールスではないかと、ちょっと濁された形

で足を運んで、その肥育農家の本土、特に鹿

児島、宮崎、佐賀方面の皆さんが、この久米

島町にわざわざ足を運んでおります。せっか

く久米島に良い牛を求めに来ておりますの

で、町としても町長を先頭とし、激励兼ねな

がらトップセールスを行ってほしいというこ

とで、この質問をさせて頂きました。

因みに、他の産業について町長はトップセ

ールス行かれたと思いますが、どの産業につ

いてトップセールス行った経緯があります

か。お願いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄
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ただいまの質問にお答えします。他の産業

においては、例えば紬関係が東京での展示会

等に行ったこともあります。そしてポイント

ピュールの化粧品、そして他のお酒類の関係

にも参加しております。これからまたいろん

な取り組みも予定しておりますが、今、議員

から質問された、このトップセールスについ

ては以前、私、副町長時代に九州４県でした

か、レンタカーでＪＡの皆さんと一緒に行っ

た経緯もあります。但し、その後は口蹄疫の

問題とかなかなか宮崎とか産地に入れないと

いう現実がありましたので、そのときは控え

ておりましたが、これからはそういう対策に

ついても十分取られていると思いますし、今、

答弁しましたとおり９月頃を目処に行きたい

という思いは持っております。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

各産業、商工会関係は行っていると、特に

久米島は冬になると楽天が来ます。キャンプ

地としての久米島をアピールするために我々

が知っている中で、けっこう町長はじめ各課

の課長の皆さんもこういうふうに楽天のキャ

ンプ地に足を運んでいると思いますので、ぜ

ひ畜産関係の場においても町長を先頭とし

て、他の県外の購買者に激励を兼ねながらの

久米島の良い牛を飼ってくださいという形

で、セールスしていただきたいと思います。

因みに、他の地域を例に取りますと沖縄県

内各市場ございます。伊江島・今帰仁・中部

・宮古・八重山、その地区の方々は以前から

セールスを行っております。久米島がちょっ

と置かれているような感じがいたしますの

で、ぜひ良い返答を頂いておりますので、ト

ップセールスに向けては９月以降ということ

でＪＡさんと調整をしながら、ぜひ実現して

いただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。

続きまして、２点目のバカスについて質問

いたします。畜産農家にとっては、本来おが

くずですか、そういうのが手に入ることがで

きれば、やはり牛の成長に伴っておがくずを

引いて牛の生育の環境づくりにとってはいい

んですが、この離島ではなかなかおがくずと

いうのが手に入りません。一番手っ取り早い

のが、この製糖工場から出るバカスになって

おります。ぜひ、このバカスも農家に２点目

の要求なんですが、十分配分できるように配

慮願いたいと思います。去年の例を取ってみ

ますと、去年じゃなくて一昨年は不作でバカ

スが農家の方に十分回って行かなかったで

す。去年は始まる前に課長の方に、ぜひ農家

の希望どうり配分していただくようにという

事で要望したんですが、なかなか農家が要求

する分の、このバカスが手に入らなかったと、

途中使用するバカスが無くなってしまって、

ちょっと牛の健康状態が悪くなったという農

家の意見もありますので、そのバカスの配分

の方をぜひ検討ということでなくて、ぜひ農

家に配分できるような処置を取ってほしいと

思います。課長お願いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

久米島製糖さんで一製糖期で出るバカスの

数量が14,850トンございます。その総量の82

％にあたります。12,158トンは工場で燃料と

して使われています。残りの2,696トンが農

家や、あるいは肥料センターに行っていると
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いうことなんですが、今期製糖期は前期製糖

期より約500トンぐらいは農家に多くいって

います。ただその農家にいっている分と堆肥

センターに行っている分の分類が組合等で把

握している分と堆肥センターでやっている分

と、かなりの誤差がございますので、正確に

は申し上げられないんですが、今期はかなり

の数量は畜産農家に渡っていることは間違い

ございません。堆肥センターが把握している

数字では1,600トンが堆肥センター1,096トン

が農家に渡っているといういことでございま

すが、また久米糖さんはまた逆に数字が差が

あって、そこをちょっと精査しながら今後と

もこの久米島製糖さん、堆肥センターと畜産

農家、畜産農家以外の農家もまた要望ござい

ますので、そこらあたり調整をして配分を徹

底していきたいと考えております。

それから、堆肥センターにつきましても、

あくまでも農家のために設置した施設でござ

いますので、その副材となるバカスがないと

堆肥生産をすることができませんので、そこ

らあたりも含めて畜産農家、それ以外の野菜

農家等も含めて調整をして適正な配分ができ

るようにやっていきたいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

今バカスの方はやはり全体的に不足気味と

いうことで農家に十分配慮して配分すると課

長の方から今答弁いただきました。因みに農

家の皆さんは出た牛糞はほとんどが堆肥セン

ターの方へと運ばれて堆肥に変えられており

ます。その中で堆肥センターは主にバカスを

使っての堆肥作りなんですが、因みに町で導

入した堆肥センターに破砕機がありますが、

その破砕機の利用活用、稼働率等はどうなっ

ています？

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

破砕機を導入した目的もバカスの総量が減

っていくよということを前提に導入をしてお

ります。ただ今、試験的に導入していますが、

それを実際に使っていくら堆肥を製造してい

るかという実用化にまでは十分至っていませ

んので、取りあえず暇、暇に空いた時間にで

きるだけ破砕をして、それをストックしてい

くと２回破砕かけないと実際に使えませんの

で、そういうかたちで堆肥センターとも進め

て、できるだけ木を伐採したものを破砕した

副材の使用率を高めていくようにしていきた

いと思っています。そうすればバカスの余剰

が出てきますので、それはできるだけ畜産農

家に回せていくと、そして他の野菜農家含め

て回していくという方針でやっていきます。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

そうですね。せっかく多額の金額を要して

破砕機を導入していますので、やはり間伐材

とか、庭から出た立ち木等をフルに活用し堆

肥に還元していただきたいと思います。

それともう１点、空港の方から出る草があ

りますよね。草が足りないときは農家の皆さ

んも空港の草を利用しているんですが、農家

が十分に草があって足りた場合、堆肥センタ

ーの方も利用しております。その方も堆肥セ

ンターで、どのぐらい使用されているんでし

ょうか。

○ 議長 喜久里猛
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大田悟空港管理事務所長。

○ 空港管理事務所長 大田悟

量については実は把握しておりませんが、

年間２、３度堆肥センターの方から問い合わ

せがあってストックがある場合は堆肥センタ

ーの方に持って行ってもらっております。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

堆肥センターでは、牛糞と混ぜて発酵しな

いと堆肥が作れないと、このバカスを主に利

用しての堆肥づくりとなっておりますので、

それは理解しております。しかしながら農家

の皆さんもこのバカスに関しては、希望どお

り100％はいかないんですが、希望どおり農

家の皆さんに配分できるように、ぜひ久米島

製糖さんなり役場と調整し、堆肥センターに

持っていく物を農家に配分するものを上手く

分けて、そしていろいろなさっき言いました

が、間伐材とか破砕機を利用しての混ぜるや

つを上手く活用しバカスの方も農家の方へと

提供していただきたいと思います。

続きまして、３点目ですが、今、町の方で

は、農家に対していろいろな助成をしていた

だいて農家の方はだいぶ助かっております。

特に大きいのが家畜共済そして久米島町で単

独で行っている保留事業そして26年度から行

っている一括交付金を使っての導入事業です

が、それも今後も継続して実施していただき

たいということの質問になります。

まず家畜共済については町の半分近くの助

成をいただいてたいへん農家の方も助かって

おります。保留事業も町から５万円という大

きな金額をいただいて農家の方も助かってお

ります。

特にお願いしたいのもが導入事業ですね。

今、畜産業界の中では元牛がどんどん減って

いってしまい競りに出てくる子牛が段々少な

くなっております。それは過去に宮崎の口蹄

疫、震災等があって母牛自体が全国的に少な

くなっております。今、沖縄は全国３位の子

牛の産地ということで知られております。そ

の子牛の産地ということで牛を増やし、農家

が所得が向上するように、今、町の方で一括

交付金で導入事業をいただいております。去

年は30頭導入し、全頭導入できました。今年

も４月から始まって５月、６月と進めており

ますが、この導入事業に関してですが、今年

は60頭という枠をいただいております。その

枠の中でもし、それ以上の農家の要望があれ

ば、60頭以上の導入が可能なのか、そちらの

方を伺いたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

去年度から一括交付金を使いまして、久米

島町優良繁殖雌牛導入事業の補助をいたして

おります。去年までは県内を中心に導入費の

約２分の１、上限35万円ということで実施し

て30頭の雌牛を導入することができました。

今年度からその要項を改正いたしまして、県

外の場合は上限が100万円。導入費の２分の

１の50万円の助成をするということでやって

おります。４月から早め早めに執行して、場

合によっては年度後半に入って一括交付金の

全体の枠がございますので、その枠が出た場

合はさらに増頭できるようにということで早

めの執行に心がけております。

今日現在、今、県外から20頭、島内で６頭、

合計26頭の導入をいたしております。ただい
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まのご質問につきましても早めに執行して、

あとその追加の要望をしっかり把握して、そ

の体制をとっておけば年度末に増頭という可

能性もでてきますので、そういう方針で進め

ていきたいと思っております。

それから、今、翁長議員からもございまし

たように、この肉用牛、久米島町の基点の産

地に指定されている子牛ですが、高値安定で

続いているときに、この肉用牛の生産体制の

基盤の強化を図る。すなわち優良な母体雌牛

をしっかりと数を揃えて増やしていくという

ことが今求められていると思います。それが

将来の久米島の畜産の振興に繋がっていくも

のだと考えていますので、増頭も視野に入れ

て取り組んでいきたいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

今、交付金を活用しての導入事業、進んで

おります。その中で60頭という枠をいただい

ておりますが、やはり県外から導入すると頭

数が限られてきております。今年は５月から

県外から導入しようということで、さっそく

動いた結果、先ほど言ったように県外からも

既に10頭導入されております。今後も農家の

皆さんの今60頭、今年あるんですが、それ以

上の要望がでておりますので、先ほど課長が

言ったとおり、この一括交付金の中の枠が、

それを利用し更なる導入事業に頭数を増やす

ように、農家、そして我々畜産業界としても

早め早めの導入事業が進められるようにやっ

ていきたいと思います。

最後に、この交付金で補正なりで増頭でき

ることをお願いして、私の質問を終わりたい

と思います。

（翁長学議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで翁長学議員、一般質問を終わります。

休憩します。（午前11時02分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前11時09分）

○ 議長 喜久里猛

次に５番宇江原総清議員の発言を許しま

す。

（宇江原総清議員登壇）

○ ５番 宇江原総清議員

５番宇江原総清です。３点質問をいたしま

す。第１は鳥島射爆撃場の早期返還について

であります。私は、5月17日の沖縄県民大会

に参加をいたしました。翁長県知事が「ウチ

ナーンチュ ウセーテーナイビランドー」と

あいさつをしていたのが印象的でした。

一方、安倍政権の安保関連法案は、憲法９

条を無視した暴走であります。またアメリカ

軍は、沖縄市サッカー場にダイオキシンのド

ラム缶1,000本を投棄しております。鳥島射

爆撃場には、1,520発の劣化ウラン弾も打ち

込んでいます。更に、大気圏内核爆実験を米

国内を含んで1,200回行いました。そして約3

00人のアメリカ国民に放射性物質で人体実験

を行っております。このことはクリントン政

権時代に放射能人体実験調査委員会によって

これは判明したものであります。人間をモル

モットとして平気でいるアメリカは、嘉手納

弾薬庫に40万発貯蔵されているといわれる劣

化ウラン弾を、また鳥島射爆撃場で消費する

ものと、私はみております。

このような劣悪の久米島の環境を改善さ

せ、町民の生命と健康を守るためには、鳥島

射爆撃場の早期返還が急務であります。また
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久米島の経済の阻害要因にもなっておりま

す。そこで町長に伺います。

１つは、翁長県知事のようにトップが民衆

を引張り、町民総ぐるみの早期返還運動を実

施する意思はあるのか。

２つ目は、久米島経済の阻害要因となって

いる航空運賃の大幅低減を図るべきだと思い

ますが、どうでしょうか。

第２は、浦地川の保護区指定についてであ

ります。当町にはクメジマボタルやキクザト

サワヘビが生息しております。県の天然記念

物の指定を受けている希少な固有種でありま

す。同川のサイドには、サガリバナ、クメノ

サクラやオキナワサザンカを植栽し、クメジ

マボタルやキクザトサワヘビを増やすことに

よって、世界自然遺産へと繋げると、こうい

うふうに思っております。教育長に伺います。

１つは、浦地川を保護区として、国の天然

記念物の指定を要請する予定はありますか。

２つ目は、全国のホタル研究会、久米島大

会を開催する意思はありますか。

第３ですが、真泊の避難道路とソナミの公

園化構想についてであります。平成25年度の

一括交付金予算で真泊の避難道路等が7千400

万円計上されていました。またソナミ一帯は

涙石と烽火台があり、歴史文化の丘で風光明

眉な所でもあります。これを生かすためにソ

ナミ一帯の公園化構想はないですか、伺いま

す。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

ただいまの宇江原議員のご質問にお答えし

ます。３点の内２点を私、１点を教育長より

答弁をさせたいと思います。

まず１点目、鳥島射爆撃場の早期返還につ

いて、①鳥島射爆撃場並びに久米島射爆撃場

の早期返還については、軍転協、これは沖縄

県軍用地転用促進基地問題協議会のことをさ

しておりますが、を通じて毎年継続して要請

を行っております。同射爆撃場の早期返還に

対する町民決起大会等の開催については以前

にも回答したとおり開催時期や実施効果を慎

重に検討する必要があるため引き続き関係団

体と調整を図りながら検討したいと考えてお

ります。

②のＪＴＡに問い合わせしましたところ、

仮に鳥島射爆撃場並びに久米島射爆撃場の返

還に伴う那覇久米島間の飛行経路短縮が実現

したとしても消費航空燃料等の経費に大きな

影響は認められず、航空運賃大幅低減に直接

結びつく要因とはなりにくいとの回答を得て

おります。

航空運賃の低減については、現在の運賃割

引制度の継続を要請すると共に町民並びに観

光客の利便性向上に向けて継続して働きかけ

を行ってまいります。

続きまして、２点目の真泊の避難道路とソ

ナミの公園化構想についてでございますが、

去る東日本大震災の教訓から津波襲来の際の

住民の安全確認について検討を重ねてまいり

ました。平成24年度に真泊地区住民の災害時

安全確保を目的に津波避難道路整備事業を計

画し、今年度工事を実施しております。

平成24年度の計画当初、ソナミ原一帯の公

園化を視野に計画を行いましたが、今年度、

実施の事業では避難海岸のみを整備しており

ます。

現段階で具体的な公園整備計画はありませ
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んが、避難道路を確保しても実際に避難した

場合の住民の待機場所等を確保する必要があ

るため、公園もしくは広場等の整備は必要で

あると考えております。今後、町の施設整備

計画や事業の優先度、管理運営方法予算確保

方法などを総合的に判断しながら整備につい

て検討を進めてまいりたいと思っておりま

す。

涙石、烽火台等を文化財の取り扱いについ

ては所管部署と調整を図りながら方針を決定

していきたいと思っております。以上でござ

います。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

宇江原議員のご質問、浦地川の保護区指定

についてお答えいたします。浦地川の保護区

国指定の天然記念物についてのご質問①と③

が関連いたしますので併せてお答えいたしま

す。浦地川流域の保護区指定につきましては、

必要性、民有地の状況等を確認しつつ関係課

及び県へ相談いたします。また、クメジマボ

タル・キクザトサワヘビにつきましては、こ

の２種は、現在、沖縄県指定天然記念物であ

ることから所管課である県教育庁文化財課へ

相談し検討していきたいと考えています。

次に、全国ホタル研究会久米島大会につい

てお答えいたします。平成15年度に全国ホタ

ル研究会久米島大会が開催されておりますの

で、当時の大会に携わった関係者及び関係機

関と調整を進めながら前向きに検討をしたい

と考えております。

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

再質問をします。まず第１の鳥島射爆撃場

の早期返還に関するものです。町長は鳥島射

爆撃場の早期返還をいわゆる軍転協に毎年要

請していると、こう答弁しております。そこ

で伺います。町長１点目は、軍転協の構成者

はどうなっていますか。

２つ目は、軍転協で、どのような言葉で要

請をしていますか。伺います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

軍転協といいますと県内、米軍へ提供施設

を保有している市町村が加盟している団体で

あります。現在26団体がございます。その中

で県の総会があって、その総会の時に、それ

ぞれの軍用地を持っている自治体の、例えば、

この返還についての要請等かありましたら、

その議案として決議されます。その議案を総

まとめして軍転協として東京の方に総理官

邸、そして米軍の司令官の方とか、県内もも

ちろんですが要請をします。その要請等につ

いては私も民主党の菅総理大臣の時に総理官

邸に行って直に久米島の現実を訴えました。

その後においては副町長が今年２月に行って

来ております。そのように沖縄県内で、それ

ぞれの自治体が、その問題等がある時に、そ

の要請をやっていくことが毎年継続してやっ

ていることであります。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

町長、軍転協というのは、今言われたとお
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り軍事基地所在地の市町村で構成されている

わけですよね、トップが県知事ということで

すよ。ところがその大方の市町村長は去った

県知事選挙ではそのほとんどが前知事の仲井

眞氏を支持したんですよね。この人たちは辺

野古に新基地を容認した方々であったんで

す。沖縄のアメリカ基地を容認し、その見返

りとして振興策や補助金を日本政府から貰っ

てくる、あるいは貰おうとしているというこ

とであります。特に佐喜眞宜野湾市長にいた

っては自分たちの宜野湾市にある普天間アメ

リカ軍基地を危険だからといって名護市辺野

古への移設を容認しています。これは2013年

12月４日のタイムスでうたっております。前

年の市長選挙では県外移設を掲げたにも関わ

らずです。アメリカ軍に占領されている沖縄

県民の立場から、私は佐喜眞市長は金を貰え

ば何でもやりますよ、何でもありきと、こう

いうさもしい心の人だなと思っております。

軍転協構成の多くの市町村長も事程左様だと

こういうふうに私はみております。

そこで町長に伺います。軍転協の構成メン

バーを見て鳥島射爆撃場の早期返還を危機感

をもって受け入れてくれると、こういうふう

に思っておりますか、伺います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えしますが、軍転協

の構成は、これは政党はけして、それぞれの

市町村長は色分けしての組織ではありませ

ん。これはそれぞれの自治体の事情いろんな

問題があります。当然、提供しているからに

は、我々としても、その補償すべきものにつ

いては補償するのも当然のことでありまし

て、国対国の提供施設でありますので、１自

治体だけの判断でできるわけでもありません

ので、今言うような沖縄全体の組織として当

然、米軍、そして日本政府に要求していくの

が本来のすじだと思っております。これはけ

して選挙とか、そういう絡みの組織ではあり

ませんので、そのへんはご理解をお願いした

いと思います。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

町長、私が言っているのは、もちろん、今、

町長が言われたようなことも含みますが、そ

のほとんどが米軍基地容認の首長だというこ

となんですよ。それを言いたいわけですよ。

そうした場合に、久米島鳥島射爆撃場あるい

は久米島射爆撃場の返還要請にしても、非情

に「はい」ということでできるのかというこ

とを危惧しているわけです。そして私が言い

たいのは、翁長県知事の言う主体性、すなわ

ち独自のアイデンティティを持って、島ぐる

み会議のように町民が町長の主導についてい

けるような手法を用いるべきだとこういうふ

うなことを言っているわけです。

町長は、鳥島の返還について軍転協にも毎

年要請していると答弁していますけれども、

その要請の言葉がどういうものか簡潔にお願

いします。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

要請内容としては、これはホテルホテル区

域の解除等の要請、そして鳥島射爆撃場と久

米島射爆撃場の早期返還を求めております。

これは先ほど申し上げたとおり、毎年県の軍
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転協の総会がありますので、そのときにこの

提案書等を提示して文言に入れさせて項目と

して県下、全ての要請事項について、たくさ

んありますので、こういうかたちで文言とし

て要請書を直接米軍司令部、そして総理官邸

とか関係機関に毎年、県知事をトップにして

要請しております。決して先ほど申し上げた

とおり、それ自体が党派を超えて沖縄一つと

しての要請であります。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

前町長時代もそうですが、返還を求めると

言いながら、議会にも諮らずして結局は継続

使用に調印したわけですよ。そういうことも

今後あり得るなと僕はみているわけですよ。

そしたら全く返ってくる気配もないじゃない

ですか。そして町長、今の安倍首相から見れ

ば軍転協の要請事項に対しても振興策の要請

か、補助金か、程度の受け止められ方だと私

は思っております。以前の米領事であったケ

ビン・メアー氏の「沖縄の人はゆすりの名人

だと」こういうような言葉も得てして的はず

れではないとみております。

辺野古問題が出た時の国家官僚からこうい

う言葉がありました。「沖縄を甘やかすな」

ということでした。振興策という金に惑わさ

れて県民の生命身体、健康のことですが、財

産の保護に任ずることはこれはできません

よ。町長、翁長県知事のように独自のアイデ

ンティティを持って町民の先頭に立って町民

を守る決意はありませんか伺います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。基本的には、私は当然、住

民の立場に立って行政運営をやっているつも

りであります。ただし、それについてはそれ

ぞれの首長の皆さんは、手法が違う場合もあ

ります。これは私は当然県知事に賛同すべき

ときには当然やります。また逆の考えがある

場合は当然反対することもあるかと思いま

す。私も信念を持って、この職を担っており

ますので、今後においても貫く考えをしてお

ります。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

早めに総決起大会もやるようなかたちに持

ていって下さいよ。そうするならば町長のい

まの言葉を信じますよ。

次にＪＴＡの回答で那覇－久米島間の飛行

経路を短縮しても航空燃料等の経費に影響は

認められない。航空運賃の大幅低減に直接結

びつく要因とはなりにくい。こういう答弁を

しておりますが、その答弁の裏を町自体で取

ったことがありますか、伺います。裏付けで

すよ。

○ 議長 喜久里猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

宇江原議員の質問にお答えいたします。今

回の質問にありました訓練空域の返還に伴う

飛行経路についてＪＴＡの方に試算をしてい

ただきました。訓練空域Ｗ174という訓練空

域が久米島と那覇間の航路にかかっておりま

す。こちらは入砂島の訓練空域と久米島射爆

撃場、いわゆるハテノ浜上空の訓練空域の２

つが経路にかかっているということです。因

みにＷ176という北側にあります鳥島射爆撃
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場のものは直接航路にはかかっておりませ

ん。この174の２つの訓練空域が仮に返還さ

れた場合の運航距離について試算をしていた

だきました。

試算をしていただきましたところ基本ルー

トとしては、現在、那覇の出発方式というも

のがありまして、今現在、那覇空港から約南

の方にだいぶ南下をしてからコースに入ると

いうルートにされています。これは那覇の管

制からの指示で飛行機の安全のために取られ

ている措置です。それを経路をした場合、基

本ルートとしては今のところ180キロござい

ます。それを訓練空域がなくなった場合の基

本ルートの想定としては約18キロの減になる

ということで試算をしていただきました。飛

行時間にしておよそ約２分ということで、諸

条件が整えば出発方式のショートカット、い

わるゆ南下せずにということは短縮できるこ

ともあることはあるんですが、基本的には定

められた飛行ルートで飛行計画を作成しなく

てはならないため訓練空域がなくなったとし

ても短縮できる時間は２分程度であり大幅な

運賃低減に繋がるものではないと考えられま

す。という回答を得ております。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

私は、６年前にも自分で沖縄防衛局にも行

きました。これは鳥島射爆撃場の賃貸料の問

題でした。当時は執行部は賃貸料を上げられ

ると答弁をしておりましたが、実際行ってみ

たら、これは全国的に決められたもんだと土

地鑑定士によって決められたもんだと、そし

てその際にその鳥島射爆撃場の飛行ルートも

影響ありますよと言っていたんですよ、担当

者は。そういうようなことで、私が言いたい

のはＪＴＡの回答にしても官僚的な答弁をし

ているとこういうふうに見ております。また

飛行機の直線コースとドリスポイントの飛行

した場合の差は時間で私が計ったことについ

ても直線コースが約15分から18分、そしてド

リスポイントの場合は28分から30分かかって

おります。そして確かに上昇する場合と下降

する場合は燃料は食います。その分を差し引

いても、誰が計算しても年間の航空燃料費が

大きいと思います。年に換算すると。またそ

の他に機長をはじめ関連する職員の時給の年

間計算、飛行機の高度問題等を勘案しても航

空燃料の経費に影響を認められないとの回答

は的を得てないとこういうふうに考えており

ます。

前町長が答弁しておりましたが、経済損失

は航空運賃も含めて1億9千万に上ると、こう

いうふうに答弁をされました。現在の航空運

賃割引制度の要請を継続するのもいいです

よ。いいですが、鳥島や久米島の両射爆撃場

の早期返還を勝ち取ることによって、もっと

低減されるのは、私は必定だとみております。

そこで課長に伺います。１つは町当局は飛

行機の飛距離及び高度の問題と燃料との関係

を調査し事実を自分たちで確認したことはあ

りますか。そして現在ＪＴＡに対する県の補

助金はいくらなのか。これを伺います。

○ 議長 喜久里猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

今回、回答していただいたことは事実であ

ると認めてしています。それを疑う根拠があ

りませんので、ただ、飛行ルートの細かい説

明については、今後ともＪＴＡの方に問い合
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わせ等をして、その根拠となる資料は入手し

ていく所存です。

県の補助金については、商工観光課の方で

お願いします。

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ＪＴＡに対する補助金の件なんですが、現

在24年度からは、久米島からの補助金は一切

ございません。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午前11時35分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前11時36分）

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ＪＴＡに対する赤字補てんについては現在

行われていないんですが、空港補助、運賃の

補助につきましては、県の一括交付金で実施

しております。金額はちょっと把握していな

いんですが、全体の数字で動いていますが、

まず離島割引の割引制度、それから今年５月

から実施しております。「球美の島交流促進

事業」ということで、こちらの方15％の割引

となっておりまして、トータルのコストは今

手元の方に持ち合わせございません。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

いつも思うんですが、町の執行部は相手が

いうことをその検証や裏付けをしない体質に

なっているんじゃないかと、私は痛切に感じ

ております。例えば鳥島射爆撃場の沈下問題

に対する沖縄防衛局からの数年間の航空写真

でも硬度の堅い石を砂檄化させれば堆積が多

くなることの原理と、その検証が欠落してお

りました。これについては昔はトゥンバラー

のような岩山があったと多くの人からの証言

もあります。また、昨年の５月21日にキノコ

雲が発生しました。これは私は劣化ウラン弾

の内のファミリーの内の砲弾とこう思ってお

りますが、その際にも風の向きを説明するこ

となく、放射能が確認できなかったとこうい

う発表をしております。このときの天気予報

は久米島に向かっているんじゃないですよ。

やや慶良間の方に向かっております。こうい

うことを何で検証なしに発表したりするのか

と、私は町民との情報の共有というのは、真

実の共有でもあると、こういうふうにあるべ

きだとの信念をもっております。

アメリカは隠蔽の国なんです。大国はほと

んどそうですが、事例を言えば、第２次世界

大戦後、放射線被曝により命を奪われた数を

欧州ヨーロッパ放射線リスク委員会は6千500

万人を越すと試算したのにも関わらずアメリ

カを中心とした国際放射線防護委員会はたっ

たの117万人の試算を出しております。この

大きな数字の違いは、内部被爆の隠蔽などと

言われております。またアメリカ軍は鳥島射

爆撃場に大量の劣化ウラン弾を打ち込んだの

にかかわらず放射能はなかったと発表しまし

たが、矢ケ崎克馬当時の琉大教授は高濃度の

放射性物質を測定したと新聞に公表している

んです。

日本政府にしても水俣病を初めとする公害

病では政官学で数十年間、隠蔽工作を行って

被害者の拡大と、その重病化をさせた経緯が

あります。このようにアメリカ、日本政府も

真実を隠し嘘の情報を流すことで民心を分断
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させる。あるいは民心を乱すことで世の中を

狂わせているというふうに私は思っておりま

す。そういったものを見抜けないようでは国

民、町民を誤った戦前への道へと歩ませるこ

とになるんではないかというふうに危惧をし

ております。

私は、日本は専守防衛に徹するべきだとこ

ういう考え方であります。集団的自衛権行使

でどの国へもアメリカと共に戦争を行おうと

する安倍政権は非常に危険だと思っておりま

す。今後、安倍政権に対する注視が必要だと

考えております。

第１はそれで終わりますが、第２の浦地川

保護区指定に関する再質問であります。浦地

川の中流に河川沿いに土地を売りたいという

方がおります。私はそういった場所を買って

クメジマボタルの生息しやすいサガリバナや

クメノサクラを植栽してはいいがなとこうい

うふうに思っております。そしてホタル館区

域と連動させながらの保護区指定と、そうい

う手法もあるわけです。

そこで伺います。国の文化庁は既にキクザ

トサワヘビやクメジマボタルの国指定の天然

記念物としての調査行動をしてると聞いてお

ります。教育委員会はどこまで、それを把握

していますか、伺います。

○ 議長 喜久里猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

再質問にお答えいたします。平成25年に開

催されました沖縄地区史跡整備市町村協議会

久米島大会に参加されました文化庁の記念物

調査官と県文化財課の指導主事が来島した

際、大会終了後に博物館の職員がお二人を町

内の文化財を案内した時にクメジマボタルと

キクザトサワヘビを国定指定文化財に指定で

きるのかという話があったということは博物

館を通して、また教育委員会として把握して

おります。また指定に向けて文化庁の動きが

あるということにつきましては、また県文化

財課へ問い合わせ内容等を確認したいという

ふうに思っております。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

先月５月の全国ホタル研究会静岡大会にホ

タル館長、ホタルの会それに観光協会の方達

と私も参加させていただきました。その場で

新旧の大会長や参加された方々から久米島大

会への理解と、それから開催要望が多くあり

ました。それほどクメジマボタルは人気が非

常に高いとこういうことであります。特にク

メジマボタルというものは、何かゲンジボタ

ルとか、ヘイケボタルよりももっと古い時代

の固有種だなとこういうふうな言い方もされ

ておりました。だからそういうクメジマボタ

ルが非常に人気が高かったということであり

ます。その内容等については、後日即、館長

や観光協会側から町長に対する報告とそれか

ら久米島開催に向けての提案等をやっており

ました。町長からは積極的な進言の言葉と提

言があって、たいへん感謝を申し上げます。

クメジマボタルに関しては、今のおばあちゃ

んおじいちゃん達が言うには、五枝松がクリ

スマスツリーのように非常に垂れ下がってい

たと、こういうものを子どもたちも聞いてき

ております。聴取してきております。そうい

うような状況に戻す環境づくりもやっていか

なければいけないなと思っております。また

久米島の高度な価値を高めるためには、世界
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自然遺産への登録が不可欠だと、私は思って

おります。その前哨戦として久米島大会の開

催とキクザトサワヘビとクメジマボタルの国

の天然記念物指定こういうものを勝ち取る必

要があるんじゃないかと思っております。

タイムベルト式に説明しますと、全国ホタ

ル研究会の日程は来年が鳥取県、再来年が新

潟県で決まっております。その次は石川県で

あろうと、その次の2019年、つまり東京オリ

ンピックの前年での久米島大会とこういうこ

とでありますけれども、その過程で2017年の

新潟大会までキクザトサワヘビを、2018年の

石川大会までにクメジマボタルの、それぞれ

国の天然記念物の指定を受けると、こういう

ことであります。

2019年の久米島大会までには、これはあく

までも想定ですが、浦地川の環境整備を完成

させて、その間に久米島の世界自然遺産への

登録をさせるべきではないかなと思っており

ます。この件については多くの方々の意見も

ありました。静岡大会においてもいろいろな

アドバイスもいただきました。そしてここで

町長の考え方を伺いたいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。先だって宇江原議員他はホ

タル館、観光協会が報告を受けましたが、私

としては前向きに、この事業については進め

ていきたいという思いをそのときお話しまし

た。この取り組みについては、あと３年、４

年ありますので関係課を中心に積極的に取り

組んでいきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

いろいろとぜひ実現を見たいとこういうふ

うに我々も期待をしております。第３の真泊

の避難道路とソナミの公園化構想についての

再質問であります。執行部が真泊の避難道路

を計画したときに、県は同地域は危険区域に

指定されていると難色を示しておりました。

皆さんの努力によって、今回の結果を見るこ

とになりました。これからすればやはり積極

的に行動をすれば報われるんだなという印象

をもっております。幸いソナミの中腹から涙

石の一帯までは危険区域として指定されてお

りません。網が被さっていないということで

あります。答弁にありまように、涙石、烽火

台の取り扱いを所管部署と調整をし、積極的

に取り組んでいただきたい。ぜひ実現をみた

いなと思っております。地権者との土地折衝

についても、私も時間をもてあましておりま

すんで、ぜひ活用をしていただきたいなと思

っております。課長の決断を伺います。

○ 議長 喜久里猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

今の宇江原議員のお言葉ですが、いずれに

しても避難道を確保したあとの住民の待機場

所の確保のための公園もしくは広場の整備が

必要であると同時に、そこに至る進入路の整

備も同時に必要となります。進入路の整備に

あたっては近くにあります涙石、烽火台等も

併せて行けるような進入路の整備を今後、計

画をしていきたいと考えています。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

今の答弁を聞いてもう天に昇るような気持
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ちです。僕が心配していたのは、今の計画で

中腹で止まるかなと、その話も確かにありま

した。そうすると何のために避難してきたか

と。避難はいいですよ。しかし、じゃあ水と

か食料とか、場合によっては救急病人が出た

場合にどういうような対応処置するかとこう

いうことについても、あの草むらの中ではこ

れは対応できないんですよね。今、総務課長

が言われたように進めていくと、例えば涙石

の所に駐車場を造って、そこを避難場所の最

終地ということにしておけば、食料、水、そ

れから救急医療対応、こういったものにも対

応できるということになりますんで、ぜひ今

のことを実現させていただきたいと思いま

す。おしいながら３分残っておりますが、私

の質問を終わらせていただきます。

（宇江原総清議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで宇江原総清議員の質疑を終わりま

す。

休憩します｡ （午前11時54分）

○ 議長 喜久里猛

午後の部、再開します。（午後１時30分）

13番玉城安雄議員の発言を許します。

（13番玉城安雄議員登壇）

○ 13番 玉城安雄議員

13番玉城です。私の方から２点ほど質問し

たいと思います。まず初めに、沖縄県議会議

員選挙区の区割りの変更について。県議会の

選挙区の変更については、過去の議会で何度

か取り上げ議論してきました。様々な要請行

動の結果、県議会の議会改革推進会議で選挙

区の見直し案が議論され、島尻郡区の７町村

離島は那覇市及び南部離島選挙区として那覇

市区へ合区するとの案が決定され６月県議会

定例会に議員定数条例の改正案を提案する運

びとなっている。この改正案が可決されれば、

28年の、来年度ですね、の県議選から適用さ

れる見込みである。今後の展望について町長

の見解を伺いたいと思います。

次に２番目、子育て支援について。現在本

町では、子育て支援として出産奨励金や、紙

おむつ購入助成事業など様々な施策がとられ

ているが子育て環境についてはどうか。近年

男女共同参画の社会となり、そのニーズを満

たすには環境の整備が重要であります。夫婦

共働き家庭の一般化、核家族化、他府県から

の移住者、嫁入り等の増加、家庭や地域の子

育て機能の低下等で、家庭や地域を取り巻く

環境が変化している中で子育て環境も十分と

は言えません。子供が病気の時の保育、また

就学児童の放課後問題等、課題が多くあり子

育てしにくい島になっていないか、危惧して

います。直接支給する助成金等も非常に大事

なことではありますが、安心して子育てでき

る環境の整備もまた重要であると考えます。

現在策定中の第２次総合計画の中でどのよう

に反映させるか、町長の見解を伺いたいと思

います。

以上２点、よろしくお願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

ただいまの玉城議員の質問にお答えしま

す。まず１点目、沖縄県議会議員選挙区の区

割りについて。県議会の選挙区見直しについ

ては南部離島町村長議長連絡協議会を通じて

以前から要請を続けてまいりました。度重な

る要請や陳情の結果、平成27年３月27日に沖
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縄県議会改革推進会議で、要請のとおりの選

挙区案、那覇市及び南部離島７町村を１つに

する案が全会一致で可決され、４月には県議

会選挙区見直し中間案が公表されました。そ

して昨日の６月15日の県議会改革推進会議に

おいて選挙区見直し最終案を決定し、昨日の

６月16日に開会された沖縄県議会定例会で議

案として上程され、原案どおり可決されれば、

平成28年６月頃に実施される予定の県議会議

員選挙から適用される見通しであります。

選挙区が那覇地区に変更されれば、沖縄本

島の郷友会等との連携が図られ様々な活動が

期待されるものであります。南部離島出身者

の県議会議員選出も可能となると考えており

ます。離島の抱える課題等は離島出身者でな

ければ理解できないところが多いため、今後、

南部離島出身者の県議会議員擁立に大きな期

待を寄せております。

次に２点目の子育て支援について。平成27

年度から５年間を計画期間として久米島町子

育て支援事業計画を策定しておりますので、

保育、子育て支援サービスの充実、親と子の

健康保持、増進、障害児施策の充実等、子育

て支援についての計画を上位計画である第２

次総合計画に盛り込んでいく考えでありま

す。

病児保育や放課後児童クラブについては医

療機関や教育委員会との調整が必要となりま

すが、実現に向けて検討してまいりたいと考

えております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

それでは、県議会議員区割りの変更につい

て、まず再質問する前に、この件に対して町

長、議長はじめ南部離島村長議長連絡協議会

を通じて様々な要請した結果、今県議会に区

割りの変更が上程されることに対し、この課

題を提案してきた１人としてお礼申し上げま

す。また原案どおり可決されることを期待い

たしまして再質問したいと思います。

この件については、過去の議会で何回か取

り上げてきました。今県議会の議案として上

程されるのは非常によかったかなと思ってい

ます。原案どおり可決されれば南部離島出身

者の県議会議員の擁立も大いに期待している

と町長はまた答弁していますが、今後の展開

としてこの南部離島町村長議長連絡協議会と

どのような連携をとって臨みたいか町長に伺

いたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

まずは３月の時点で議長と渡嘉敷の議長、

その当時は７離島のそれぞれの町村長たちに

各会派まわりを一緒に行動どうですかという

ことを誘いましたが、その時は時間的な余裕

がなくて全てが一同にということはできませ

んでした。但し電話の中ではそれぞれの町村

長の許可を得て各会派まわりをしてきまし

た。今後についてもまた一緒に会合とかがあ

りますので、その時点でも、この件について

はそれぞれの思いを確認しながら適当な時期

にちゃんとしたかたちの、できたら１本化が

できるような、それぞれの首長の考えも確認

しながら進めて、私としては思っております。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員
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確かにこの区割りの変更については南部の

離島７町村が、ぜひ離島からの県議会議員を

ということで７離島村長が一体となった要請

の結果、実現したわけであります。離島の皆

さん、首長はじめ議会の皆さんも、また町民、

村民の皆さんもそういうふうに地元から県議

を出すことは非常に重要なことだと思ってお

ります。

仮の話になりますが、今後候補者を、先ほ

ど町長からも話がありましたが、今後、もし

候補者が出た場合に、また擁立するにしても

やっぱり離島の調整は、離島はじめ那覇の郷

友会等々調整は必要だと思いますので、これ

については、もう一度答弁をお願いしたいと

思います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

とにかくですね、昨日県議会に議案として

上程されておりますので、まだ確定ではあり

ませんので、今後の展開によって時期を見計

らってそれぞれの関係者と意見交換しながら

慎重に判断していきたいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

ぜひまたそういう状況になれば、そのよう

にまた対応していただきたいと思います。答

弁にもあるわけなんですが、この離島の抱え

ている課題というのをやっぱり離島に住んで

いる人、また離島出身者じゃないと分からな

いと思うんですよ。これも仮定の話になりま

すが、やっぱり離島出身者というよりも逆に

候補者が出た場合よりも逆に離島に住んで、

離島にちゃんと根を下ろしているのがまたい

いんじゃないかなとも思ったりもしますが、

今回この区割りの変更、県議会に上程される

わけなんですが、南部の離島は交通アクセス

や生活圏が非常に那覇と密接に関係している

わけでありまして、国政選挙もそうでありま

す那覇１区でありますし、また教育行政も那

覇市区、昨年でしたか、教科書も島尻郡から

那覇市教育ということで改定されておりま

す。これでちょっと私も、この県議会の選挙

区だけちょっとおかしいなと思ったんです

が、今回提案されて、これでもう可決されて、

案が組み込まれれば、より我々離島の発展に

寄与するんじゃないかなというふうに考えて

おります。これでようやく正常に戻ったかな

という感じがしております。我々この離島苦

というのは住んでいる人じゃないと分かりま

せんので、こういうちょっとおかしいなとい

うのは、これからもどんどん議会等で提案し

て取り組んでいきたいなと思います。

今回このようにして可決される見通しです

ので、もし候補者を選定して取り組む場合に、

我々も一丸となって、この地域をまとめない

ととうてい擁立も厳しいのかなと考えており

ますので、この件に対して最後にもう一言町

長からもらってから次に進みます。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

皆さんもご承知のとおり、今までは島尻郡

区の３定数の中で議員を選出しておりました

が、今度は新たに那覇区に合流しますと11名

の定員枠で選挙が展開することになります。

それぞれいろんなその繋がり等が島の住民に

おいてもあるかと思います。そのへんをぜひ

いま議員からおっしゃったように、島出身の
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島の実状を充分に認識している方を島代表と

して、それぞれの７離島が同じ気持ちで推し

た方が私はよりベターかと思っております。

それに宮古、石垣においては定員それぞれ２

名とかですね、宮古は３名ですか、あってや

っぱりそれぞれの活躍をしております。我々

も７離島をぜひ支援できるような候補者を選

定するのが一番ベターかと思っておりますの

で、ぜひ今後において展開を見守りながら、

この件については慎重に判断していきたいと

思っております。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

確かに町長からありました宮古、石垣はち

ゃんとした選挙区があって２人の県議会の先

生方もいらっしゃいます。我々、久米島南部

の離島としてはちょっと宮古、八重山よりは

遅れているのは、これも１つの原因じゃない

かと思っておりますので、ぜひ本当に、離島

出身者もいいんですけど、本当に離島に住ん

でる方もいいです。また今後のことも考えて

そういう人材を育てていくのも非常に大事な

ことだとも考えていますので、これに対して

は、これからのことなんですが、また我々一

緒に取り組んで、次の質問に移りたいと思い

ます。

２番目、子育て支援についてですが、答弁

の中では27年度から５年間を計画期間とした

久米島町子育て支援事業計画を策定してると

いうことがありますが、どんな内容か詳しく

説明をお願いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

ただいまの質問にお答えいたします。久米

島町子ども子育て支援事業計画ですが、計画

策定の背景、趣旨として、平成22年度から平

成26年度を目標年度として久米島町次世代育

成支援行動計画を策定して取り組んでまいり

ましたが、依然として子どもの数は減少する

傾向にある一方で、保育士の確保等にも苦慮

する状況もありまして、０歳１歳児が待機児

童となるケースも出てきております。また幼

稚園の預かり保育や放課後児童対策などのニ

ーズも高まってる中で、安心して子育てがで

きる環境づくりが求められています。このよ

うな状況を踏まえた上で子どもの健やかな育

ちと家庭における子育てを地域社会全体で支

援する環境を整えることを目的に子ども子育

て支援法に基づく第１期久米島町子ども子育

て支援計画を策定しております。

主な基本目標ですが、子育てを支える環境

づくりとして計画的に保育の量的整備を進

め、待機児童の解消を図るとともに保育の質

の向上に取り組むこと。また子育て支援のニ

ーズの多様化に応えていけるように必要なサ

ービスの整備に取り組むとしています。母親

や乳幼児の健康確保及び増進については、安

全で安心な妊娠出産となるように母体の健康

管理の充実や産後の育児不安の解消、また健

康診断等で乳幼児の健康確保に取り組むこ

と。それから日頃の食習慣が子どもの心と体

の健康に大きく関係するため、幼児期からの

正しい食事の取り方、望ましい食習慣の定着、

心身の健全な育成を図るため、食育の推進に

取り組むこととしています。その他に、子ど

もたちの安心・安全の確保や要支援児童への

きめ細やかな対応などを基本目標としての計

画を策定しております。
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○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

１つ説明がありましたが、本当にいま子育

て環境が非常に厳しい状況ではないのかなと

思っております。久米島町の総合計画の中で

も人口減少に歯止めをかけることを最重要課

題として策定していますが、この子育て支援

においても安心して、いま課長からも話があ

りましたとおり、子どもを産み育てる環境が

非常に重要であると考えております。産業が

活性化し、雇用が増えても子育てや教育環境

に魅力がなければ、例えば単身赴任者が多く

なったり、人口の増加、減少には繋がらない

と私はそういう気がしております。金銭的に

助成しても働く親が安心して、働く環境がな

ければ子育て支援の意味も半減すると思うん

ですよ助成のみでは。

今この第２次総合計画の策定中なんです

が、この前、途中経過の資料をいただいたん

ですが、この中にもやっぱり子育て中の母の

声として、そのアンケートからちょっと抜粋

しているんですが、安心して遊ばせる場所が

ないとか、児童館など子どもが使える場所が

ないとか、特にまた島で出産ができないとか、

幼児教育の環境が不十分である等のアンケー

トの結果が出ているわけです。町としても第

２次総合計画に上位計画として盛り込んでい

るわけなんですが、人口の減少の歯止めは、

このような環境の整備も重要だと思います。

先ほど同僚議員から産業面、いろんな空き

家対策の面でも人口減少の歯止めという話が

ございましたが、この件について町長どのよ

うに考えるか、伺いたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

基本的には先ほど担当課長から説明された

とおりでありますが、私もワーキングチーム

の優先度が高い項目について資料を持ってお

りますが、まずは子育ての仕事を両立できる

制度、環境づくりがということが１点目です

ね。そして児童館、公園などの整備が必要と。

図書館や文化的施設の充実、そして行事が、

特に母親たちが感じていることは、いろんな

年間行事が多すぎるということ等も挙がって

いるようでございますが、それも含めていろ

んな対策については、これから専門チームの

中でもう少し議論は必要になってくるかと思

っております。

本島あたりもそうなんですが、待機児童の

解消については、それぞれの自治体が取り組

んでおりますが、我々についてもいろんな分

析をしながら、とにかく一子、二子、三子、

本当に親たちが安心して産めるような環境づ

くりが大事かと思っております。昔でしたら

それぞれの家庭におじいちゃんおばあちゃん

がいて、孫のお守りをやってくれたというこ

と等もありますので、今後についてもいろん

な生かし方があるかと思いますので。

ただ、いま公立病院ともいろいろ会議の中

でやってるのは病気した場合の対応、これを

看護師、そして保育士を当てて病院でできる

かどうかというのも議論しておりますので、

そのへんも今後についてはもう少し真剣に取

り組んでいきたいと考えています。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

いま町長からもいろいろワーキングチーム
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で上がっている課題等があります。私もこの

資料を見てちょっと気になったのが１点ある

んです。ここの島は子育てのしやすい島かと

いうのに対してですね、アンケートなんです

が、子育て中の親のアンケート、島内の人75

％が「はい」と答えているんですが、島外、

移住者とか嫁に来たとかという方々だと思う

んですが、56％、約半分がちょっと厳しいな

という意見もありますので、そこらへん人口

減少の歯止めとか、人口増加、そこらへんま

で気を配って、充実した環境づくりが非常に

大事だと思いますので、ぜひこの総合計画に

上がった課題をしっかり精査していただい

て、予算の都合もありますが、出来るところ

から環境づくりに取り組んでほしいと思いま

す。

次に、この子育て環境の問題は福祉課だけ

ではないと思うんです。常々教育長はやっぱ

り幼児保育の重要性というのを述べているわ

けなんですが、この子育て支援環境の充実に

ついて教育長まずどのように考えているか、

お願いします。

○ 議長 喜久里猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

お答えいたします。子育てということにつ

いてではあるんですが、教育委員会は幼稚園、

小学校ということでの管轄の中での答えにな

ると思うんですが、学校を終えて後の放課後

をどういうふうに過ごすかといったところで

幼稚園の方では預かり保育をしております。

幼稚園の保育を終えた後ではあるんですけれ

ども、そこには指導員を入れまして保育に近

いかたちでの過ごさせ方をやっております。

これは希望者が対象ではあるんですけれど

も、全島の希望する幼児に対して、清水幼稚

園と仲里幼稚園２園に分けて放課後の預かり

をやっております。

小学校に関しましては、放課後の居場所、

塾というのは、ここにもありますけれども放

課後の児童クラブというようなものが全学校

にございます。これは内容については地域の

人材を活用しての、その方々の指導の下での

教室ということになりますけれども、これに

ついては三線教室もありますし、物づくりも

あります。一番多いのは学習の教室です。学

校で習ったことを学習する中で地域の方がマ

ル付けをしたりとか、指導をしたりとかいっ

たようなものが一番多いです。また各学校に

ある部活、野球、バレー、バスケですか、そ

れも同じ意味合いをもっていると思いますの

で、そこの指導者に対しては同じような放課

後児童クラブの中から支援をしているところ

です。そういった意味で子どもたちは学校に

おいても、あるいは放課後においても、そう

いう学びの場が、そういう環境の場がつくれ

ているのではないかなというふうに思ってお

ります。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

教育長から幼稚園の預かり保育、学童保育

はなかったですよね、小学生の。この預かり

保育についてなんですが、何時までですか。

○ 議長 喜久里猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

お答えいたします。預かり保育は基本的に

６時までとなってます。但し、始まるのは週

によって違いますが、幼稚園が弁当保育のあ
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る日に関しては２時からというふうになって

いますが、弁当のない日は、普通は11時半か

ら、終わり次第、そのまま６時までというふ

うになっております。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

預かり保育は基本的に６時までという答弁

でありますが、この預かり保育も一つの子育

て支援、働く親の共働きしている仕事の両立

の面での環境づくりだと思っているんです

が、やっぱり仕事が６時に終わらない家庭と

かもあるわけなんですが、これはこれからの

課題として、これは全県的に預かり保育の拡

充、この時間の問題とかは気になっているし、

土曜日は利用できない。中には土曜日が仕事

の家庭もある。春休みは利用できないわけで

すよね。年度の切り替えとかいろんなことで、

夏休み、冬休みはできるけど、そこらへんい

ろいろ課題があると思いますが、その点につ

いて、管轄は福祉課ですか、教育長ですか。

○ 議長 喜久里猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

幼稚園の預かり保育に関してなんですが、

これについては終了時間は６時というのは、

勤務の時間帯とも一応関係するわけなんです

が、もちろん６時までに終わらないそのよう

な方もあると思うんですが、今のところでは

あるんですが、ちゃんと６時までには殆どの

方がお迎えに来ている状況ではあります。た

だ、この後時間がもっと長くしてほしいとい

ったような要望等が出たときに、その時にい

い方法がないか検討してまいりたいと思って

おります。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

この預かり保育については、一旦幼稚園に

行って終わってまた午後預かる、管轄は教育

委員会ですよね。私聞いたんですけれど、休

むときも教育委員会に電話して、こういう感

じですよね。直接園とやったりできないわけ

ですよね、この預かり保育。まず今日子ども

が休むときには幼稚園の職員じゃなくて教育

委員会に電話しないといけないとか、そうい

うシステムになっていると思います。そこら

へん改善できないかということもあります

し、ただ実際は二重保育にもなっているわけ

ですよね。午後、幼稚園、午後というかたち

で。それにまた５歳児、これと関連しまして

５歳児問題ですけれど、沖縄県は小中学校と

いっしょに幼稚園があって、そういうかたち

に預かり保育で対応しているわけなんです

が、この保育園の中で、この５歳児保育とい

うのも考えていないか、町長か、福祉課か、

先ほどの二重保育の件は教育長、お願いしま

す。

○ 議長 喜久里猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

いま玉城議員がおっしゃるのは認定こども

園ということになるかと思いますが、国は幼

児期の教育、保育の重要性から幼稚園と保育

所の枠組みを超えて、それぞれの良いところ

を活かしながら、保護者の就労状況によらず

柔軟に子どもを受け入れることが可能な教育

保育施設として認定こども園の普及を目指し

ております。本町においても保護者のニーズ

に応えていくためには、こういう幼保連携型
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の認定こども園が必要ではないかと思われま

す。

しかし、いま現在は０歳から４歳児までは

保育所、そして幼稚園が５歳児のみの受入と

なっており、それを移行するには施設の規模

とか職員の確保など課題がたくさんあります

ので、今後は保護者のニーズや制度に沿った

教育、保育環境の整備には必要不可欠ではな

いかと思っておりますので、教育委員会、福

祉課のみならず、町を上げて取り組む必要性

があるのではないかと思っております。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

５歳児保育についてはいろいろ財政面、施

設の面から当分は考えていないということで

いいわけですか、総務課長お願いします。

○ 議長 喜久里猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

子育て支援という部分で出ていますので、

実は先ほどからお話が出ています総合計画の

中でいろいろと議論されております。総合計

画の中で６つの柱を立てて、仕事、健康、子

育て、教育、環境という柱を立ててやってい

る最中なんですけれど、その他にいま安倍政

権が打ち出している地域創生戦略というのが

皆さん耳にしていると思います。石破大臣の

方から都道府県市町村、議会あてにも書簡が

届いてて、地域創生総合戦略を策定しなさい

ということで通知書簡がきております。その

中で、これは既に総合戦略で策定されており

ます。４本の柱がありまして、１点目が地方

における安定した雇用を創出する。２点目が

地方への新しい人の流れをつくる。３点目が

若い世代の結婚、出産、子育ての希望をかな

える。４点目が時代にあった地域をつくり、

安心なくらしを守るとともに地域と地域を連

携するという、４つの柱の中の３点目の若い

世代の結婚、出産、子育てのかなえるという

部分で、県、市町村も同じような戦略を策定

してくださいということで通知がきておりま

す。

その中でまず人口分析をやってくださいよ

と、現在の現状を分析して、その人口がどう

いうふうな動向で動いているかを分析して下

さいということで、そしてそれを見て将来人

口の推計を分析しまして、その人口の変化が

地域の将来に与える影響の分析とか充分考え

て今後の計画をつくってくださいというもの

です。人口ビジョンというのはですね。

それを実現する総合戦略、先ほどから議論

されている教育の面をどうしよう、保育の部

分をどうしようという、そういう若い世代の

結婚、出産、子育ての環境をちゃんと整える

にはあなたの市町村ではどういうふうに戦略

を立てますかというのが地域の総合戦略に求

められるものです。

これに関しては総合計画とマッチしている

部分がありますので総合計画でいろいろ部会

で提案されています。また内部に持ち帰って

同じように６部会に分かれて、いろいろ議論

して、この戦略、施策を具現化した事業を仕

込んでいかないといけないということで、総

合計画全体はつくれないんですけれど、その

中で総合戦略でつかえる部分を具現化して事

業として策定し、国に陳情していこうと思っ

ております。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。
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○ 13番 玉城安雄議員

企画財政の中でも総合戦略の中で策定中と

いうことでありますが、これも策定すれば財

源というのは国の方から予算として措置でき

るわけなんですか。

○ 議長 喜久里猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

26年度の地域戦略の補正予算があったんで

すが、その中で確保しております。繰越で今

年度中に策定する予定です。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

分かりました。ぜひそういうメニューも使

いながら積極的に子育て支援の環境の整備に

は取り組んでいただきたいと思います。因み

に財政課長、26年、27年度に繰り越された地

域消費喚起型の乳幼児のおむつ購入助成事業

というのは今年度で終わりですか、続きます

か。

○ 議長 喜久里猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

これは今後策定される５年間の総合戦略な

んですけれども、その５年間の総合戦略の中

にそういうのを盛り込めば引き続き継続して

いいですよということでありますので、それ

も含めてより良い子育て環境をつくるために

どういう戦略がいいのかというのを計画の中

で盛り込んでいきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

ついでに関連しますので、もう１点だけ聞

かせてください。この件については担当の職

員から聞いてちょっと話は分かっているんで

すが、おむつの対象が25年度のものは26年か

ら27年の３月まで１歳児対象ですよね、でも

おむつは２歳児、３歳児も使いますよね。こ

ういうところ、切らないと幅を縮めないと厳

しい面があったという話も聞いているんです

が、今後もこの状況でやる考えですか。今の

範囲の決め方は。

○ 議長 喜久里猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

これはどの範囲まで、何歳までという部分

に関しては全市町村が総合戦略を策定しま

す。国からの予算も限りがございますので、

その中で国がはっきり方向性を出していない

部分がありますので、戦略を立てた市町村に

はそれなりの補てんはしますよと、財源措置

をしますよということでありますので、ただ

何歳まで、どこまでというのが見えてません

ので、それは随時説明していきたいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

ぜひそこらへん調べて対応できるんでした

らまたちょっと幅を広げて、できるようにし

たら私はいいかなと思っていますのでよろし

くお願いします。

次に、最初にも申し上げたんですが、やっ

ぱり共働きの世帯が一般化して核家族化、移

住者、嫁入り、家庭や地域の子育て機能の低

下などで、子育て機能の環境が十分でないと

先ほど申し上げたんですが、先ほど町長から

も説明があったんですが、病児保育について
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以前から提案はしているんですが、町長の答

弁でも、いま検討中であるということなんで

すが、このことについて必ず病院と提携しな

いといけないのか、というのは例えばなんで

すが、病児保育、病気中の子どもじゃなくて、

子どもが保育園にいて急に発熱して迎えにき

なさいとか、今日は熱が出て登園できないと

か、そういうときの措置として必ず看護師が

必要なのか、まず１つ。いまから募集すると

思いますが認定こども園で対応できないの

か。また事業所保育というのもありますよね、

そういうところで、こういうことを対応でき

ないのかそこらへんお聞かせ願いたいと思い

ます。

○ 議長 喜久里猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

病児保育については、やはり要件として看

護師の配置とか、専門職の要件がありますの

で、医療機関と連携しないとできないという

ことで判断しております。県内のいま実施し

ている市町村でもほとんど全てが医療機関、

診療所と連携してやっています。最近、中城

でしたか４月からやっていますが、そこも診

療所との提携でやっております。そういう要

件がありますので、どうしても病院との協力

がなければ町では不可能じゃないかと考えて

います。

議員から質問のあるとおり、それ以外に熱

が出て緊急的な対応ということですが、それ

もその病児保育の一つになると思いますの

で、それと熱の出た子どもたちを預かるとい

うのはやはりまたそれなりに課題があります

ので、別の方法はないんじゃないかと思って

おります。

認定こども園とか事業所保育、そういった

ものでもやはりネックになるのが医療関係、

看護師そういった専門職の必要性からできな

いんじゃないかと考えております。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

本当に働く親の仕事と保育の両立ですね、

そこらへん隅々までケアしないと到底この両

立という環境づくりは出来ないと思います。

いまの答弁では看護師がいないとできないと

いうことですが、ぜひ頑張っていただいて方

法を探してください。まず１つずつクリアし

たらできると思いますので、福祉課長、そこ

らへんまたよろしくお願いします。

４月から制定された子育ての新法ですか、

いま久米島町で認定こども園とか事業所保育

をやりたいという事業所とか、個人とかいら

っしゃいますか、現在。

○ 議長 喜久里猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

まず認定こども園なんですが、幼稚園と保

育所との合体という感じになりますので、や

はりこれは幼稚園はいま教育委員会で管轄に

なりますので、一般の事業所なりがなかなか

認定こども園というのは久米島ではできない

状況だと思います。それから事業所保育も応

募者はいまいませんが、ただ、いま病児保育

と絡めて公立病院の方で事業所保育もセット

でできないかということをこれから相談した

いと思っております。というのは病院も医師

の確保で保育の必要性、医師の子どもが保育

所を必要としています。そういったこともあ

りますので職員の子どもの保育も兼ねて事業
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所保育をやって、足りない分は一般の入所者

も入れて運営できればということも含めて今

後話し合いをしていきたいと思っておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

病児の保育については、いま全国でも、沖

縄県でも自治体で病児福祉をしているところ

は少ないんですが非常に重要なことじゃない

かと考えてますので、何か方法を探してでき

る範囲でやって検討していただきたいと思い

ます。

このように第２次久米島総合計画で上位の

計画案として盛り込む考えである子育て支援

について、現在の社会情勢を考慮して、本当

に子を持つ親の気持ちになって子育てと仕事

が両立できる島になるように取り組んでほし

いと考えております。子育て世代から魅力の

ある島になると、この島に移住してでも子育

てしたいと思うような島にしてほしいと思い

ます。

最後になんですが、町長の見解をお願いし

て私の一般質問を終わりたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほどから答弁しましたとおり、この島に

来て、また仕事をして、本当に安心して子育

てができるような環境づくり、私も非常に大

事な問題として、今後１人でも小さい子が増

えて島の活性化に繋がるような施策を担当課

含めて皆さんと意見交換しながら進めていき

たいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

これで玉城安雄議員の一般質問を終わりま

す。

（13番玉城安雄議員降壇）

次に、１番棚原哲也議員の発言を許します。

（１番棚原哲也議員登壇）

○ １番 棚原哲也議員

１番棚原でございます。私の方から２点ほ

ど質問いたします。まず１点目に、本町の乳

幼児医療費の助成についてでございます。

１番目に、助成対象は何歳までか。２番目、

受給者に対する支給方法を伺いたい。

次、２点目、リサイクル対象家電の久米島

那覇間の輸送費補助についてでございます。

リサイクル費用及び輸送費に高額な費用がか

かる為、山林等への不法投棄があとをたたな

い状況である。環境対策の面からも輸送費の

補助ができないかお伺いしたい。以上２点で

ございます。よろしくお願いいたします。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

ただいまの棚原議員の質問にお答えしま

す。まず、本町の乳幼児医療費の助成につい

てでありますが、対象年齢は入院が中学校卒

業まで、通院が３歳児までとなっております

が、今年の10月から改正の予定で、通院が就

学前までとなります。

支給方法は対象者が医療機関で支払った領

収書をもって役場窓口での申請となり口座振

り込みでの支給となります。

続きまして、２点目のリサイクル対象家電

の久米島那覇間の輸送費補助についてです

が、エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機の４

品目が家電リサイクル法の対象になっており
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ます。消費者はリサイクル料金と収集運搬料

を支払うこととなっており、料金は品目によ

って違います。収集運搬料について国、県の

補助メニューがないか、情報収集を行いなが

ら、町から助成の可能性についても前向きに

検討していきたいと考えております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

ただいまの答弁について再質問いたしま

す。本町の助成対象が入院が中学卒業まで、

通院が３歳児までで、本年10月から改正の予

定で、通院が就学前までとなるとの答弁がご

ざいました。これは県内の他の市町村と比較

して助成対象年齢が低水準にあり、10月改正

予定の通院について中学卒業まで引き上げる

ことができないかお伺いいたします。

○ 議長 喜久里猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

お答えします。今回県の子ども医療助成の

改正によって３歳から就学前までの通院に対

してなんですが引き上げとなりました。他市

町村でもそれ以上の引き上げをやっている市

町村もありますが、その分はその自治体が持

ち出しになりますので、そういうかたちでの

久米島町はいま県の要項に準じた対象年齢と

いうことで今回３歳から就学前の引き上げに

止めていますが、今後はまたどういう状況に

なるかわかりませんが、他市町村の動向とか

も見ながらそれも財政との相談になります

が、可能であれば、余裕があればそういうこ

とになりますが、現在は県に準じての制度と

なっております。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

財政の関係で就学自前までという課長の答

弁がございました。ここに資料がありますが、

久米島町のホームページ、これに掲載されて

いる内容と先ほど町長から答弁がございまし

た内容とかい離があるようでございますが、

統一した見解をお伺いしたいと思います。こ

のホームページに掲載されているのは３歳児

未満の入院及び外来。次に中学までは、入院

については中学卒業までとの答弁でございま

したが、ホームページには入院における医療

費について５歳児未満ということで載ってい

るんです。そこらへんの統一した見解を求め

たいと思います。

○ 議長 喜久里猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

ホームページの件は確認しておりません

が、いま実施しているのは入院は中学校まで

ということでやっております。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

これは20日ほど前に町のホームページから

取ったものですが、通院、入院について３歳

児まで、それから入院については５歳児未満

ということで載っているんですよ。答弁の中

では中学卒業までということであるんです

が、お願いします。

○ 議長 喜久里猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

いまのホームページの件は確認しますけれ
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ど、おそらく更新がされていないか、以前の

改正のものそのまま載せていて、新しく変わ

った部分が修正されていない可能性がありま

すので、すぐにまた確認して直したいと思い

ます。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

それを統一した内容でホームページの方も

掲載してもらわないと町民の方も誤解受ける

と思いますのでよろしくお願いします。

それから、支給方法ですが、執行部の皆さ

んの方に資料配付してございます。１枚目、

受給者とか医療機関、国保連合会、市町村と

いうことで流れがあります。これは２枚目に

あります助成自動償還払いですか。その方法

の流れがこの１枚目の図なんですけれども、

こういう流れに沿ってやっていただくと町民

の方々がいちいち窓口に来なくても助成受け

られるということであります。

簡単にこれ説明したいと思いますけれど

も、左下の方に市町村、行政、担当の部署が

あります。これに対して医療機関で受診を受

ける受給者ですね、受給者証の交付申請を市

町村に申請して認定、それから受給者証の交

付を受給者が受けた場合には、次に上の方に

いきますけれど、３番目の受診、これは医療

機関で受診を受けた場合には受給者証を提示

して自己負担額を支払いします。自己負担額

を支払いしたら受給者は領収書を受領しま

す。直接医療機関の方から、また右の方なん

ですが、自己負担額支払い明細の提出を医療

機関から国保連合会へ提出いたします。そう

すると国保連合会は入力データを作成しま

す。集計してですね、それから左側の市町村

の窓口のほうへ国保連合会から自己負担額一

覧データを送付していただきます。そうする

ことによって市町村がデータを取り込んで償

還分の入力、助成額算定をして上の受給者の

方へ助成金の振り込みをすると。

この流れを簡単な流れだと思うんですけれ

ど、こういう自動償還実施システムを取り入

れてやることによって受給者が担当窓口の方

まで来なくても直接助成が受けられると、そ

ういうことになると思いますので、本町にお

いては旧具志川村を北原、大原地区、遠いと

ころは結構距離がございます。窓口は仲里庁

舎１カ所でございます。そこまで医療機関で

受診を受ける度に窓口までいちいち来なくて

も助成が受けられる方式になると思いますの

で、そのへん改善できないかどうか、お伺い

いたします。

○ 議長 喜久里猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

ただいまの自動償還の件ですが、25年の途

中から始まってる制度でありますが、県内ほ

とんどの市町村が実施しております。本町で

も25年に実施するということでシステムの改

修についての費用等も補正で計上してやろう

とした経緯がありますが、その中で委託料の

件であまりその部分が見えなかったというこ

とでいままで検討課題というかたちになって

いるんですけど、実際この自動償還にした場

合、受給者に対しての個人負担した分の給付

が受診の翌々月末になるんですよ支給が。い

ま町でやっている分は10日締めで月末払いと

いうことになっておりますので、その給付が

だいぶ差が出てくるんですよ。その差が出て

くるということは棚原議員が示している図の
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中で、国保連合会に一旦行ってから来るとい

う時間的ロスがあります。いまやってる分に

ついては受給者が直接医療機関に行って、領

収書をもってすぐ役場に申請すれば、その月

の10日締めで早めに給付が受けられるという

かたちもあったりして今までやってきていま

す。

その他についても直接窓口に来てもらうこ

とで別の母子の手続きとか、そういった別の

声かけ、相談とか、そういったものもできる

からということでやってきてはおります。た

だ、これは県が全県的に進めているものです

から、それに沿ったかたちでは検討していき

たいと思いますが、現状としては受給者はど

ちらがいいのかですね。自己負担するのはい

っしょなんです。ただその手続きが役場に来

るか来ないかということだけで、そういった

メリットがあっても早めに給付を受けるメリ

ットというのは今のやり方がいいところもあ

ります。そのへん含めて検討して今年度中に

どうするかは結論出したいと思います。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

課長からその流れ支給方法について説明が

ございましたが、２枚目の一覧表をご覧いた

だきたいと思いますけれども、これはもう41

市町村のうちまだ自動償還払い、これがまだ

なされていないのが一番下の方に本町久米島

町から渡名喜村、南大東村、この３町村が検

討中ということで、導入の予定がないという

ことを表明しているのが北大東村、それから

粟国村、この５町村だけが未実施ということ

で、渡名喜村とか南北大東、粟国村について

は町域が非常に狭い町域で、５分10分で役場

の方まで伺えると、そういう狭い地域ですの

で、そこらへんの窓口へ行って受けてもいい

と、そういう考えかもしれません。しかし本

町においては、先ほど説明しましたように、

役場までいちいち出向くのは大変だと。そう

いう乳幼児を抱えている若い父母の方々から

そういう非常に自動償還払い、この方式にや

ってほしいという、そういう要望もございま

すので、早急にこれは検討していただきたい。

それから、このシステムの導入については

27年度までは全額県の補助でできるというお

話も聞いております。そういう意味で、ぜひ、

この自動償還払いを検討していただきたいと

思いますが、再度担当課の方からお願いしま

す。

○ 議長 喜久里猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

先ほども言いましたとおり、現在の窓口償

還のメリットもあるわけですが、住民の声が

自動償還の方がいいということであれば、課

内でも、もう一度話し合いをしますけど、年

度中での実施に向けては検討したいと思いま

す。ただ、やはり医療機関で支払った個人負

担分を早めに給付してほしいという要望もあ

りますので、そのへんの意見もやっぱり聞く

必要もあるんじゃないかと思っておりますの

で検討しながらやっていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

よろしくお願いします。それから、この一

覧表の中で、分類わけすると特に通院の部分

ですが、３歳児未満というところが10の市町

村がございます。それから就学前が12の市町
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村、中学卒業までが15の市町村がございます。

この中で突出して高卒までというところが４

町村ございます。これは国頭村、それから金

武町、多良間村、下の方で渡名喜村が高校卒

業まで助成を受けられると、非常に年齢を引

き上げてやっておりますので、ぜひ予算を確

保して、去った４月以降は出産一時金、奨励

金も増額して若い人たちが出産、それから子

育てに非常に助かっていると、そういうこと

もございますので、この医療費についても子

育て支援の面から、ぜひ、年齢引き上げ、そ

れから自動償還払いを取り入れてやってほし

いと思います。この件は以上で終わります。

それから、家電リサイクル対象、これはリ

サイクル費用及び輸送費の補助についてでご

ざいますが、エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗

濯機の４品目が対象になっております。この

中でエアコンについてはスクラップ業者がリ

サイクル料金を払わなくても、島内でもスク

ラップを回収している業者が無料で回収して

いる部分もございます。要はこの２点目のテ

レビ、冷蔵庫、洗濯機の３品目なんですが、

これについてはそういうスクラップの業者も

回収しないということで、リサイクル料金も

払って、収集運搬費も自己負担で支払いをし

て改修してもらっております。町の方で各品

目ごとのリサイクル料金、それから運搬費用

についていくらぐらいかかっているのか把握

しているかどうかお伺いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。家電リサ

イクル料金につきましては、各品目、それか

ら製品によって金額等が違います。エアコン

につきましては1千404円から2千473円。テレ

ビにつきましては1千836円から3千688円。冷

蔵庫、冷凍庫につきましては3千672円から6

千37円。洗濯機、乾燥機につきましては2千4

84円から3千310円。これがリサイクル料金で

す。メーカー、品目によって違ってきていま

す。

運搬手数料につきましては、現在久米島に

おいては上江洲商会の方で運搬手数料をいた

だいて運搬をしています。エアコンにつきま

しては2千750円。テレビにつきましては2千5

40円。冷蔵庫につきましては4千740円。洗濯

機につきましては2千850円。以上となってお

ります。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

ただいま説明ございました。非常に高額な

料金かかってますよね。リサイクル料金で、

例えば例を申し上げますと16インチのテレビ

です。16インチ以上のテレビについては3千

円強、リサイクル料金だけでも3千円以上か

かります。それから収集運搬料についても3

千円以上で、テレビの画面の16インチという

のは非常に小さいクラスになります。それ以

上のものがそれだけ6千円以上の料金がかか

っているということで、また説明ございまし

た冷蔵庫については6千円以上のリサイクル

料金が発生すると。収集運搬料まで含めると

非常に高額な料金がかかります。そういうこ

とで最初に説明しましたように本町内の山林

等への不法投棄、これが非常に多くなってい

るんじゃないかと思っております。本町にお

いては町域のほとんどが県の自然公園に指定

されております。また町の景観条例も制定さ
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れていることから予算を早期に確保して収集

及び輸送費について助成をし町内の廃棄家電

を一掃する必要があると思いますが、早期に

取り組む考えはないかお伺いいたします。

○ 議長 喜久里猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

ただいまの質問にお答えします。リサイク

ル料金につきましてはどうしても消費者の負

担となります。運搬手数料につきましては国、

県の補助メニュー等がないか情報収集を行い

ましたが、今のところそういったメニューは

見当たらない状態であります。離島につきま

して離島対策事業ということで一般財団家電

製品協会の家電リサイクルセンターというと

ころがございまして、こちらの方で離島対策

事業として輸送費にかかる分の助成があるよ

うであります。これにつきまして補助申請等

の資料を収集して早めに取り組んでいきたい

ということでいま進めています。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

ただいま補助メニューがあるということで

情報収集しているということなんですが、本

町におきまして本町から那覇までの輸送費、

これについては先ほど説明ございました上江

洲商会が輸送については担っているというこ

となんですが、久米島から那覇までのフェリ

ーの運賃、それから収集の陸送、これもふく

めてリサイクル料金並またはそれ以上の輸送

費がかかっている状況ですけれども、フェリ

ーの運賃が非常に高額じゃないかなと思いま

す。その輸送費の中で。これに対して阿嘉の

水がいまフェリーを使わないで自前の貨物船

を導入して水の運搬を行っています。そうい

う意味で久米那覇間においては200ｔぐらい

の貨物船、またはバージ船をチャーターして

も100万円から150万円ぐらいで止まります。

そうすることによって１千台ぐらいの家電製

品があっても、その料金を案分すると100万

円から150万円だったら１千円から1千500円

ぐらいの料金で1千台ぐらいは運べる計算に

なると思います。これが2千台乗るとしたら

またその半額ぐらいの料金で運べる計算にな

ると思いますので、そのへんも含めて陸送、

それから久米商船の運搬費用、それと比較し

てチャーターした貨物船、それからバージ船

等を使っての運搬ができないのか、そのへん

も検討していただきたいと思いますけれど

も、担当課の方は、そのへんは見当したこと

ないでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

今の件につきまして、家電リサイクルにつ

きましては、電化製品を販売してる方で一応

回収行うかたちになります。輸送に関して上

江洲商会の方でお願いしている状態です。そ

ういった関係で家電リサイクル品目の保管、

輸送に関しては民間の方で行っていますの

で、それをバージ船を町の方で対応すること

はちょっと難しいかなと思っています。

あとバージ船等をやった場合に、その保管

場所、1千台溜まるその保管場所、あとバー

ジ船までの陸送、それから本島の港から処理

する施設までの陸送、そういった部分も含め

ましてまた検討する必要があるかと思いま

す。現在のところ、そういった検討は行って

おりません。
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○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

課長からの答弁がございましたが、この収

集それから運搬ということですが、港までの

陸送とか、これについては町がいくらか久米

那覇間の船運賃の助成をすると公表すれば、

その港までの輸送については各々町民の方々

が持っていくと思うんです。運賃補助、久米

那覇間の船運賃の助成をすると公表すれば、

その港までの輸送については各々町民の方々

が持っていくと思うんですよ。久米那覇間の

運賃補助をするということであれば、今の花

咲港、そこらへんまでの搬入については町民

の方で個人個人で持って行けると思います。

そこでコンテナに詰めるなりして、置いてお

けば、あとはクレーンで船積みして、沖縄本

島での回収場所はどこになるか知れません

が、糸満だったら糸満、中城だったら中城の

港湾までの海上輸送は可能になると思います

ので、そのへんも検討してみる必要があるん

じゃないかなと思います。これは町民の負担

軽減のためですから、ぜひ、調べていただい

て、可能であれば、ぜひ、そういう方法もと

っていただきたいと思います。

最後に、これは町長の方から、これ検討し

て可能性があればやる方向で考えていただけ

るか、答弁お願いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

確かにこれは一番今問題となるのが不法投

棄にも繋がっておりますので、これを解消す

るためにどうあるべきかというのを担当課を

通して、いま議員がおっしゃるようなかたち

の対策ができるかどうか、検討させたいと思

っております。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午後２時46分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午後２時47分）

○ 議長 喜久里猛

田端智福祉課長。

○ 福祉課長 田端智

先ほど棚原議員のご質問にあった答弁の訂

正というか、町のホームページが改正されて

いないということでありましたが、改正され

ておりますので、今、確認したところ、改正

しておりますので、よろしくお願いします。

○ 議長 喜久里猛

これで棚原哲也議員の一般質問を終わりま

す。

（１番棚原哲也議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

次に８番島袋完英議員の質問を許します。

８番島袋完英議員。

（８番島袋完英議員登壇）

○ ８番 島袋完英議員

休憩願います。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午後２時48分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午後２時53分）

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

それでは通告書にしたがって質問いたしま

す。まず、人口減少の歯止め対策についてで

あります。本町は合併以来、私の計算では1,

300人ぐらいは減っているんじゃないかとみ

ております。これは全国１位の減少率ではな
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いかと思っています。このまま何の対策もと

らなければ、消滅する自治体の中に久米島町

も入っているわけです。しかし、いま町民の

いろいろな話を聞いても、全然それだけ合併

してから13年で1,300人も減ったというふう

な実感というのがあまり感じられないんです

よね。しかし実際は大変なことになっている

わけです。町は、過疎対策プロジェクトチー

ムを立ち上げて具体的に協議する考えはない

のかどうか。

それから２番目は、これはマリーナ建設で

ありますが、兼城港内にマリーナの建設をし

てほしいということであります。旧具志川村

時分にこの案もあって青写真もできてたんで

すが、合併後それが全然全く話も聞こえてな

くなっておりますので、マリンスポーツの拠

点として、観光誘致の起爆剤にも絶対なると

思いますので、ぜひ建設する考えはないかど

うか。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

ただいまの島袋議員の質問にお答えしま

す。まず１点目、人口減少の歯止めの対策は。

現在策定中の第２次総合計画や、これから取

り組む地域創生総合戦略の策定において人口

減少に歯止めをかけることを主眼において審

議していきます。

２点目の兼城港内のマリーナ建設について

でありますが、大港でのマリーナ計画は旧具

志川村で計画がありました。合併で立ち消え

になったわけではなく、兼城及び花咲地区の

岸壁が狭隘なため拡張整備や旅客ターミナル

の新築を優先したためです。現在、大型船も

入港できるように大港の浚渫等については港

湾計画ヒヤリング時に要望してまいります。

その中でマリーナ構想も出していきたいと考

えております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

答弁について再質問させていただきます。

先ほどの議員からも、この人口減少について

は一般質問がありましたが、先ほどの答弁の

中にも産業振興部門とか、いろんな協議会を

つくってやっているようですが、私はついさ

っき野中さんですか、町がお願いしましたプ

ロジェクトのＮＰＯのね、そこがまとめた資

料を２、３日前に議員全員もらっております

が、一応まとめられているんですが、その中

を見まして思っているんですが、やはりああ

いう書物、文書にしてね、この頃よくあれす

るんですけれど、私が今回希望しているのは、

実際に具体的に行動するチーム、実働チーム

をつくってやるぐらいの対策をしないと絶対

歯止めがきかないんじゃないかという気がす

るんです。

これは県が立ち上げていると思うんですけ

ど、県の移住受入協議会というのがあります

よね、これは３月ぐらいに協議会をもったみ

たいですけど、これに36町村が加盟している

となっています。そこに久米島町も加盟して

いるんですか。

○ 議長 喜久里猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

いま指摘のある部分に関しては久米島町も

加盟しております。
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○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

その協議会があったと思うんですけど、そ

れには参加しましたか。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

協議会の方には久米島町からも参加してい

ろいろ意見を求められております。久米島町

の取り組みも移住、定住、住宅関係も含めて

のマッチングとかですね、取り組みを説明し

たところです。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

これは新聞にその人口増の関係、良い例と

して東村、皆さんもそれは読んでいると思い

ますけれども、東村が実績100人というよう

なことを新聞で記事になっています。この取

り組みは要するに町内に定住化促進に向けた

委員会を設置し、いろんな住宅、一戸建て住

宅とかアパートタイプの住宅とか、それを整

備して、福祉面とか、教育施設、そういうよ

うなものに取り組んで、結局100人の増があ

るというふうに、これは新聞に載っているん

です。それを見た時に、本町でいろんな取り

組みをしていると思うんですけれど、具体的

にどういうふうなことをやっているのか。あ

のプロジェクトでアンケートとか、そういう

ものでは全体のことなんですけど、やはり人

口減の歯止め、いまお互いは人口増の話をす

るあれじゃないと思うんです。いかに今の人

口を維持するか、この8,195名ですか、６月

の広報でね。これをいかに維持するかの問題

だと思います。もう増やす対策じゃなくてね。

だからそれにもっと具体的な取り組みができ

るんじゃないかと思うんですけど、どうです

か。

○ 議長 喜久里猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

この取り組みについては、いま２次総合計

画の中でワーキンググループを６班編成しま

して、町内の若手リーダー35名ぐらいでいろ

いろ町の10年後の将来像ということで、どう

いうことをこれから目標として、設定してい

ったら５年後、10年後、久米島町としての将

来像を築けるかということでいろいろ提言い

ただいております。そこで出てきた提言を基

にして、町民へのアンケート、そして民間事

業所での聞き取り、ヒヤリング等も実際行っ

て、そのデータも分析して、それを持ち帰っ

てまた庁内で同じような６グループを編成し

て、それに向けた対策として総合計画の中で

地域創生戦略で取り組めること、その他の事

業等で取り組めることを、これから仕組んで

いくという予定でいま進めております。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

資料をまずご覧になってください。これは

私が最低これだけは実働部隊というのをつく

って活動してほしいなということで提案して

いるわけです。まず１番目に、地域経済活性

化チームというふうなこと。これは製造業誘

致、特に先ほどの回答にありました別の議員

の回答にもありました深層水関係、そういう

深層水関係の事業者、そういう事業者を探し

てくる、探して歩く、そして観光産業、観光
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事業、そういう企業を探して誘致を誘うと。

それから畜産ですが、以前は養豚業もありま

した。だけどその養豚業も廃墟になって、そ

のままだと思いますけれど、そういう養豚を、

これは中国、台湾の業者が養豚ができる島を

探しているという情報もずっと前にあったん

ですね。そういう業者もいると思いますので、

どうしても養豚業、養鶏、そういうのも探せ

ないのかどうか。

それからＩＴ産業、今もう別に都会にいな

くても、このＩＴ事業というのは、かえって

こういう静かなところでね、いいんじゃない

かと、このＩＴ産業の誘致。それから短期大

学、それから専門学校等の誘致。それと大学

の研究機関の誘致とか、そういうものを動い

てできるような役場の職員だけじゃなくて、

民間も一緒になって、そのプロジェクトチー

ムになって動けるようなチームをつくると。

そして次に、２番目には、花嫁に来たくな

るまちづくりと書いてあるんですけど、以前

花嫁なんとかいう大作戦、テレビもありまし

た。そのテレビ番組とかああいうのもいいん

ですけど、もっと地元で真剣に結婚を考えて

いる男性、独身男性とか、独身女性よ集めて、

男性は男性集めて、いろいろな仕事所得面で

すね、こういうのもまとめて、プライバシー

のあれにもなるんですけど、そういうのを真

剣に話し合いして、見合いみたいなね、そう

いうのを独自でつくられてもいいんじゃない

かと思うんですよ。テレビ局とか、そういう

のをあてにしないで、それを逆にインターネ

ットとかで発信もね、本人の許可を得ればで

すね、発信もできると思うんですね、本人の

写真だとか、収入だとか、仕事とかいろんな

面ね、そういうのを発信して、島外からも呼

べる方法をやる。

それから３つ目にどこよりも、ここだけと、

のまちづくり、例えば、桜でもね、本部、今

帰仁、那覇市まで桜はみんなあります。だけ

ど、島全体、久米島全体を桜にするとかです

ね。要するに今、皆さんがやっているのはだ

るま山公園の整備だとか、見たらちゃちなも

のなんですよ、これは。そうじゃなくて、あ

れをいいんですけどね、例えばここに書いて

あるように島全体を花、久米島の花、桜、ク

メノサクラ、クメクレナイ、クメシラナミ、

クメツツジ、それから別にもあると思うんで

すけど、そういうもので、街路樹、今、マツ

とフクギがありますね、あれをとりなさいじ

ゃなくて、その側にまたサクラもツバキ、久

米島のものをさらに植えると。飛行場から来

たら一周する間どこ行ってもサクラとツバ

キ、ツツジとかはあるというふうな状況。大

港の旧の湾沿い、そこ一帯もサクラとか、ツ

バキ、それからこの湾の方はサガリバナ、こ

れを全部植えて、そこを通りながら楽しめる。

崖のあたりもみんな花にするんですよ、それ

からこれは別の議員もずっと行っているんだ

けど、謝名堂川、儀間川、白瀬川、浦地川で

すね、こういう川沿いも全部サガリバナ、ツ

バキ、ツツジ、サクラ、こういうので埋め尽

くすということです。それともちろん、中央

通り、新興通り、イーフの通りも、全部サク

ラとツバキ、久米島の花だけを必ず植える。

登武那覇の公園だったら、イーフから見て、

この時期には真っ赤になるぐらいの、真っ赤

な山になるぐらいのね、サクラとか、そうい

うツバキの花で埋めてしまうというふうな、

そういうどこでもやりきれないようなこと

を、やらないと太刀打ちできないんですよ。
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桜まつりもだるま山公園の一角でね、これだ

けのあれでは、本部とか今帰仁にかないませ

ん、ぜんぜん。規模からして、ですから久米

島、島全体が花になるというぐらいの規模の

ものをつくらないとＰＲできないと思うんで

す。そういう、どこよりもここだけ、サクラ

もね、どこもありますけど、久米島はこんな

ですよと、島全体がサクラですよというふう

な、宣伝できるような、そういうことをやっ

てほしいと。

それから４番空き家対策、これは先ほどの

議員のあれもありましたけれども、課長の話

は50世帯くらい、50件くらいあって、その内

の了解とれたのが13で、入っているのが10と、

なんですけど、これも24年ですか、に調査し

たということ、これも毎年ね、毎年こういう

のを調査して、できるだけ地権者に了解をと

って、どんどん載せていくと、それも調査し

てさっきの答弁でわかるんですけど、宣伝の

方法はどういうふうにやっているんですか。

空き家とかの宣伝の方法。空き家ね、10世帯

が入っているというんですけど、そういう募

集方法とか、相手に知らせる発信はどんな方

法でやっているんですか。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

空き家に関しては登録をしてもらっていま

す。総務省のホームページに移住定住のコー

ナーがあって、そこに逐次登録をしていて、

それを見た方から問い合わせがあったら家主

に連絡して、直接交渉するようなかたちをと

ります。

空き家バンクのというような感じになりま

すかね、そういったかたちで情報は発信して、

希望者に対して紹介しています。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

これもですね、インターネットでみんな見

ますから、やっぱり空き家が、その管理がで

きたら、町の方の予算で修理、修繕やって、

庭も整備して、キッチンだとか居間だとか、

屋敷全体の写真とかね、家の写真も撮って載

せて、こういう家がありますと、いうような

ことぐらいできると思うんですよ。ただ、空

き家問い合わせがあったら、空き家あります

よじゃなくて、もう修理もして完全にインタ

ーネットで見て、今、全部見れますよね。中

の方も全部写真載せて、こうやるぐらいやっ

てもいいんじゃないかと思うんです。

それから空き地、空き地も掃除して写真撮

って、この空き地はどういうものに活用でき

ますとかね、そういうものをして、いつでも

見れるようにやる。それがどんどん積極的に

これも毎年調査して、どんどん増やしていく

ような方法がとれると思うんですが、どうで

すか。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

先ほどの空き家情報の件なんですが、間取

り等も含めて内部の写真等も含めて公開はし

ております。それ以外に窓口に来た方には、

ペーパーで出して、実際の間取りも含めて情

報を提供しております。それで、先ほど午前

中に答弁した10世帯の移住に繋がっていると

いうところもあります。

あと、空き地に関しては、まだ、そういっ

たところまではいかないんですが、実際、や
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はり個人の財産ですので、そこらあたりはす

ごいデリケートな部分もあるんで、こういっ

た空き家の活用については、いろんな関連す

る課と連携をとりながら、前向きに検討して

いきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

人口減少、ハード面のことで質問してまし

たけど、まず、この案について、町長どんな

思いますか、何か、これはやってもいいなと

いうのがありましたら言ってください。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

今の質問にお答えしますが、関連しますが、

人口の減少率は確かにうちの方は合併後非常

に高い数字で、これじゃあいかんなという思

いはありますが、ただ、高齢化比率について

は、現在25、6％ですので、他府県には40％

越して50％くらいの自治体もたくさんありま

す。その面に関しては高齢化の高い方が心配

かなという思いでありますが、我々としては

これからの策としては、今、おっしゃるよう

な空き物件の情報提供とか、さらには町有地

の阿里地区の売れ残りの地あたりに一括交付

金をつかって町営住宅を建てて、逆に島外、

県外からの移住、定住するものを今言ったよ

うなＩＴをつかって宣伝するとか、イーフに

も売れ残りがいくつかありますが、そういう

ところにもそういう施設をつくってやる。

広島県の北広島市というところは、そうい

う町営住宅を貸して、例えば３年か４年間の

上限を決めてその方々が定住した場合、一戸

建てをつくった場合には、その３年間支払っ

た家賃を補助として本人たちにあげるとかい

うような制度もやっています。特に島根の海

士町とかも行ってきましたが、隣の西ノ島町

あたりでは町営住宅をつくって、実際に働く

職場も考え、向こうは養殖が盛んですが、そ

ういう仕事の斡旋も含めてやって、移住定住

を推進しているという事例もありますので、

そのへんも今後プロジェクトの中で定住移住

推進班を設けておりますので、その職員とと

もに情報分析しながら進めていきたいと思っ

ています。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

町長、３番のね、どこよりもここだけとい

うね、こういうキャッチフレーズでなにかや

ろうという思いはないですか。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

私の思いとしては、いろんなのを今頭に描

いているんですが、一気にすべてを消化しき

れないのも当然でありますので、一つひとつ、

今、高校の魅力化においても、職員網羅して

その取り組みをやっております。まずは一つ

ひとつ完成させながらこの件に関しても推進

していきたいと思っています。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

今、町長が広島の話をしていて気づいたん

ですけど、昨日、ある居酒屋に行きましたら

カウンターに一人の青年がいて、37歳の青年

です。広島から来たと言ってました。福岡ま

でいって、福岡から那覇、ＲＡＣで久米島に
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来て、初めて沖縄県に来て、初めて久米島に

来ましたというんですが、空港降りてホテル

まで行って、ホテルから夕方歩いて500メー

トルぐらいのね、居酒屋に来たらしいんです

けど仲泊のね、この人の話は、8千100名ぐら

いいると聞きましたけど、ほんとにそんなに

人がいるんですかと、道歩いていたらあまり

人に会わなかったんでしょうね。なんか元気

がない島ですねと、活気が感じられない島で

すねという話をしていたんですよ。いろいろ

話をしたんですけど、そういう一青年、サラ

リーマンが、休みもらってきて、初めての島

に来て感じたのが活気が感じられないという

ふうな印象だったので、残念に思ったんです

けどね。

だから、久米島町は子供を産める、18歳か

ら何歳までですかね、子供を産めるのは、40

前、35ぐらいまでかな、の女性が結構いるん

ですね、ですから人口を減らさない方法とい

うはいくらでも、お互いの知恵でやっていけ

ると思うんですよ、プロジェクトでいろいろ

なアンケートとかで出た資料をもとに進めて

いくと思うんですけど、特に人口の減少の歯

止めになるようなことにはね、重々に力入れ

てほしいと思うんですよ、町長どうですか。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまご指摘あるとおりですね、この件

に関しては、私非常に危機感をもって対処し

たいと思っております。いろんな手法があり

ますので、もう少し時間をかけながら、十分

に行かせるように頑張っていきたいと思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

次に、マリーナの件ですが、これは一応、

順番で進めていくというようなことで大変安

心したんですけど、これは沖縄県にマリーナ

と言われているのが、５、６ヵ所ぐらいです

かね、ありますね。宜野湾のマリーナはあれ

は県営だった、県管轄のマリーナだったと思

うんですけど、結構、いっぱいなんですよね、

どのマリーナでも。今後、ダイビングもどん

どん増えてきているみたいですけど、それ以

外に、釣りとか、海洋レジャーの拠点として

どうしてもマリーナが必要なんですよ、ヨッ

トが持ち込めるとかね。以前、フィッシング、

全国フィッシング大会、コンベンションビュ

ーローが久米島は、フィッシング大会を割当

されたんだけど、何年か前からこれも立ち消

えになっていますよね、非常に残念だったん

ですよ、別の町村とか、みんな割当されてい

るのみんなこなしているのに、久米島のフィ

ッシング大会だけがなくなってね、残念です

が。マリーナも早めに進めて、ぜひ、マイボ

ートを持ってこれる人たちが増えるような、

漁民は漁民で釣り客とか、いろんな予約があ

ったりして、ちょうどそのフィッシング大会

のときに、ボートが出せないとか、いろんな

ことがあったようですので、ぜひ、このマリ

ーナの建設は進めてですね、建設して、本土

からでもここに繋留できるような、繋留して

おけるような、そういうマリーナをつくって

ほしいんです。それについて、町長、コメン

トお願いします。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄



- 48 -

マリーナ建設については、以前からある民

間の企業からも要請があります。これに関し

ては先ほども答弁しましたが、今度、建設課

長と一緒に、県の港湾課、そして総合事務局

の港湾と一緒になって、今後のどうやった方

が一番ベターなのかというのも探りながら、

事業化に向けていきたいと思います。今、お

っしゃるように、糸満のバース、宜野湾のバ

ースも既に埋まってですね、確かに本土から

来て、マイボートをもって来たいんだが、な

かなかなその場所がないということも言われ

ておりますので、そのへんが少しでも実現可

能になるようなかたちで、今後進めていきた

いと思います。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

要望だけ多かったんですけれども、以上で

質問を終わります。

（島袋完英議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで島袋完英議員の質問を終わります。

休憩します｡（午後３時20分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午後３時30分）

12番仲村昌慧議員の発言を許します。

（仲村昌慧議員登壇）

○ 12番 仲村昌慧議員

12番仲村昌慧です。通告書に従いまして、

４点質問します。アーサ虫について、アーサ

虫対策については沖縄県衛生環境研究所が調

査をし、防除対策に取り組んできました。ま

た、町としては毎年粘着シートによる、虫取

りトラップを設置して対策してきたにもかか

わらず、年々、アーサ虫の発生分布が拡大し

てきている状況です。アーサ虫は皮膚の弱い

方々に被害を与え、重症化することもありま

す。また、観光に対してもイメージダウンと

なります。アーサ虫対策は重要課題として取

り組むべきものだと思っています。町長の見

解をお伺いします。

次に、観光について、平成26年度の観光入

域客数が9万2千人の目標でしたが、目標達成

はできたかお伺いします。

次に、27年度の観光入域客数9万9千人目標

の誘客活動としての取り組みと計画を伺いま

す。

次に、桜まつりについて、これまで開催さ

れてきた桜まつりが、平成26年度は誘客費用

対効果が見込めないという理由で、取りやめ

になりました。今後は金をかけない方法でで

きないか、検討したいとしていましたが、桜

まつりについて、町長の見解を伺います。

次に、公共料金のカード納付について、役

場に関する公共料金の納付をカード納付でき

ないかとの要望があります。いろいろ課題が

あると思いますが検討してみてはどうか町長

の考えをお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

それでは仲村昌慧議員の４点の質問につい

てお答えします。まず初めに、アーサ虫につ

いて、アーサ虫について、平成22年度から25

年度の間、久米島町と沖縄県衛生環境研究所

の共同調査を行ってきました。アーサ虫の形

態的特徴は、ヌカカ科のクロヌカカ属に推測

され、久米島空港滑走路から儀間漁港の砂浜

上ないしその周辺で採取されておりますが、
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幼虫及び蛹は発見できておりません。環境保

全課はリーフレットやインターネットでの町

民、県民及び観光客に情報提供し、粘着シー

トによる捕獲駆除。民間の消毒メーカーによ

る防除薬品の確立。沖縄県衛生環境研究所及

び県関係機関との連携等、本年度の重点目標

としてアーサ虫の駆除の確立に取り組んでお

ります。

２点目の観光について、平成26年３月に策

定した久米島町観光振興基本計画の５ヵ年計

画において、平成30年までに12万人の観光誘

客を目標としております。初年度となる平成

26年度の目標9万2千人に対し、9万2千771人

の入域となっており、目標を達成しておりま

す。

平成27年度の9万9千人の入客目標に向けた

主な取り組みは、WEBプロモーションやテレ

ビ番組の全国放送による誘客、県外からのチ

ャーター便やMICE、会議等の積極誘致、観光

協会や沖縄県、観光コンベンションビューロ

ーとも連携を図りながら各事業を展開し、目

標達成に努めます。

続きまして、３点目の桜まつりについて、

桜まつりについては一括交付金により、平成

25年度までの２年間観光協会が開催してきま

したが、観光誘客数が把握できないとのこと

で、開催を中止しております。桜まつりは町

民の多くの楽しみにしていたイベントでもあ

るということから、久米島商工会において、

平成26年度の地域商店街活性化事業にて補助

金申請しておりますが、採択には至りません

でした。イベント再開については、観光協会

や商工会との意見を交えながら、連携した開

催ができないか、調整していきたいと考えて

おります。

４点目の公共料金のカード納付について、

現在、各種公共料金の納付には、自動口座振

替による方法と専用納付書による方法の主に

２種類の方法で納付のお願いをしておりま

す。専用納付書による納付は受付できる時間

帯や窓口に制限があるため、町民ならびに利

用者の利便性の向上に向けて、コンビニ納付

など、納付環境の拡充を検討しているところ

であります。ご質問のクレジットカード納付

については、導入並びに運用に多額の費用が

かかるため、利用者数並びに費用対効果から、

現状の導入の可能性は低いと思われます。今

後とも町民の利便性、向上を最優先に公共料

金の納付方法の改善に向けて検討を進めてま

いります。以上でございます。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

アーサ虫について、再質問します。ただい

まの町長の答弁では、アーサ虫については平

成22年度から25年度にかけて久米島町と沖縄

県衛生環境研究所の共同調査を行ってきた

と、久米島空港滑走路から儀間漁港の砂浜そ

の周辺で採取されているが、幼虫や蛹は発見

されていないという答弁でした。

いま町が現在把握しているこのアーサ虫の

発生地域はどこなのか、答弁していただきた

いと思います。

○ 議長 喜久里猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

先ほど答弁しました久米島空港滑走路、通

称でマガイバーマ、そのへんからシンリバー

マ、そしてホタルドームのその一帯が特に発
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生が多いです。あとは、砂場のある儀間漁港

のあたりまでで、いくつか確認されています。

それと北原、大原、あとは西銘近辺ですか、

内陸部の畑の方でも確認はされてます。これ

につきましては、その地域で卵産んで孵化し

ているのか、そのへんが定かではなくて、虫

そのものが相当小さくて、蚊より小さいもの

ですから、風によってそこまで飛ばされたと

いうか、そういった感じで内陸部まで行って

いるか、そのへんまだ確認はとれておりませ

ん。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

このアーサ虫については、以前はシンリハ

マ一帯に限られて生息していたと思います。

しかし、平成23年に僕、議長の了解も得てい

ますので、議長がそのときにアーサ虫につい

ての質問をしています。その段階においては、

長竹松周辺、それから灯台方面まで来ていま

すよということでありました。しかし、現在

今答弁ありましたように、西銘、山里方面、

内陸部まで来ています。それから今年の観光

シーズンにゴールデンウィークの時期にもミ

ーフガー、観光客のカッパにたくさんくっつ

いてといたよという情報がありました。非常

に分布が拡大してきております。そのような

状況の中で、平成22年から県の方が調査をし

てきたんですけれども、なかなかそれが解明

されていない。そして防除方法も確立されて

いない。その状況の中で、平成26年度以降は、

県はどのような対応をしているのかお伺いし

ます。

○ 議長 喜久里猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

県の衛生研究所と町の方で、アーサ虫の調

査については行ってきています。これにつき

ましては、発生場所等を探して、その駆除方

法ということでやったんですが、それが見つ

けられない状態で、現在、各所に発生がおよ

んでいます。アーサ虫につきましてはヌカカ、

クロヌカカ属ということで推測されていま

す。このヌカカにつきましては、久米島だけ

じゃなくて、日本全国に発生してまして、北

海道から山口、特に日本海側の方で多く発生

してます。あとは、奄美大島、徳之島ですね、

県内におきましては、昭和54年頃に座間味、

渡嘉敷近辺で異常発生しまして、そのときに

も調査をした経緯が残っています。伊平屋、

豊見城の与根あたり、そういったところでも

確認されています。

説明したとおりヌカカは相当種類も多く

て、鳥取県の米子市におきましては干拓地に

発生しているということで干拓虫という俗名

で呼ばれていまして、向こうも異常発生して

いる状態らしいです。県の方に問い合わせが

ありました。向こうについても防除について

やっています。

今年度以降、うちの方は製薬会社の方にお

願いして、それに効く薬について確立してい

こうということに、いかり消毒さんの方とや

っています。

県の方を通じてあれしたんですが、鳥取の

米子市におきましては、キンチョウ、蚊取り

線香のキンチョウをつくっている会社です

ね。大日本除虫菊株式会社というところと連

携して、今年度その薬の確立を目指している

ところだそうです。そういった情報をもとに

連携してやっていきたいと思っています。た
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だ、ヌカカに関して、ご存じのとおり症状じ

たいは２週間ほど続くということで、かぶれ

なんかもあるんですが、国、県の感染症の国

が定めているあれなんですが、感染症の汚染

または汚染の疑いがある昆虫に該当しないの

は、感染症の予防及び感染症の患者に対する

医療機関に関する法律というのがありまし

て、これが２週間でほぼ治癒するということ

で感染症の恐れがないということで、この法

律に該当しない部分があるもんですから、町

としては県の担当課、それから南部福祉保健

所の担当部署と連携をとりながら今後対応し

ていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

全国のあちこちでこういうヌカカが発生し

ている、そして２週間で完治するということ

も述べていましたが、非常に重症化して入院

している患者もいるんですね、非常にこれ深

刻な問題だと思っているんですよ。

平成22年から調査始めました。23年に議長

がそのときに質問したのが、ちょっと読ませ

ていただきたいんですが、22年の調査した結

果、それほど進歩が見られないと議長は言っ

てます。それで２人の調査員が来てですね、

１日、２日調査して帰るんですね、そういう

状況であったと、おそらくそういうやり方で

は根本的にはこの対策には繋がらないと思い

ますと議長述べてます。

それから、それだけの調査費では話になら

ないと、それの何十倍もこの調査費がかかる

と県と調整して調査費をつけて早めに対策を

とってくれということを議長はそのときに述

べているんですよ。県にそういった要請をし

たことがあるのかどうか、お聞きします。

○ 議長 喜久里猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

平成22年から25年につきましては、調査費

ということで町の方から旅費等を出して調査

しているのが現状であります。研究所との中

ではそういった調査が進んでいまして、県そ

のものにはそういった予算をつけての要望は

今のところやっていません。今回、いかり消

毒との連携しながら確立することを含めなが

ら、県の方とも相談していきたいと思ってい

ます。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

今の答弁の中で、先の答弁の中で、この防

除の確立に取り組んでいくと、おそらく僕、

久米島の担当課だけでは、これ確立できない

と思うんですね。これ相当な大がかりな事業

になると思いますよ。それだけ今までの原因

も解明されてない、防除も確立されていない、

５、６年かかってもそれがわからない状況で

ありますので、実は町長、４月13日に日本維

新の会の沖縄１区選挙区の意見交換会があっ

たときに、町長は３つのことを要望しました

よね。その一つとして、海洋深層水の温浴施

設機能強化事業実施の支援と、ごみ焼却施設

の整備支援、それが火葬場及び葬祭場の整備

支援、この３点を要望しました。その意見交

換会の場で、議長から非常に重要課題として、

アーサ虫について対策に取り組んでほしいと

いう要望が議場で出されました。僕これほん

とに深刻な問題として、強く県に要請働きか

けてほしいなと思っています。
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久米島町ではウリミバエ、アリモドキゾウ

ムシの根絶された実績があります。このよう

にして大がかりに取り組んで、根絶させると

いう強い意気込みをもって要請すべきだと思

いますが、町長の見解をお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいま仲村議員からありますとおり、４

月13日の下地代議士と當間県議が見えたとき

に、議長からこのお話があって、私も当時そ

ういう情報も聞いておりましたので、例えば

ＲＡＣの飛行機のドアが空いたまま乗り降り

させているために、飛行機の中間あたりまで

入ってくるという情報も得ておりましたの

で、そのへんも私からも申し上げました。さ

っそく、當間県議は県の担当部署に、その件

で問い合わせがあって、うちの担当課の方に

県の方からも連絡があったようです。これを

新しい年度に向けても予算要求も含めて今後

強く要望していきたいと思っています。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

この件については、平成23年に議長の方か

らも県議の方に資料をわたしているですけれ

ども、なかなかこれまで動かなかったなとい

う気がします。非常に問題意識がないなと思

っていますので、深刻な問題ですので重点課

題として県にも働きかけて根絶を目指してい

ただきたいと思います。

次に、観光についてであります。26年度の

上半期には、目標にわずかに届かない数値で

あるということを聞いて非常に心配しており

ましたが、下期に挽回して目標達成できて、

おめでとうございます。

25年度が8万7千421名でしたので、今回の

増というのが5千350名であります。平成27年

度はその7千名増を目標にしておりますので、

非常に厳しくなってくるなと、よっぽど頑張

らないと達成は難しいなと思っておりますの

で、これから何点か質問していきたいと思い

ます。まず町長はその前にテレビによる宣伝

をするということでありますが、これはいつ

頃予定しているんですか。

それともう一つ、会議とか、研修、学会、

国際会議、そういったのが27年度は予定され

ているのか。この２点についてお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ただいまの質問にお答えします。メディア

プロモーション、テレビの放送ということな

んですが、今年度につきましては、去る５月、

連休明けなんですが、公募をかけて、WEBプ

ロモーション、それからメディア放送、テレ

ビですね、こちらの２つの方を公募いたして

おります。そちらの公募に対して３社応募が

ありまして、審査の結果１社決定しておりま

す。現在、契約して、まずWEBプロモーショ

ン、それからテレビ番組の製作について、そ

れから製作内容等を進めているところでござ

います。テレビ番組につきましては、効果の

ある時期といいますか、そういった放送時期

を考えておりまして、冬場、下期の観光客が

落ち込む時期を前に９月から10月頃に放送を

したいというところで準備を進めているとこ

ろでございます。

もう一つ、MICEの誘致なんですが、町とし

ては、研修旅行、総会、会議等ですね、積極
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的に誘致しているところでありますが、27年

度、今年度の誘致に関しましては、去る６月

５日ですが、沖縄県離島航路確保維持改善協

議会、こちらの方は従来、沖縄本島の方で実

施しておりましたが、今回、離島の開催を検

討するというところで、久米島がいの一番に

手を挙げて誘致して実現したところでござい

ます。

それから11月になりますが、全国重要無形

文化財保持団体協議会久米島大会ということ

で、11月５日から６日、こちらの方は、百数

十人ぐらいの規模になるんじゃないかという

ところで、こちらの会議を予定しております。

それから同じく11月11日から13日になりま

すが、第19回海洋深層水利用学会全国大会が

実施されることになっています。それから先

ほど宇江原議員からもお話がありましたが、

全国ホタル研究大会の誘致にも積極的に係わ

っていきたいと、誘致を図っていきたいと考

えています。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

昨年の12月の議会において、町長は昨年か

ら新たな事業として民泊事業を始めたと。今

後は口コミでどんどん増える可能性があると

期待していろいろ答弁をしておりました。26

年度は民泊事業で入域客数はいくらあったの

か、そして今年度の予想はいくらなのかお伺

いします。

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

民泊事業についてお答えします。まず、平

成26年度の就学旅行なんですが、高校が７校

411名となっておりまして、その内、民泊に

つきましては、１校ございました。その１校

で民泊対応しておりますのが69名となってお

ります。それから同じく26年の修学旅行の小

学校になりますが、こちらの方が２校で187

名、合わせて合計598名の実績となっており

ます。それから同じく就学旅行とちょっと性

質が違うんですが、26年度に離島体験交流事

業、これ県が実施する事業でございますが、

こちらの方、５校受け入れていまして257名、

双方の学校の受入れでトータル855人の受入

れとなっております。

それから今年度27年度につきましては修学旅

行の方が高校６校490名を予定しておりまし

て、内民泊を予定しておりますのが３校、19

7名となっております。それから小学校が１

校ございまして100名となっております。修

学旅行につきましては、合計で590名を予定

しております。

それから同じく、今年度の離島体験交流事

業につきましては４校を誘致しておりまして

236名を予定しています。修学旅行とあわせ

ますと826名を予定しております。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

今年と平成20年、それから一昨年でしたか、

この民泊について質問してきました。伊江島

では平成20年に３万人あったのが今５万人越

えているという話も聞きました。久米島はま

だまだだと思っています。民泊も、ぜひ、伸

ばしていただきたいなと思っています。

それからイベントについて、今年度の当初

予算で何件かのイベントが予算計上されてな

く、全員協議会の中でも説明がありましたが、
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明日の補正で何件かあげるということでホッ

としてます。

平成10年に久米島観光の危機突破早期決起

大会のときのスローガンの中に、久米島観光

スローガンの中に、「おもてなしの心で迎え

よう久米島観光」というのがありまして、久

米島のスポーツイベント、非常におもてなし

がよくなされているなと思っております。特

に久米島マラソン、それからのんびりウォー

ク、パークゴルフの交流会の歓迎会ですね、

すばらしいなと。いろんな方々から非常に好

評であります。県外から来た方々から。そう

いった面では久米島のおもてなしはすばらし

いなと思っています。しかし今回のんびりウ

ォークが開催されないという噂がありました

ので非常に心配していました。

実は、のんびりウォーク開催するために平

成17年に県のウォーキング協会との関係があ

りましたので、久米島でもウォーキング協会

を設立したものとして、ぜひ、こののんびり

ウォークは今後とも続けていただきたいなと

いう思いがありましたので、明日の補正でや

って、今回のを継続して続けることはホッと

しています。

少し、のんびりウォークについて紹介した

いと思います。実は今回の１月に行われたの

んびりウォークで、参加した人の完歩した後

の感想が寄せられています。一つ紹介させて

いただきます。

実は久米島マラソンで、何回か参加してい

る方が自分の知り合いにそれを紹介して、久

米島非常によかったから、ぜひ、行った方が

いいよということで、高校を卒業した女の子

が大学に入学しました。その記念として友人

３名で久米島に来ました。２泊３日久米島で

過ごして帰っていって、その子が自分の姉に

久米島のことを話しました。それが来たのが

一昨年です。その姉は大学を卒業し、就職が

決まりました。いま学校の先生をしています。

卒業記念就職の記念として久米島に来まし

た。そして非常に満足して帰って、今年１月

ののんびりウォークに両親を説得して家族４

名で来た母親の感想文を読ませて紹介させて

いただきます。「のんびりウォーキングを完

歩しました。今回、夫と２人の娘、家族４人

で京都から参加しました。初めての久米島、

初めてののんびりウォークを体験し、久米島

の人と自然と文化に魅了されてしまいまし

た。ウォーキング中に島の人たちがきさくに

あいさつしてくださったり、畑仕事中の方が

話しかけてくれたり、とても初対面とは思え

ないふれあいがありました。京都では見るこ

とができないサトウキビ畑、赤土の畑、赤瓦

や沖縄様式の大きなお墓、咲き始めたサクラ

や島のツバキ、ハイビスカスの花、たわわに

実ったシークヮーサーの木など、印象に残っ

ているものがたくさんあります。美しい海は

もちろん実り豊かで自然あふれる久米島の美

しさを、のんびりウォーキングをとおし実感

できました。ざわわざわわざわわ 広いサト

ウキビ畑は。サトウキビ娘を見ながら幾度と

なく娘たちが口ずさんでいました。平和な世

界だからこそ、娘たちと笑いながらのんびり

歩くこともできるんだと、平和のありがたさ

を改めて沖縄久米島で感じました。温かく迎

えてくださった島の方、当日運営に係わって

くださった仲間の方に感謝します。そして久

米島で出会ったすべての方にイチャリバチョ

デー。」というような感想を述べています。

ちなみに夫婦二人、久米島まつりに、ぜひ、
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来たいと、来る予定をしています。

こののんびりウォーク、町長も毎回参加さ

れて、参加した人から聞きます。町長が久米

島のことをガイドしてくれて非常にいい話が

聞けたと、喜んでいました。たくさんの島の

人たちのふれあいがあります。このおもてな

しの気持ちを大事にしたいなと思っていま

す。

今回の東京オリンピックの誘致にあたって

一番のインパクトのある言葉、おもてなし、

このおもてなしの気持ちで迎えると久米島観

光は伸びていくと核心しています。

沖縄県では、今年ですか、760万人ですか、

目標は。平成25年が658万、26年度が717万、

着実に伸びていってます。760万人、1千万人

の目標まで着実に伸びていくと思います。こ

れから東京オリンピックと、あと５年ぐらい

あります。非常に好条件がありますので久米

島観光が伸びることを願って、観光について

の質問を終わりますが、町長、のんびりウォ

ークについて、ぜひ、今後とも続けて、町長

の見解を受けたいなと思います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

のんびりウォークについても、今年の事業

として取り組みを予定されております。これ

は継続して私も当初のときから係わっており

ますが、その皆さんがリピーターとなって毎

年来ますので事業については継続して進めて

まいりたいと思っています。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

それから、観光について少し言い忘れまし

た。観光は来年度おそらく7千人増の10万6千

人になるかなと思っておりますが、来年の目

標と、今年の目標を継続して進めていかない

とそれが達成できないと思っています。実は

来年の世界のうちなーんちゅ大会が10月７日

から30日までの日程で行われることが決定し

ました。前回、ハワイ県人会が、この大会に

参加しました。そしてこの27日から30日の間

におそらく28、29のこの中日の空いている日

程があります。その日程の中で前回は石垣島

を観光に行ったということを聞きました。そ

の後、遠いところよりは近くの方がいいなと

いうことで、久米島がそのツアーを提案すれ

ば、すぐそれを販売したいと、４月20日前後

でしたかね、４名の方が久米島を視察にきて、

非常によかったなということがありましたの

で、そういう情報があって、そしてその取り

組みを早めにしなければ他のところに先を越

されますよということがありますので、その

情報と取り組みについてお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

儀間由紀総務課長。

○ 総務課長 儀間由紀

ハワイの県人会の皆さんの久米島のツアー

の企画についてお答えいたします。先日、５

月ですけれどもハワイ県人会の皆さんが１日

の予定でしたかね、久米島を訪れました。久

米島の観光をされて、久米島でおいしいご飯

を食べて、プロジェクト推進室長と私と広報

担当の方も一緒に交流をさせていただきまし

た。非常に気に入られてこちらですね、ハワ

イ県人会の広報誌、機関誌があるんですけれ

ども、こちらの方にも久米島が私たちを歓迎

していますよということで記事を載せてくだ

さっています。
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大会期間中の久米島のオプショナルツアー

については、早急に企画を立ち上げてくださ

るということでお答えをいただいていますの

で、その際は島民をあげて歓迎をしたいと思

っています。

それと、もう１点、世界のウチナーンチュ

大会の中で、来年のウチナーンチュ大会で世

界の久米島ンチュ大会をやろうじゃないかと

いう企画が今持ち上がっています。海外で活

躍されている久米島出身の方々が非常にやは

り生まれ島に強い思いを持っていらっしゃる

方々、もちろん糸数弘樹さんはじめいろんな

活動をしていただいていますが、そういう方

々がネットワークをつくって、世界の久米島

ンチュ大会をやってほしいということで久米

島町の方に相談がありました。

今現在、実行委員会の立ち上げに向けてい

ろいろと調整をしているところであります。

実施については、町の方での実施になりま

すが、やはりネットワークをつくってくださ

るのは、郷友会の連合会をはじめ、各地にい

らっしゃる久米島出身の方々のお力になるか

と思いますので、今後、関係団体、関係者と

協議をしながら開催に向けて検討していきた

いと思っています。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

それと並行して、ぜひ、世界の久米島ンチ

ュ大会、これも昨年の12月に取り上げました

ので、これもぜひ、開催されることを願って

おります。

次に、桜まつりについてであります。実は

この答弁を聞いて、また今議会も苦言を呈し

なければいけないのかなと思っています。質

問は、検討した結果を僕は聞いているんです

ね。その結果を聞いて、また検討しますです

かと、何回言ってこれ改善されないなと思っ

ています。

去年の６月ですよ、６月の、当初予算で計

上しておきながら６月補正で全額を減額補正

しました。そしてその止めた理由を費用対効

果がないということでありましたが、今後ど

うするかということで質問したらですね、こ

ういう答弁なんですよ。金をかけない方法で

観光協会と含めて検討しますと。それからこ

の事業を継続できるように提案しますと。検

討しましたか、提案しましたか、どうぞお答

えください。

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

はい、質問にお答えします。桜まつりにつ

いては、昨年、中止ということで、それは事

業効果が認められないというところのなかで

残念ながら国の方からも予算がつかなかった

ところでございます。そのなかで、こういう

事業費がないなかで、どう開催できるかとい

うことで観光協会含めて相談したところでは

ございます。そのなかで、なかなか難しいで

すよねと、話がなかなか前に進まなかったと

いう経緯がございます。そのなかで商工会の

方の事業でもってイベント開催もトライした

ところではございますが、こちらの方もかな

わなかったということになります。

今般、再度、観光協会のみではなくて、商

工会の事務局、プラスその運営にあたるスタ

ッフ等もどうしてもマンパワー等が必要にな

ってきますので、こちらの方も部のなかでは

観光協会、商工会の青年部、女性部等も含め
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て、再度調整を行うということでございます。

もう一つには、課題として、どうしてもそ

の取り組みにあたる課題として、そこに楽し

めるイベント、誘客できるイベントを構成し

ないといけないというなかで、昨年なかなか

一歩進めなかったというのが、だるま山にし

ても、アーラ岳にしても駐車場の問題があり

ます。これは駐車場が狭いということと、道

幅が狭いと、というなかで、そこに来場する

方々の車等がたくさん往来するというなか

で、そこには危険性が伴う、その危険を除去

するためにはどうしてもシャトルバスの運用

が必要であるところとかですね。

あとは、どうしても誘客のための、わずか

ながらでもステージ等も実施するという意見

もございました。これは予算を圧縮等も含め

ながらなんですけれども、可能な限り、低予

算というのは必要になってくるかというのが

話し合った現状が見えてきています。そのへ

んを含めまして、改めて協議を進めていくと

いうことで、今回取り組んでまいりたいと思

います。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

今、課長が答弁したんですが、その後予算

かけないでどうしようという、この検討をち

ゃんとして、そういうのは結果出すべきなん

ですよ。そして、提案もしたかと、僕はその

質問をしているんです。わかりやすく、提案

したか、そして検討ちゃんとして結果出した

かということを聞いているんですよね。いつ

もこれ、のらりくらりやって逃げて、おそら

く27年度はやるんですか、やらないんですか。

提案したか、検討したか、27年やるのかやら

ないのか。ちょっとお答え願いたいなと。

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

まず、桜まつりの開催につきましては観光

協会の実施主体というところのなかでスター

トしてまして、そのなかで経費をかけない方

法も当初やった経緯もございます。ただ、そ

のなかで先ほど申し上げた誘客のための努力

も必要でしょうというところでありますが、

27年度それを踏まえてですね、まず、それを

観光協会、これは正式に、先ほど申し上げた

商工会とかではなくて、観光協会の方にまず

桜まつりについて、もう一回トライしましょ

うと、調整しましょうというなかで、開催時

期の話も実際いま行っています。その中で１

月の第３週なのか、４週なのか、その時期は

のんびりウォークの開催時期でもあるという

ところのなかで合わせたかたちで可能かどう

かというところの話は行っています。27年度

の開催について時期も含めて観光協会とは一

度話はしております。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

この桜まつりについては、ただたんに費用

対効果だけじゃないんですね、町民も非常に

楽しみにしている。町民の楽しめる場所をつ

くろうということでやっているんですね。町

民が一番主体なんですよ。そういうなかでた

だ効果がないと。

去年の補正予算で133万ですよね、事業費、

減額、総額いくらかかるかわからないんです

が、他のイベントに比べると決して予算かか

るものじゃないと思うんですね。いろんな危
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険性の問題もあると思うんですけど、そこは

そういったどうしたら危険を除去できるかい

うことも話してちゃんとできるんじゃないで

すか。そういった話をちゃんとスピード感を

もって解決しないと、ダラダラしていつでも

逃げてできないような方向にいくんですよ

ね、今、質問したからまた検討します。

町長、一般質問で読み上げた10件以上の検

討しますという言葉が出ています。そのこと

については、この議会が終わるとすぐですね

検討していただきたいなと思っています。今

後それだけは改善してくださいと、いつも僕

はこれだけを言っているんですけども、なか

なか改善されない。ぜひ町長の答弁お願いし

ます。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

すべての議会の質問に対して、何遍も言い

ますが、すぐできるもの、時間がかかるもの

それぞれあります。前向きにいろんなかたち

でやる姿勢は今後も職員として大事にしてい

きたいと思います。ただ、このイベント関係

においては、それぞれの団体の協力がなけれ

ばこれは実施不可能です。

立ち上げのときから観光協会が中心となっ

て、やりましたが、今のシャトルバスの問題

とか、トイレの問題とか、いろんな課題等が

ありました。島外からイベントを呼んできて

高価な金をつかってやった時期もあります。

そのへんもまた非常に寒いという時期もあり

ました。いろんな問題点等も解決しながら継

続しなければいけない行事でありますので、

桜を大事にする意味からも、今後この事業と

してはその週間週間をつくって、まつり期間

ということをするか、あとは大がかりな以前

みたいなふれあい公園の場でイベントを開催

してまつりの一環とするか、再度また担当課

としてやっていきたいと思います。いずれに

してもいろんな質問事項については、対処で

きるものについては早急にやるようなかたち

で、今後も気をつけたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

すぐできるもの時間がいるもの理解できて

ます。しかし、検討するって、検討すらしな

いから僕は質問しているんですよ。検討する

というものは検討してください。して時間が

かかればそれでいいと思うんですけどね、検

討すらしないものがあって、僕は苦言を呈し

ていますので、そこのところはぜひ改善して

いただきたいなと思っています。

それから久米の緑化事業の中で、この久米

島のアーラ、そしてだるま山、そこに桜を植

えて花の名所をつくろうということで、これ

まで実施してきているんですが、そういうよ

うに桜は名所づくりしようと一所懸命頑張っ

ているんですが、桜まつりはもうやらないと

いうふうになれば、ちょっと矛盾してきます

ので、ぜひ、これ桜まつり開催されるように

お願いしたいと。実は久米島は２回桜まつり

できるんですよ。カンヒサクラの桜まつりが

１月下旬から２月上旬にかけて、クメノサク

ラ、これは久米島の島おこしになると思いま

すよ、五十数年前に本部に持っていったもの

が本部町がこれで町おこしをしているという

ことでありますが、恩納村が桜の名所づくり

としての活動で、457本植えたという終了式

の式典がこの前新聞に載ってました。
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なんで久米島がそれをしないのか、最近、

久米島だるま山の方で視察してきたんですけ

れども、向こうを視察してきました。そこに

今現在、何本のクメノサクラが植えられてい

るのかお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

26年度事業ですね、428本、1.5クラスが25

3本、2ｍクラスが175本植えています。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

実は昨日見てきたんです。428本ですか。

約２割、80本がおそらく枯れるんじゃないか

なと。その後の管理が雨が降らなくて管理が

なされてない状況があって、80本枯れそうで

す。それもですね、この桜の移植する時期に

それも植え替えして、そのクメノサクラの名

所づくりをしていただきたいなと。久米島が

本場であります。これ。本部、恩納村がこん

なにやっているのに、久米島はもっと力を入

れていただきたいなと思います。町長。クメ

ノサクラについて、町長の見解を伺いたいと

思います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えします。この事業

に関しては、だるま山の浄水場の隣りに山蔵

の方に継続してやっておりますが、そこをゾ

ーン計画の中でクメノサクラを今後、いろん

なかたちで島外にもアピールできるような一

つの場所として工事を進めておりますが、確

かに今、指摘あるとおり、管理が非常に問題

になります。すべてです。公園、緑化事業に

おいてはあとの管理が非常に大事なことであ

りまして、そこをいかに経費を安くして管理

していけるのかというのが課題だと思ってい

ます。枯れたものについては、どういう契約

されているか、確認させますが、それが再度

枯れ木がないようなかたちで担当課には検

討、業者とのやりとりも進めていきたいと思

っています。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

いま町長の答弁あったとおりですね、これ

からの管理が大変なんです。草がボウボウ生

えてきます。昨日も見たんですけども、草は

刈られてますね、しかし根っこをとらないと

どうしようもないですね、また生えてきます。

以前にも指摘しましたが、つくった公園が一

度もつかわれずにジャングルになっている公

園もあります。そういった予算の無駄づかい

にならないように、この公園をちゃんと管理

し、そしてクメノサクラの名所をつくって島

内外から、そこにクメノサクラを見に来るお

客さんが増えることを願っています。

次に、公共料金のカード納付についてであ

りますが、いろんな支払がクレジットカード

よって支払できる社会になりました。町民の

なかからもこれを利用することによってポイ

ントが溜まって自分にいろんなメリットがあ

るからということでの要望であるんですが、

やっぱし、人口の少ない島において費用対効

果からすると経費もかかるし、厳しいなとい

う思いはしております。

このようにして回答なされれば、またそれ

なりにいろんな判断してくると思いますが、
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今の社会情勢のなかでそういったことができ

たらいいなということでの要望でしたので、

これについては再質問は控えたいと思いま

す。以上で質問を終わります。ありがとうご

ざいました。

（仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで仲村昌慧議員の質問を終わります。

次に､10番饒平名智弘議員。

（饒平名智弘議員登壇）

○ 10番 饒平名智弘議員

はい、10番饒平名智弘、２点ほど質問を行

います。移動売店の実施を。久米島町の人口

が減少し少子高齢化社会になっている。高齢

者は買い物にも不自由している。小さな集落

は店もなくなり、買い物に行きたくても行く

ことができず、たいへん不便な思いをしてい

る年寄りがたくさんいます。そのことを解消

するためにも町として移動売店の計画はない

か、町長に伺います。

次に、共同墓地の必要性は。久米島町も少

子化が進み高齢化社会である。現在ある墓地

やこれから造られる墓地も含め維持管理が大

変厳しくなると思われる。

町民が安心して安く購入できる共同墓地は

必要だと思うが町長の考えを伺います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

饒平名議員の質問にお答えします。１点目

の移動売店の実施をについてでありますが、

ご指摘のとおり、町民、特に高齢者の利便性

向上のための移動売店は必要であると考えて

おります。ただ、移動売店は町が直営で実施

することが厳しいため、関係団体の実施の可

能性について、検討をお願いしているところ

であります。

２点目の共同墓地についてでありますが、

先ほどの幸地議員の質問にも関連しますが、

町内にある個人墓は十分な維持管理ができて

いない墓地がいたるところに建設されていま

す。火葬場、葬祭場と同一敷地内に合祀永代

供養墓を含めた管理型公園墓地の整備を検討

していきます。

墓地公園については、中城大里メモリアル

パークを参考に整備を検討しております。運

営管理については民間業者に行ってもらう方

向で考えております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

再質問を行います。町長は移動売店は必要

だと思うが町が直営で実施するのは厳しいた

め、関係団体に実施の可能性について検討を

お願いをしているというが、どのような働き

かけをしているのか伺います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

まずは、この件に関しては私も地域、特に

大岳校区あたりも、字においては売店がない

集落がいくつかあります。阿嘉方面とか島尻

方面もそうだと思います。なかにはタクシー

を呼んで買い物に行くという現実もありま

す。この買い物弱者の皆さんを支援するのは

我々行政の役割と思っていますが、ただ、こ

れを経営的に運営がどうなのかというのも県

外の場合はＪＡが主体となってやるケースも
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あります。例えば配達車を町が買って指定管

理、委託管理でさせる方法とか、実際に久米

島でよく運営されているのが生協さん、配達

をやっておりますね。ああいう会社とも以前

にお願いしたことがありますが、環境整備の

問題で中断していますが、そのへんを含めま

して、今後の課題として、この点も重要な事

項として進めていきたいと思っています。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

早急に、これは取り組む問題だと思うんで

すよ。年寄りはほしいものも買えないという

話がいっぱい聞こえます。そのためにも町長

がいまおっしゃったとおり、できる団体に早

めに実施できるように、お願いしてもらいた

いと思います。

２点目の墓地に対してなんですけど、町と

して管理型公園を計画しているというので、

たいへん安心はしておりますが、墓地公園は

何年先につくるのか、また、どのくらいの規

模なのか伺います。

○ 議長 喜久里猛

保久村学環境保全課長。

○ 環境保全課長 保久村学

墓地の計画につきましては、先ほども答弁

したんですが、儀間ダムの建設、土取り場跡

を予定していまして、県の方で大まかな造成

をやることによって､経費が軽減されると思

います。県の方としては今年度で返還を予定

していますので、うちの方としては、次年度

からできる方向で民間の会社あたりといろい

ろ情報交換しながら検討していきたいと思い

ます。

規模につきましてですが、土取り場跡の方が

3万6千㎡ほどありまして、1万坪ぐらいです

か、その中にいろいろ火葬場、それから葬祭

場、駐車場等含めて検討していきたいと思っ

ています。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

僕が質問しているのは、墓地の規模とか数

をどのくらい見込んでいるかということでお

願いします。

○ 議長 喜久里猛

休憩します｡（午後４時30分）

○ 議長 喜久里猛

再開します。（午後４時31分）

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

これから日程終わり次第、現場行く予定し

ていますが、この土取り場が1万坪あります。

その中で、既存のこれ北方向ですが、既存の

火葬場の近くに火葬場と葬祭場。そして南側

駐車場含めて墓地公園というかたちで、これ

は何基入るかは、これから事業者の方と、こ

れは民間にさせますから、そこに何基入るか

はレイアウトさせます。

とりあえず駐車場帯、周辺の水回りの側溝

関係含めてこういう計画で、現地で一緒に検

討しながら今後については、まず町がやるの

は、火葬場と葬祭場、そして永代供養ができ

るような施設については民間にさせたいとい

うレイアウトの予定であります。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

これですね、町長、民間がもしやるんでし

たら、久米島出身で沖縄本島とか、本土にい
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る方でも入れる、購入できるということでよ

ろしいですか。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

これは、宮古あたりも視察しましたが、出

身者が本島にいるんだが、亡くなられてやっ

ばり遺骨は久米島に置きたいということがお

そらく出てくると思います。そういう方々も

入れるように。これは業者対個人の契約にな

りますから、その選り分けというのはやって

はいけないと思うし、希望があればすべて、

一つのロッカールーム方式とか､一戸建て方

式とか、仮墓地方式とか、３通りぐらいあり

ますので、そして契約によっては、永代供養

は地下室の大きいフロアーに一緒に入れると

か、いろんな方法があるようですので、それ

は民間の知恵も借りて、推進していきたいと

思います。

○ 議長 喜久里猛

10番饒平名智弘議員。

○ 10番 饒平名智弘議員

今の話を聞いて安心はしております。私が

島外からの人たちも入れてほしいのは、久米

島で生まれ育って、島を離れても島に帰って

きたいという人がいると思うんですよ。また、

島に眠ることによって、家族は久米島に墓の

供養とかにも来ますので、経済効果も生まれ

ると思います。

また最後でありますが、今、一親等の墓や

無縁墓地とかがいっぱいあります。これから

増えていくと思うんですよ、主のいない、管

理のできない墓が増えた場合、町長として、

どのように対応していくのか伺います。

（饒平名智弘議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

これはまたシビアな問題ですので、所有者

との、今の空き家の問題とかも一緒ですが、

今後の法的な措置でどう対処できるのか、こ

のへんは研究させてください。

○ 議長 喜久里猛

これで饒平名智弘議員の一般質問は終わり

ます。

次に、３番平良義徳議員。

（平良義徳議員登壇）

○ ３番 平良義徳議員

３番平良です。１点だけ質問いたします。

野菜輸送の保冷車の導入について、これは野

菜等花卉も含まれていますね、一緒に送って

います。久米島産野菜の県外出荷の状況は、

搬入分をＪＡ集荷場内の冷蔵庫に保管し、明

朝フェリーにて４時間以上かけて本島まで輸

送します。その後、真空予冷をかけて空輸で

各市場へ輸送、さらに市場にて競り業者へ販

売。その後最終的に消費される。このように

ですね、搬入から消費まで４日間経過するた

め、品質の劣化により、市場からのクレーム

があります。よって、保冷車の導入により品

質劣化を抑え有利販売にて生産者の所得向上

にもなるとの野菜生産者からの強い要望があ

り、問題解決に向けて行政としての見解を伺

います。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

ただいまの平良議員のご質問にお答えしま

す。野菜輸送の保冷庫の導入について、花卉
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農家と野菜農家から冷蔵コンテナの導入につ

いて要望があり、導入に向けての資料収集等

を行っているところです。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

質問の内容にもあるように、花卉野菜はフ

ェリーで本島まで運び、運輸会社がＪＡ本店

までもっていって、そこでどうしても４時間

以上常温のままになります。その後は真空予

冷で野菜の隅々まで急速に冷やすということ

になります。そのように常温から急に冷やす、

逆にまた冷えたものを常温に戻すと、そうい

うときに劣化がおきやすい原因とされていま

す。ところで、答弁内容のなかに、「冷蔵コ

ンテナ資料の収集」とありますが、どういっ

た内容の収集を行っているか。お願いしたい

と思います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

冷蔵コンテナは製造している会社がちょっ

と少ないところで、なかなか資料が集まらな

いところもあるんですが、基本的な機能とか、

大きさ、価格について資料を集めているとこ

ろであります。あと、コンテナの利用の仕方、

利用の仕方について、例えば花卉と野菜、こ

れ混載が可能かどうかということもあります

し、あとは野菜の種類によって設定温度も違

ってくると思います。あとは、そのコスト、

輸送コストの問題ですね、対応できるフェリ

ーが、フェリー琉球は電源がついていますが、

ニュー久米島はついてませんので、これをど

う使い分けをやっていくか、といったことな

どを含めていま資料の収集と、ＪＡの方との

意見交換をやっているところであります。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

おっしゃるとおりですね、フェリー琉球の

場合はコンテナ用のコンセントがついている

ということですよね。それから集荷場のＪＡ

の外側に２つの冷凍コンテナ用のコンセント

があるんですよ。ですから例えば方法として

は琉球フェリーでコンセントもついてますか

ら送れます。逆にまた、外側で冷やしてです

ね、ＪＡの集荷場のコンテナで冷やして、翌

朝また積めば問題はないと思うですよ。それ

からまた私もちょっと調べたんですが、冷蔵

庫、冷凍とか、ああいった取り扱っているコ

ンテナ、リースもやるらしいんですよ、ホシ

ザキ沖縄ですか、久米島担当の営業がいるら

しくてですね、ああいうところとか何カ所か

あるんですけど、やはりそういうところから

も情報収集してやってほしいと思います。仮

に導入してもやっぱり後々の運営の仕方があ

りますので、そのへんはＪＡ側と十分協議し

て、できるだけ導入してもらいたいと思いま

す。となりに運営委員長もいますのでね、翁

長委員長も。ぜひ、実現してもらいたい。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

導入する場合の事業主体も課題になってく

ると考えております。これはＪＡのですよと

いうことで導入した場合ＪＡしかつかえない

ということになります。ＪＡ、あるいは太陽

の花が事業主体となって導入するのか、方法

としては久米島フェリーさんに支援して、久
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米島フェリーさんにもってもらう方法もある

かと思います。そういうことも含めて、総合

的に検討していきたいと思っています。

あと、冷蔵だけではなく、今年度水産物加

工施設ができます。そうすると冷凍コンテナ

も必要になってきます。今年度６月補正でペ

ーストの加工場を予定していますので、それ

が出来上がるとペーストの部分も冷凍コンテ

ナが出てきますので､両方含めて事業主体も

どこがやるのかということも含めて、関係機

関と調整をして、進めていきたいと思ってい

ます。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

おっしゃるとおり、やはり課題もあります

よね、行くときはこちらから品物載せていっ

て、帰りはどうするんだと、こういった課題

もあると思いますので、今、一応、検討では

なくて情報収集やっているらしいんですが、

目安としていつ頃というのはわかりません

か。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

町としては次年度に向けてやっていくつも

りではあります。ただ、先ほどおっしゃいま

したコストの問題もございますので、逆にコ

ストがいくらかかるという数字が出た段階に

おいて、逆に受ける側がそれはちょっと厳し

いねという話になるかもしれません、それは

ですね。ですからそういった稼働率というん

ですかね、導入した後の稼働率、これは当然

後追い調査がきますので、補助事業でやった

場合ですね。その稼働率が目標どおり稼働し

ているかどうかというのが来ます。あとは、

その輸送コストの問題も含めて、次年度導入

に向けて取り組んでいきますが、場合によっ

ては今のコストの問題等の部分で若干伸びる

可能性はあります。

○ 議長 喜久里猛

３番平良義徳議員。

○ ３番 平良義徳議員

これで多分導入するだろうということで具

体的な質問は終わりますが、時間があります

ので、行政の皆様に共通認識をもってもらっ

て、久米島の野菜、花卉もそれからいろいろ

と甘蔗等も他にもいろんな品目がありますの

で、含めてＰＲしていただきたいためにも、

やはり情報提供したいと思いますので、聞い

ていただきたいと思います。

まず、花卉の場合、出荷品目はキク、リア

トリス、ストレチア、特にリアトリスは劣化

しやすいと聞いております。野菜に関しては

26年度の実績なんですが、ゴーヤーが70トン、

インゲンが15トン、ラッキョウ６トン、サツ

マイモ15トンが出荷されております。オクラ

とかニンジンとかも品目には入っています。

それから、取引先がサトイモは大阪の方な

んですが、その他は東京青果シティー、皆さ

んご存じかと思いますが、そちらの方に、私

も行ってきました市場風景です。見えますか。

久米島のゴーヤーもありました。それから市

場風景、これもなんですが、競り風景、これ

も掲示板に今日品目の何トンあると、値段い

くらすると、そしてこっちはそんな人がいま

せんよね、箱だけおいています空箱、こちら

でいろんな品目の競りおとすものを、なにな

にということで、きめてかどうかわからんけ

ど、最終的にいっぱい人が集まって、中にも
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のが入っているのを競り落としますね。

そのようにして、東京シティーの方では、

やはり、取引、相対という取引が９割で、相

対というのは電話連絡とか、そういったかた

ちで、あと１割が現場での競りなんですよ。

それはなぜかといいますと相対取引手法とい

うのは、目的の一つとしては遠いところは東

北の方から、こちら市場の方は24時間あいて

いますので、相対取引で、品物をおいている

んですよ、向こうが取りに来るんですよ、夜

中でもですね、なぜかといいますと、やはり

流通、各産地からものが入ってきますので、

流通させないといけない。こちらだけで競り

といったらできないということでですね。私

も初めてわかったんですが、９割が相対取引

で、あとの１割が現場で競りということで、

近くの仲卸が持っていって、消費させるだろ

うと、そういうかたちであります。

それと、最後になりますが、冒頭でも述べ

ましたが、輸送過程において、品質問題でク

レームが来ています。先方からの要望もあっ

てですね、それをまた受け止めて、問題改善

することにより信頼関係が保たれますので、

これが基本ですので、ぜひ、再度、早めに冷

凍車、もしくは冷蔵コンテナを導入していた

だきたいと思います。最後に町長のコメント

をもって私の質問を終わりたいと思います。

（平良義徳議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまですね平良議員の野菜類の出荷関

係の質問がありますが、以前からＪＡの部会

でも私も参加したことありますが、やっぱり、

品不足ということもいろいろあります。その

要因はいろんな台風被害とかも問題としてあ

りましたが、これからは後継者が育成できる

ようなかたちで、支援についてもこういう環

境整備は非常に大事かと思っています。これ

も特に地産地消も叫ぶ中で、安定供給ができ

るかどうかというのが一番の市場からの注文

も大きいかと思います。そのへんは安全安心

な野菜を供給するためにはトレーサビリティ

の問題もありますが、農家が安心して出荷体

制ができるように町としても取り組んでいき

たいと思います。

○ 議長 喜久里猛

これで平良義徳議員の一般質問を終わりま

す。

以上で一般質問は終了しました。

本日はこれにて散会します。

お疲れ様でした。

（散会 午後４時44分）
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（午前 10時10分 開議）

○ 議長 喜久里猛

おはようございます。会議を開く前に報告

します。今日は傍聴さんもいませんね。それ

も欠席もありません。本日の議事日程から始

めたいと思います。本日の議事日程は予めお

手元に配布したとおりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 喜久里猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、２番幸地猛議員、３番平

良義徳議員を指名します。

日程第２ 平成27年度久米島町一般会計補

正予算（第１号）について

○ 議長 喜久里猛

日程第２、議案第21号、平成27年度久米島

町一般会計補正予算(第１号）についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

おはようございます。それでは議案第21号、

平成27年度久米島町一般会計補正予算（第１

号）の概要についてご説明申し上げます。

予算書をめくっていただきまして、平成27

年度久米島町一般会計補正予算（第１号）の

概要につきましては、歳入歳出それぞれ2億6

千348万8千円を追加し、総額75億4千288万7

千円といたします。

それでは歳入歳出の主な内容についてご説

明いたします。歳入につきましては、６ペー

ジをお開きください。まず９款地方交付税に

おいて外部専門家招へい事業の追加分として

特別交付税を210万円増額を見込んでおりま

す。

続いて、12款使用料及び手数料では、あじ

まー館を商工観光課が直接管理することに伴

い、既設の店舗からの施設使用料として、64

万5千円を増額しております。

次に、13款国庫支出金では、２目民生費国

庫補助金で昨年に引き続き臨時福祉給付金が

支給されることから、その経費として2千99

万4千円、また子育て世帯臨時特別給付金に

かかる経費として372万8千円を、それぞれ追

加計上しております。また５目土木費国庫補

助金で大原下線整備事業では事業費の減額に

伴い10万円の減額、そして道路ストック総点

検事業についても事業費の減額に伴い263万

円の減額をしております。

続いて、15款、これ７ページの方になりま

すが、県支出金では全体で1億5千301万4千円

の増額となっております。主な内容としまし

ては１目総務費県補助金で沖縄振興特別推進

交付金が5千367万2千円の増額、同交付金事

業にかかる県支援分が82万8千円の増額、そ

してまた沖縄県地域のスクラム促進事業交付

金として50万円を追加しております。

次に、４目の農林水産費県補助金の甘しょ

加工施設整備事業にかかる県補助金8千696万

円を追加、そしてまた肉用牛生産振興特別交

付金として2千万円の追加、そして漁村地域

整備交付金事業として1千615万円の増額。

次に、７目土木費県補助金で久米島縦断線

道路整備事業で560万円の増額となっており

ます。一方、比嘉２号線道路整備事業不採択
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により3千200万円の減額となっております。

続いて、18款、これは８ページになります

が、繰入金で比嘉公民館建設事業に充当する

ため4千199万9千円を計上しております。こ

れは昨年度、特定防衛施設周辺整備交付金を

活用して積み立てた同交付金事業基金により

本年度事業への充当分として繰入するもので

あります。

次に、20款、諸収入では一般財団法人地域

活性化センター助成金として、“がんばる地

域応援”事業及び消防団備品購入事業への助

成金として、それぞれ100万円を追加計上し

ております。

なお当初、同事業助成金として予定してお

りましたパークゴルフ情報システム構築事業

については事業不採択のため300万円を減額

しております。

最後に、21款、町債につきましては全体で

4千470万円を増額計上しております。主な内

容は農林水産費の漁村地域整備交付金事業の

事業費増に対応するため過疎対策事業債を80

万円増額、また甘しょ加工施設建設整備事業

の新規計上に伴い合併特例債を4千130万円を

追加計上しております。

次に、土木債費では久米島縦断線整備事業

の事業費増に対応するため合併特例債を150

万円の増、そしてまた比嘉２号線道路整備事

業は事業不採択のため過疎対事業策債を800

万円減額しております。一括交付金事業の球

美の島緑化推進事業の事業費増に対応するた

め一般補助施設整備等事業債を910万円を増

額しております。以上が主な歳入の内訳とな

っております。

続きまして、歳出について説明申し上げま

す。今回の補正予算は４月に行った機構改革

や人事異動に主なう給与費等の組み替えの

他、昨年度末の職員の普通退職に伴う人件費

の不用額分の減額により人件費全体で3千418

万5千円の減額となっております。

続いて、款別の内訳をご説明申し上げます。

予算書の９ページをお開き下さい。１款議会

費では122万7千円を減額しております。主な

要因としましては人事異動による人件費の減

額になっております。

続いて、２款総務費では5千213万9千円の

増額となっております。主な内訳は１目一般

管理費の総務事務運営事業において職員の育

児休業取得に伴う代替職員として、任期付採

用にかかる報酬等を236万9千円を計上してお

ります。

また、10目プロジェクト推進費、これは12

ページの下の方になりますが、外部専門家招

へい事業で追加分として210万円を計上して

おります。

これは次のページになりますが、一般財団

法人、地域活性化センターの助成事業として

“がんばる地域応援事業”が採択されました

ので、その費用を久米島高校魅力化支援事業

へ100万円計上しております。そしてまた「風

の帰る森プロジェクト推進事業」として調整

に必要な旅費57万1千円を計上しております。

次に、11目沖縄振興特別振興交付金事業で

球美島緑化推進事業に工事費として4千580万

円を増額、また久米島観光誘客促進事業とし

て、これは14ページになりますが、各イベン

ト等にかかる経費として897万7千円を追加、

そしてバス停の上屋設置事業では設置費用と

して1千301万7千円を追加計上しております。

次に、税務総務費これは16ページになりま

すが、市町村間の事務の共同処理の促進を目
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的とした沖縄県地域スクラム促進事業の実施

に伴うものとして50万円を計上しておりま

す。

次に、３款民生費、これは20ページになり

ますが、民生費総額で1千343万6千円を追加

計上しております。主な内容は臨時福祉給付

金給付事業として2千99万4千円。

次、22ページの子育て世帯臨時特別給付金

事業では373万円を追加計上しております。

次に、４款衛生費、これは24ページになり

ますが1千534万4千円を計上しております。

主な内訳は、３目環境衛生費の環境衛生事業

で一般廃棄物最終処分場水質等調査委託業務

にかかる費用として216万円を追加、また４

目、母子衛生費では妊産婦支援事業で実施す

る新生児訪問業務の委託料として61万2千円

を追加計上しております。また親子支援事業

では発達調査キットの購入費として13万円を

追加計上しております。

次に、25ページの、これは２目環境衛生施

設費のクリーンセンター運営事業ではガス減

温器電動弁の修繕にかかる費用129万6千円、

また火葬場運営事業では概算設計委託にかか

る経費として167万円をそれぞれ計上してお

ります。

次に、６款農林水産業費、これは27ページ

になりますが、農林水産費総額では1億6千44

5万6千円を計上しております。主な内容は２

目農業振興費において甘しょ加工施設建設整

備事業を新規で立ち上げ、委託料工事請負費、

総額で1億3千44万円を追加計上しておりま

す。

また畜産業費これは28ページになりますが

畜産振興事業において肉用牛生産特別対策事

業として補助金2千万円を追加計上しており

ます。

次に、31ページの３目漁港建設費の漁村地

域整備交付金事業では事業量の増に伴う1千7

00万円を追加計上しております。

次に、７款、これは32ページになりますが、

商工費では4千190万1千円を追加計上してお

ります。主な内容は４月の機構改革により商

工観光課を新設し、あじまー館に事務所を設

置したことに伴う、これまで観光協会に委託

しておりました、あじまー館を直接管理にし

たため、年間にかかる光熱費等を261万3千円

を追加計上しております。

また33ページ、５目の路線バス運営費の路

線バス運営事業では航空機の東京直行便に対

応するため民間のバス借り上げにかかる費用

として84万4千円を計上しております。特定

防衛施設周辺整備調整交付金を活用して路線

バスを新規で購入するための費用として2千6

34万4千円を計上しております。

次に、８款、これは34ページになりますが、

土木費では873万4千円を減額しております。

主な内容は１目土木総務費の土木総務事業に

現場技術管理委託料として311万5千円を追加

計上。そして比嘉公民館建設事業では次年度

以降の建築にかかる費用として特定防衛施設

周辺整備調整交付金事業基金へ3千365万6千

円を積み立てます。

また道路維持費、これは36ページになりま

すが、道路維持管理事業で町道の修繕にかか

る費用として122万2千円を計上しておりま

す。また２目道路新設改良費の久米島縦断線

道路整備事業では事業量の増加に伴い工事請

負費710万円を追加計上しております。

そしてまた道路ストック総点検事業では、

事業量の減に伴い322万7千円の減額となって
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おります。

次、37ページの比嘉２号線道路整備事業で

は事業不採択により4千10万円を減額してお

ります。また新規で仲泊地区排水路改良事業

を立ち上げ、調査測量設計業務にかかる費用

として572万4千円、そして土地購入費として

267万3千円を計上しております。

次に、９款40ページになりますが、消防費

では113万9千円を計上しております。主な内

訳は非常備消防費の消防団運営事業で小型ポ

ンプ購入費として113万4千円を計上しており

ます。

最後に、10款、これ42ページの教育費では

1千423万9千円を減額しております。主な内

訳は43ページになりますが、小学校費の小学

校管理運営事業では各小学校の修繕費にかか

る費用として56万8千円、そしてまた清水小

学校の理科室のクーラー設置工事費として18

9万円を計上しております。また中学校費の

中学校管理運営事業においても各中学校の修

繕にかかる費用として30万円を計上しており

ます。

またこれ、45ページになりますが、これ幼

稚園総務費の預かり保育運営事業では賃金と

して147万4千円を追加しております。

次は48ページの保健体育施設費のパークゴ

ルフ場運営事業ではパークゴルフ情報システ

ム構築にかかる経費について、一般財団法人

地域活性化センターの事業の不採択に伴う30

1万円を減額しております。

以上が平成27年度久米島町一般会計補正予

算（第１号）の主な概要となっております。

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

歳出の部で14ページと39ページ、２点伺い

ます。まず14ページ、バス停整備事業があり

ますが、このバス停整備事業の場所をどちら

になるでしょうか。

２つ目は、29ページの方の肉用牛生産振興

特別対策事業が2千万計上されております。

この事業の内容説明お願いします。以上２点

です。

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ただいまのご質問バス停整備の場所につい

てなんですが、こちらの方ですね、仲里球場

前の２カ所になります。それから３カ所ござ

いまして、あと１カ所は仲村渠公民館の方、

そこのバス停になります。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

それでは29ページの肉用牛生産振興特別対

策事業補助金についてご説明をいたします。

肉用牛特別対策事業につきましては、主に肉

用牛生産のための機械設備の助成を行うもの

でございます。農業機械、主に農業機械トラ

クターとか、その附属設備整備することによ

って農家の草地面積の拡大を図って規模拡大

に繋げていくというのが目的の事業でござい
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ます。具体的には補助対象機械としてトラク

ター、それから牧草の刈取機、そしてその攪

拌機、巻き取り機、ラッピングを主に対象と

しております。だいたいこの一式で1千万ぐ

らいの価格になりますので、今４グループ、

１千万の４グループを予定しております。補

助率といたしましては国庫が３分の２、県が

30分の５ですから併せて83％の補助率になり

ます。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

バス停事業に伺います。地域から屋根付き

のバス停を望んでいるんですが、各バス停に

腰掛けの設置、その要望があるんです。その

計画はないでしょうか。

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

お答えいたします。地域のバス停の整備に

つきましては、５月の区長会にもご提案いた

だいております。その際にちょっとご説明申

し上げましたのが、まずバス停屋根付きの方

なんですが、幅の方が約２メーターございま

す。その中で歩道の小さい所、もしくは歩道

のない所等がございますが、歩道の無い所は

設置ちょっと不可能なんですが、歩道のある

ところで小さい所につきましては、どうして

も民有地の方に基礎とか入り込むというとこ

との中で、まずは設置する２メートル以上の

スペースが必要ということで、まずそのスペ

ースのある所を優先いたしますというところ

と、あとは民有地、歩道が小さくてどうして

も民有地にかかる所につきましては、また字

の地域としても、その設置にあたってのちょ

っと用地関係にご協力をお願いしたいという

ところでご説明申し上げてます。

○ 議長 喜久里猛

４番翁長学議員。

○ ４番 翁長学議員

その設置より先に高齢者が腰掛ける椅子で

すね、それを整備というのが多いんですよ。

先に各停留所に３名掛けでもいんですが、年

寄りが腰掛ける椅子を先に各停留所、それは

金額はそんなにかからないと思うんで、それ

を先に整備お願いしたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

腰掛けについても、ご要望いただいており

ますが、こちらの方もちょっとご説明申し上

げましたが、歩道がどうしても50センチとか

そういったところもありますので、それ以外

の設置可能な場所それから安全管理等もござ

いますので、総合的にちょっと勘案しながら

取り組むところはちょっと検討していきたい

と思います。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

27ページです。農業振興費の方なんですが、

甘しょ加工施設建設整備事業で1億3千万円余

りの計上がされております。これについて今、

本町では以前の説明では４団体、グループが

あるという説明があったんですが、全体で戸

数にして何十戸ぐらいあるのかお伺いしたい

と思います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。
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○ 産業振興課長 仲村渠一男

甘しょ農家は25年度に取りまとめた実績で

72戸でございます。今、急激に増えて、今、

正確な数字、現在のものをちょっと把握して

おりませんが、おそらく今90戸ぐらいにはな

っているものと考えております。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

加工施設が建設された場合に、この４団体

約90戸の戸数ですか、この全戸数がその加工

施設を使用する。まあ新しい会社を立ち上げ

ているのかどうか、そのへんも含めて全戸数

が受益戸数となって施設利用できるのかどう

かお伺いいたします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

この事業につきましては、施設そのものは

町が建設して、その運営を新しく立ち上げる

民間会社に運営委託するというかたちをとり

ます。現状につきましては、現在、出荷団体

４団体ございますが、その４団体からほぼ割

り当てて、その生産量に対する何パーセント

というかたちで割り当てて原料は調達する方

向で考えております。

○ 議長 喜久里猛

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

この施設につきまして、前に説明がありま

した。建設場所について、その後、大原、北

原の生産農家の方から建設場所についての詳

しい説明がなかったと、そういうことなんで

現在予定している場所があまりその場所につ

いては適当ではないんじゃないかという意見

がございまして、生産農家に対して加工場建

設するという話は聞こえているんだが、設置

場所についての詳しい説明がないということ

で、お話がありましたが、これについて生産

者の以降も踏まえて、この説明を十二分にや

って建設場所については決定する必要がある

んじゃないかというふうに思います。

また、甘しょの洗浄について、洗浄後の赤

土が鳥島地先の海域に流入するんじゃないか

とそういう懸念もありまして、漁業者からも

一応建設場所については適当ではないんじゃ

ないかというそういう話がありますが、その

へん十二分に説明してから建設場所の決定を

した方がいいんじゃないかと思いますが、こ

れについて担当課長の方の見解をお伺いした

いと思います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

この甘しょ施設につきましては、建設の計

画が出ましてから、その甘しょの生産地協議

会等で説明を重ねてきております。この産地

拠点協議会は主に主なメンバーがしか入って

いませんが、その場で何回か説明をしており

ます。あとその甘しょの機械の導入の説明会

これは35、6名メンバー集められましたが、

そのとき時間が余り取れなくて十分な説明は

できませんでしたが、取りあえず説明をして

アンケートを取っております。

それから建設場所につきましては、大原地

区からも何カ所がお話がございました。これ

についてはまず１カ所が元あった具志川の自

練の近くに、たばこの苗の栽培している場所

がございます。これは町有地でございますが、

そこの話もありましたが、そこは保安林のま
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まであるということと、それと場所が誰もい

かないような場所、食品加工場を造るにはち

ょっとどうかなという部分と、あと電気・水

道の引き込み、そういった部分でちょっと難

しいということになります。

あとは元のちり捨て場の敷地、そこも町有

地でそこもありましたが、そこもちょっとど

ういったものが有害物質が埋まっているいる

かわからないような状況の場所に食品加工の

ものはちょっと難しいということになりまし

た。その他、民有地も含めて何カ所か検討は

していますが、この事業が用地購入費は対象

にならないということもあって現有施設の中

で造るという決定に至っております。

現在の物産公社があるその用地につきまし

ては、町の農振計画の中で農産物加工施設用

地と位置づけられて、その用途区域になって

おりますので、それを使うのが一番ベターだ

ろうということであります。

それとそこに造ることによって敷地の面積

としては必ずしも満足できる面積はございま

せんが、現在の物産公社が入っている建物、

薬用農産物加工施設との連携も考えておりま

す。今回、予定している施設が300平米とい

う、そんなに大きくない施設でございますの

で、できれば今の現在の物産公社の部分の有

効活用も含めて、連携した加工事業を展開し

ていくように考えております。

それから赤土の件でございますが、甘しょ

を持ち込む場合は基本的に農家で洗浄して持

ち込むということでございますが、念のため

に、その工場の所でも、その土の沈殿槽を儲

けて、その後に排水に流すようなかたちでや

っていきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

棚原議員の本件に関する質疑は既に３回に

なりました。会議規則第55条但し書きの規定

によって特に発言を許します。

１番棚原哲也議員。

○ １番 棚原哲也議員

この建設場所につきまして、４団体の生産

団体の中の１団体の代表の方から、町有地が

大原北原の生産地の一番近い所に町有地があ

りますよと、それと県有地も１㎞ぐらい東側

にはあるということで、その場所も確認して

きました。そこが生産農家としては町有地の

部分が一番適当ではないかと、そういう生産

者の方からそういう声もありまして、また赤

土問題につきましては、最初は漁業者の方か

らではなくて、芋生産農家の方から梅雨時期

に鳥島の前の海面が赤土流入で非常に赤く濁

っていたと、そういうことも生産者の方から

ありまして、これはそこで甘しょ、芋の洗浄

をすると直接鳥島の前に流れるから、これは

漁業者の意向も聞いた方がいいよとそういう

声がありまして、またそこでモズクの採取を

やっている皆さんに聞き取りしましたら、や

っぱりこれは現在の建設場所からだったら直

接鳥島の前に流れるんで建設場所の再考をお

願いしたいと、説明も十二分に受けたいとそ

ういうことでありますので、そのへんやって

から場所については決定した方がいいんじゃ

ないかなと思っておりますが、それについて

課長の方から、もう一度答弁をお願いします。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

建設場所につきましては、いろんな条件が

あると思います。基本的には電気・水道の引

き込みといった部分や、あるいはその農振の
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解除の問題もございますので、町有地だから

直ぐできるということではございません。農

振地域にかかる部分は今、非常に農地転用が

難しくなってきてますので、そういったもろ

もろのことを踏まえて最終的に決定したいと

考えておりますが、ただそれほど時間の余裕

があるわけでもございませんので、ただいま

の棚原議員のご意見の場所も私も見て、その

意見も聞いて最終的には決定したいと思って

おります。

○ 議長 喜久里猛

これで棚原哲也議員の質問を終わります。

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

13ページお願いしたいと思います。13ペー

ジの説明の28の風の帰る森プロジェクト推進

事業、以前に室長からこの情報についてちょ

っとお聞きしましたが、これがいよいよ本格

的にこれが進んでいくのかなと、この詳しい

構想について説明を願いたい。今後どのよう

にこれが進んでいくのか、お願いしたいと思

います。

それから今の棚原議員と関連するんです

が、課長の答弁では赤土について洗浄につい

ての水の処理については、沈砂池を造って排

水に流すということであるんですが、鳥島の

前の海が長い期間をかけてやっと海がきれい

になり、モズクが養殖できるというかたちに

なって、その海の漁業関係者の中からも非常

にこの件について心配しています。沈殿池は

これあまり信用できないと、そこのところち

ゃんと漁業者に説明してやっていただきたい

と思います。この件についてお願いします。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

ただいまの風の帰る森のプロジェクトにつ

いてご説明いたします。以前、議員の皆さん

にドングリプロジェクトということで説明し

たんですが、ちょっと場所を銭田の公園に変

更しております。銭田周辺の森にドングリの

木がないということで、新たに宮崎駿さんが

「風の帰る森」という名称を付けてます。こ

のプロジェクトについては、前回も説明した

んですが、被災地の子どもたち今、山城球美

の里で受け入れしているんですが、そこがた

いへん手狭ということで、そこを少し補完す

るようなイメージを持っていたんですが、実

際は全体的に県外の子どもたち、そして地元

の子どもたちが交流できる拠点ということで

整備を予定してます。

イメージ的には建物の大きさなんですが、

幅や約40ｍ奥行きが約11ｍ、そして高さが10

ｍの大きさと、だいたいイメージできると思

うんですが、ちょっと勾配屋根を付けていて

１階、２階そして屋根裏部屋、ロフトという

ふうに言っているんですが、そこの床面積が

約900㎡、坪で言えば270坪ぐらいになります。

８月ぐらいから実際設計に入って、２年以内

の完了を目指しております。その建物だけじ

ゃなくで周辺の銭田の今芝生を張って植栽、

木が植えられていますが、その一帯も含めて

保養交流プロジェクトの拠点として使いたい

というふうに考えています。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

先ほどもお話したとおり、甘しょは基本的

に農家が洗って持っていきます。今その物産

公社の建物でたまに甘しょの加工をしていま
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すので、パウダーを作るために、その芋をご

覧になって見るとわかると思います。もうほ

とんど土は付けていません。念のためもう一

度そこでブラシ洗浄はかけますが、ほとんど

赤土は出ないと思います。それまた出た場合

でも念のために２層、３層の沈殿池を付けて

側溝に流すようなかたちを取ります。それか

らそこの配水系等ですが、おそらくカンジン

に向かっているんじゃないかなと思っており

ますが、それは下に流れるにしても畑から流

れるようなかたちは出ないと考えておりま

す。そのご意見も十分に説明やっていきたい

と思っております。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいま課長から答弁がありましたが、ほ

とんどの生産農家は出荷前に各圃場に洗浄し

て持っていきます。極端に加工所で洗うとい

うことはないと思います。水の流れですが、

今、課長が言ったとおり上江洲の川村さんの

所から横断溝で西側に落ちて集落内からずっ

と下側の久間地川にカンジンダムの方に横断

溝で全部誘導されています。極端に清水地区

に流れるということはありません。

○ 議長 喜久里猛

他に。

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

この場所の選定については、もう銭田のそ

こに決まったということになっていますか。

何カ所か候補があがりましたか。

そして今、課長、町長から答弁がありまし

たが、僕たちはそれで理解できるんですよ。

そういうふうにして漁業者の関係にはぜひ説

明すべきだなと思っておりますので、そこは

ぜひやっていただきたいなと思っておりま

す。

○ 議長 喜久里猛

中村幸雄プロジェクト推進室長。

○ プロジェクト推進室長 中村幸雄

宮崎駿さんの事務所とも調整した結果、銭

田森林公園一帯で、もう確定したいというこ

とです。

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

バスの件ですが、33ページの路線バス整備

事業で2千634万4千円、高額な車両ですが、

メーカーと何名乗りか、発注はいつ頃したの

かということで、説明してもらえますか。

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ただいまの路線バス整備事業の件について

お答えします。まずメーカーの方ですが、ま

だ発注準備といいますか、その段階でござい

まして、これ防衛施設局の特定防衛施設周辺

調整交付金の活用となっておりますが、現在、

防衛局との予算の調整をしているところでご

ざいます。バスのメーカーにつきましては、

今後、発注する過程で指名競争入札を予定し

ております。それでメーカーにつきましては、

バスの生産メーカーというところの中で３社

を予定しております。発注時期は防衛の方か

らの指令が下りしだい入札を行いますが、入

札の予定としては、早ければ７月上旬に発注

したいと考えております。

バスの規模につきましては、現在57名乗り

といことで、これ立ち席含めての57名乗りに
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なりまして、高額というお話ございましたが、

こちらにつきましては、ノンステップバスの

方を予定しております。どうしても高齢者の

乗り降りに配慮したかたちでノンステップバ

スを予定しております。

○ 議長 喜久里猛

６番安村達明議員。

○ ６番 安村達明議員

今から発注ということなんですが、バス３

社と言いましたよね。日産に、ふそうに、そ

れから日野。僕が今までずっと経験したこと

で話しますと、一番エンジン面でいいのは日

産です。それからボディーとか下回りにすれ

ば日野です。それから三菱はあまり人気はな

いですよ。昔から、燃料費が悪く、馬力だけ

あるということでね。ですからその車を選ぶ

時に耐用年数で使うようであれば、これはそ

ういうことも考慮に入れてやった方がいいん

じゃないかということ、これは僕の提案です

よ。久米島は道路の悪い所もたくさんありま

すから、委託して運転させているわけですか

ら、そういう面から言えば、やはりバスの料

金で入札をやるとなるとね、そういう面も少

しは考えてやった方がいいじゃないかという

ことで、僕は、この2千600万という金が出て

いるから聞いたわけですけどね。

それからさっき翁長議員からありましたバ

ス停の件がありましたよね。あれは風よけ雨

よけというのも考慮されているんですよね。

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

まずバスの車両選定の方になりますが、こ

ちらはどうしても町の方としても仕様書を作

りまして、しっかり耐久性といいますか車両

の大きさ構造的なもの、そういったバスに必

要なオプションを含めて仕様書を作って見積

入札を掛けるというかたちになりますので、

ちょっとどうしても入札となりますと、ちょ

っとメーカー指定はちょっと厳しいところが

ありますので、その中でしっかりとした入札

にあたっての耐久性だったり、そういった部

分を考慮するようにいろいろと仕様書に指定

することは可能だと思いますので、そのよう

なかたちで対応していきたいと思います。

それからバス停の方なんですが、こちらの

方が横幅が４ｍとなります。高さの方が２ｍ

50、そこの中にベンチを入れるタイプとなっ

ておりますが、このタイプの方がＡコープの

向かいの方にあるバス停を想定しておりまし

て、雨よけ等も考慮したかたちになっており

ますが、風よけの方がどうしても台風等の構

造的な部分もありますので全面的なちょっと

そういった加工といいますか、それはちょっ

と厳しい状況になっております。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

37ページお願いします。比嘉２号線の道路

整備事業なんですが、この案件につきまして

は３月の予算のときも質疑したんですが、い

よいよ整備できるかなと喜んでいたんです

が、３月の質疑では建設課長の方から事業採

択されたけど予算はゼロですという回答だっ

たと思うんですよ。今回、副町長の説明では

不採択ということで取り下げになっています

が、この経緯を説明お願いします。

○ 議長 喜久里猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀
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玉城議員の質問に回答します。比嘉２号、

12月概略要求、３月に本要求のヒアリングに

おいてはほぼ採択はできるということで我々

は、その時点で両側歩道するのか、片側歩道

するのかという、その概略の中において、そ

の構成幅員の調査だけはしていたんですよ。

４月の本要望は新年度要求の場において、今

回の沖縄県割り当ての160億の減額に伴い、

まず最初に用地に困難である道路の減額、い

わゆる今まで継続していた道路は5千万貰っ

たところは4千万に落ちますよという、さら

に新規については全てゼロ査定、ゼロ査定と

いうのは採択はされてはいるんですが、予算

は付きませんよということの説明でありまし

た。よって、今回、内示もゼロ査定というこ

とで全部減額にしたという経緯です。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

常々、建設課長の方から新設の道路は予算

獲得厳しいよという話も聞いていたんです

が、この道は本当にイーフ線を改修して観光

のメイン道路となっていますが、長年、本当

に道が悪くて、いつ整備に入るのかなという

ことで期待していたんですが、今後の取り組

み比嘉２号線に関して、今後、事業メニュー

とか他のがあるか、今の状態で要請をいくの

か今後の取り組みについてお願いします。

○ 議長 喜久里猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

今後の取り組みとしては、また９月に次年

度28予算概算要求ヒアリングがありますん

で、そのメニューの中には一応入ってはおり

ます。国県が示しているスタミナ表というの

があってバランス表、何年度にはどの事業を

進行しますという、その町としての事業要望

の中には一番最初の中に入ってきていますの

で、これは新規としてではなくて採択事項と

して、私はもう採択されていると思っていま

すので、そのへんは道路管理課の方と調整済

ではあります。ただ国からの内示がいくらか

でも予算が付けば何時でも着工できるという

過程ですね。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

わかりました。ぜひ採択に向けて、町長、

今、観光客も15万人を目指していますので、

本当にこのイーフ地区のいろいろな整備大事

だと思いますので、ぜひ、建設課と一緒にな

って頑張っていただきたいと思います。

最後に建設課長ちょっと関係はないんです

が、今、銭田橋取付道路工事しているんです

が、前々から７月いっぱいには開通するとい

う答弁もありましたが、実際いつ頃になるか、

その答弁お願いします。

○ 議長 喜久里猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

26年度でブリッジの方は完成しまして、両

サイドの取り付け４月の新年度予算でしか対

応できなかった物件があって、銭田向けに行

ったら左側にブロックと、ある方の小屋があ

ってそれがちょっと用地交渉は上手くいって

いたんですが、補償鑑定がちょっとまだ出て

なくて鑑定に１月ぐらい要した。そこはもう

一応撤去してブロック積みもしてやっていま

す。工期として７月いっぱいで道路としては

取り付けします。
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ただ、１つ問題点を上げると県道のイーフ

線、そこが終点なもんですから、そこへの取

り付け今コミュニティーセンターですか、そ

この途中で止まっているんですよ。そことの

取り合いがあって８月にはやりたいと、しか

し県道優先の改良工事の発注がなければ、そ

の部分はちょっと綺麗にはとりつかない可能

性は残ってきました。

○ 議長 喜久里猛

13番玉城安雄議員。

○ 13番 玉城安雄議員

時期的にはまだはっきりしない。

○ 議長 喜久里猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

時期的には８月と考えてます。

○ 議長 喜久里猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの議員の質問にお答えします。こ

の件に関しては、今回の予算の調整において

は、私も担当課とのヒアリングはしておりま

せんが、改めて南部土木、そして道路管理課

の方には、この件は要請したいと思います。

他のこちらの宮城さんの交差点の件もありま

すが、近々、南部土木の所長も現地に来る予

定もありますので、そういう場でも申し上げ

たいと思っております。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

１点目は28ページの、甘しょ加工施設建設

事業、これは記載ですが、その上の27ページ

の15節工事負担費1億3千万かけております

が、これについては甘しょ団体が４団体ある

と、そのうちの１つがＪＡです。そのＪＡさ

んの方は加工品の方には参加しませんよとこ

ういう態度、明示をしていると、あとの３団

体この３団体というのは、まず１点目は町内

の団体なのかということです。そしてこの３

団体をまとめての運用それから加工施設の整

備事業なのかとこういうことです。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興課長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

ただいまのご質問なんですが、まずは芋の

生産原料の供給のことですよね。基本的には

これ町が作った施設ですから、原料はその生

産団体、全てが受益を受けるようにやらなけ

ればいけないということであります。ですか

らその４団体全てに一応原料の供給の呼びか

けをするということです。

農家にどういったメリットがあるかといい

ましたら、同じ沖縄本島のペースト工場、あ

るいは加工施設と同じ値段で買取しても少な

くても那覇に送る運賃は農家負担に今なって

いますので、その運賃の分はどうしても農家

がメリットを受ける最低限受けるということ

と那覇の加工メーカーはどうしても時期的に

原料がダブル時期があるんですね。ダブった

時期は地元優先なんです。ですから離島から

送ったものは取らない時期が出てきますどう

しても、そういうときは腐らすか、あるいは

すき込むかということがいままでありました

が、それがある程度、緩和されるというメリ

ットがあります。

そういう意味では原料については平等に各

４団体に提供をお願いするということなんで

すが、ただＪＡさんが参加しないということ

は、おそらく資本参加のことを言っているん
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じゃないかと思っています。

資本の参加は新しい運営会社を立ち上げる

時、株に出資して下さいという呼びかけをす

るわけなんですが、ＪＡ本体としては新しい

会社の立ち上げに対する投資はやらないとい

う方針でありますので、その資本への参加は

ＪＡは難しいということであります。

ＪＡはだめであるんですが、他の農家に対

しても額は小さくてもいいから、ぜひ、参加

してくださいという呼びかけは、このあと予

算成立後に、その説明会を開いて、その出資

の呼びかけはやっていく予定でございます。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

私が言いたいのは、このＪＡを除いての３

団体、これについてはまとめてやっているの

かということです。要するに１事業社に対す

る支援といううようなかたちにはならないの

かということが１点。

それから赤土問題をクリアした場合には、

それは非常にいいんですが、した場合にこの

物産公社関連について、この有効な働きをど

の程度するのかというようなことを聞きたい

と、そして苦情を言うならば、これ皆さん方

の説明は遅い。僕はこの３事業者、これ全部

回って聞きたかったわけですが、１団体にし

か聞けなかった。なぜそういうようなものに

皆さん方は移行していきたいのかとかいろい

ろな問題を聞きたかったんだけれども、その

時間がない。内容的にはいいかなということ

になっていますが、拙速すぎる、賛成に回り

ますが、そういうような付帯的言葉として、

これは言っておきます。拙速すぎる。もっと

練ってやるべきではなかったかということ、

これは１点目ですね。

次に、13ページの18節の備品購入費の中に

球美の島緑化推進事業というのが入っていま

すね。4千500万余り、これについては具体的

な事業内容はどんなものかということと。そ

れから銭田川、謝名堂川、儀間川こういった

ものの河川の緑化事業に何か寄与できるもの

はないかということと。あとは説明の27の久

米島高校緑化支援事業、これが100万円計上

されていますが、そういったものにも関与で

きないかということを伺います。

○ 議長 喜久里猛

仲村渠一男産業振興長。

○ 産業振興課長 仲村渠一男

それではただいまの宇江原議員のご指摘で

ございますが、事業の決定からこの確定まで

確かに期間が短かったということはそのとお

りでございます。今後は事業に関する説明は

また十分に行って進めていきたいと思ってい

ます。それから３月に向けて産地の認定を受

けて、今、急激に芋、甘しょ生産の気運が盛

り上がってきています。それを受け手の事業

化という側面もございますし、また今平行し

て農家の使用する甘しょの堀取り機等の一式

の事業も今同時に平行してやっていますの

で、その農家の生産振興とこの甘しょの加工

施設と組み合わせて、また地域の経済の活性

化に繋げていくように頑張って行きます。ご

指摘はご指摘として。

物産公社ですね、物産公社はまず１点目は

今の施設を有効に使わせていただきたいと考

えている点と、あとはそこで作った製品を物

産公社が売るということを、そこは連携で考

えております。

○ 議長 喜久里猛
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大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

24の球美の島緑化推進事業ですけど、実は

は25年、26年度の造成地の舗装とサクラの移

植から建設課の方に事業きています。26年度

においては遊歩道の舗装でサクラ植え替え、

その造成地内に、その管理道路の事業とその

サクラの歩道、今年は26年度にやった上側に

向かったら右側の造成地の残りの造成で、こ

の件については非常にすばらしい絵を描かれ

ていたんで、それみんな精査して管理できそ

でなかったのでほぼ全部削除しました。管理

棟とか、ただいま計画ではツツジ、ツバキ等

々ありますが、はっきり申し上げて何を植え

ていいか全くわかりません。たいへん申し訳

ございません。その花の種類をどういうふう

に選定してというのが、うちの建設課の方で

はちょっとわからないので、これはまたいろ

いろと調べて、どういう植栽がいいのかとい

うのは、時間をかけてやっていきたいと思い

ます。

○ 議長 喜久里猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

13ページの久米島高校の魅力化支援事業な

んですが、これは財源としてはがんばる地域

応援団事業というのがありまして、さまざま

な支援金でもっての事業なんですが、対象と

しましては将来的な地域の消滅可能性危機を

回避することを目的に自治体や地域団体が住

民と共に実施する事業ということで、全国で

313件申請あったんですが、その中に24件の

採択の中に本町が入っています。県下では初

めてだということで、これ27年度新規であり

ます。

じゃあどういうことをやろうとしているの

かということなんですが、海士町のそういう

教育関係でやっている藤岡さんという方がい

らっしゃるんですが、その方もお招きして久

米島の高校の魅力化について、いろいろアド

バイスとか支援、それで今後の寮運営、塾運

営そして、そういう有能な指導者の派遣とか、

そういう全般的なアドバイス、それと後方支

援、都市部の人材の派遣、そういう全体的な

プロデュースをやってもらうということで仕

組んだ事業であります。

○ 議長 喜久里猛

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

私がなぜこの緑化推進事業と久米高の魅力

化支援事業を関連づけて言うのかというと皆

さん方の事業の花木とかの作り方を製造を久

米島高校に委託して、そして高校生が対価を

売ると自分たちが製造して対価を売るという

ようなその感覚も身に付けさせるということ

１点、。

それから魅力化にも通じてきますので、や

はりこういったものを作って自分たちが植え

たものが公園に花が咲く、あるいは河川等に

そういったものが花木が良い花木が見られる

とこういうことになれば、なおさら久米島高

校の園芸科に受験をするという人たちも出て

くるんじゃないかなとこういうふうに期待を

しております。だからもっとフラット化した

考え方をもって、しかも僕はロマンという言

葉が好きですが、そういうようなロマンのあ

るような環境づくりを、ぜひ、作ってもらい

たいと、こういうことで関連課長ひとつよろ

しくお願いします。

それからさっきもお話しましたように、そ
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の３河川の植栽についてもこれを考えている

のかとこういうことです。

○ 議長 喜久里猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

非常に良い意見だと思います。実際うちの

課で何をどういうふうにして植えていいかっ

て、まずその植栽に対して無知なので、本当

に知っている人から習いたいぐらいで、設計

としては整地して遊歩道はやりましょうと、

排水もやりましょうということで、テーマで

何ゾーン、何ゾーンというのもいろいろある

んですが、それをどういうふうにして植えた

方がいいのかというのは全くわかりません。

だから今それを調べている最中です。

先生が今おっしゃったようなこういうこと

も連携してできるかどうかというの、その予

算範囲内ですが、単価とかいろいろあります

ので、調べてからやっていきたいと思います。

あと河川の植栽については、今うちの方で

計画はありません、はっきり言って。県サイ

ドもあまり改修計画図みたいなのを閲覧させ

てくれないんですが、今、公表されている中

においては銭田、謝名堂、謝名堂はいま現況

測量入って今年実施設計に入ります。その中

で構想では今のところ入っていません。

○ 議長 喜久里猛

平田明企画財政課長。

○ 企画財政課長 平田明

今の件ですが、久米島高校の園芸科がいろ

いろ取り組みやっている中で、そういう久米

島の活性化に関して久米島高校を活用しなが

ら、その生徒達に自信や久米島に対しての思

いを託しながら、そういう子どもたちを中心

に活性化をやってはどうかという提案だと思

います。そのようなソフト事業については、

ここで仕込むことは可能です。それはやった

方が、いいと思います。その部分に関しては

高校との調整とか、また支援体制とかの構築

が必要ですので、そのへんを新しい総合計画

の中で、おっしゃったような提言を受け前向

きにやっていきたいと思います。

○ 議長 喜久里猛

宇江原総清議員の本件に関する質疑は既に

３回になりました。会議規則第55条但し書き

の規定によって特に発言を許します。

５番宇江原総清議員。

○ ５番 宇江原総清議員

あのですね、この木の植栽についてですが、

やはりみんなと相談してやっていただきたい

と、パークゴルフ場の例を僕は何時も申し上

げていますが、向こう塩害が多くて大変だよ

と言ったのにも関わらず２回、何百本という

植栽をして全部枯らしているんですよ。そし

て、だるま山のところも非常に塩害がかかる

場所、これがあるんです。だからそういった

ものを勘案して、どの場所にどの花木が良い

のかということも勘案しながら対応していく

と、これは久米島高校の園芸科もよく知って

いると思いますよ。そういったものも聞きな

がら、ぜひ対応していただきたいということ

と、もう１つは外来種、ベチバーなんてあん

なのを入れてイネヨトウの発生元になるんで

すよ。やるなやるなと言っているのに、あえ

てベチバーを赤土防止対策の狭い視野で植栽

してしまった。そして本島内からもよく選定

しなければならないのは、このヤブガラシ、

こういったものも持ち込んでいる。これも本

島内からのいろいろサクラの木とか、そうい

ったものも持ち込むなよ。ツツジ、そういっ
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たものも持ち込んで実際にはヤブガラシを広

がらしているという実態がありますので、ぜ

ひそのところも関係課長は勘案して対応して

いただきたいということです。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

先ほどもでましたが、観光商工課の方にお

尋ねします。バスの件ですが、これは以前か

らの陸上交通の特に路線バスの件は取り上げ

てきたんですが、前年度の最終議会ぐらいで

すかね12月ぐらいに、あの頃は産業振興課だ

ったと思うんですけど、このバスの運営形態

のあり方も検討しますというふうなこと言い

ましたよね。バスの車種も、そんな大きなバ

スを走らせてどうなのかと車種の検討もやり

ますというふうな話でした。そういう答弁し

ておいて、運営形態も民間業者と検討して移

設、譲渡そういう検討もやりますというよう

なことだったと思うんですよ。そういうこと

を議会では答弁しておるのに、交代したとき

に皆さんの引き継ぎ、そういう話は全くない

んですか。

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

ただいまのご質問にお答えいたします。ま

ず引き継ぎの件から先になりますが、民間事

業者への委託とか、バスの機材の選定とか、

それは引き継ぎは受けております。

まずバスの民間委託の方にはついては現在

調査しておりまして、国の管轄等もございま

すので、沖縄総合事務局それから県につきま

しては沖縄県の交通政策課等にもこの運航管

理委託の方について現在いろいろ調査含めて

やっているところであります。運航管理につ

きましてはどうしても安全性それから運航管

理者の体制そういったところも含めてどうい

ったかたちで運航の管理委託ができるかとい

うところの細部のところの調整も含めて行っ

ております。

それからバスの車種の選定なんですが、今

回57名乗りということで小型バスが必要とい

うところも現在ございます。現在、町の町営

バスで保有しているバスなんですが、４台ご

ざいまして、その中でまず１台は県の方から

平成26年に譲渡を受けております電気バスこ

ちらの方がございますが、こちらの方が50名

の乗りとなっておりますが、こちらの方が走

行距離バッテリーの容量の都合で走行距離が

短いというところの中で嘉儀山線、学校の統

合によります久米島中学校、仲里中学校、球

美中の通学に利用できるような路線に投入し

ております。

残りの３台で大型車が１台、それから小型

車が２台となっておりますが、今回、大型車

を必要とする背景には空港路線に投与するバ

スになりますが、空港線についてはジェット

機Ｂ737の飛行機が入ってくるわけなんです

が、こちらの方の搭乗座席数なんですが、最

大150席それからクラスＪ等が入っている機

種が143名だったかと思いますが、その方が

満席となりますと、どうしても小型バスでは

厳しいというところがございます。従いまし

てそういったジェット、それから対応するた

めには大型車も必要だということで、今般、

７月からまた東京直行便もフライトします。

東京直行便で入ったときには大型車１台では

対応できない状況にありますので、まず必要
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な車種として、いま大型車を購入を予定して

いるところであります。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

大型車の必要の今説明をしていますが、実

際、空港で57名乗りのバスが、どのぐらいの

頻度で必要なのか、そういうのを調べている

んですか。本当に57名乗りが絶対必要という

状況をね。私が見てはそんなあれはないと思

うんですが、団体というのは観光バス貸し切

りバス借りてやっていますよね。団体で路線

バスで乗るのはあまり見たことないんです

よ。それは予算の出所を見ると国からでるか

らいいやということかも知れませんが、あと

の維持費は皆さん持ちでしょう？ そうする

と私が前に申し上げたのはやっぱり小型化に

して、せいぜい大きくてもマイクロぐらいの

にして、あとは小さな物を増やして頻繁にで

きるだけ回数が多くなるような、そういうよ

うに町民にもっと利便性を図る。そういうの

も考えてもらえないかということも申し上げ

たと思うんですけどね。

それからいつまで町営でやるのか、それを

早く民の方に移して、そうすればいろいろな

アイディアが出てくると思うんですよ。路線

の変更も路線のやり方も、そういうものも真

剣に検討してやってほしいなと思うんです

よ。予算もいろいろ見ると県からの補助金で

すとか、国からもありますからと、いろいろ

やるような傾向にあるんですが、実際もう少

し、使用する側、特に島尻だとか阿嘉、上阿

嘉、比屋定、そういう所から年寄りがバス待

っていてもなかなか来ないという状況がある

わけですね。観光客でも停留所に待っていて

もいつバスが来るかわからない、そういう状

況なんですよ。ですからそういうのも解消す

る方法とか、そんなのも検討してほしいなと

申し上げたんですが、産業課長、前に私は今

年に入ったら民間の事業所と話し合うとか、

なんとか民間に移譲するのかなと私はそれを

期待していたわけですよ。しかし今のあれで

は全くそのような気配もないし、しかもバス

もまた57名乗りと大型を走らすというふうな

状況で、ちょっと陸上普通バス路線について

真剣に考えているのかなという気がしたんで

すが、どうですか。

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 商工観光課長 新里剛

お答えします。まず空港線において57名が

必要かどうかというご質問なんですが、こち

らの方、バスの空港で乗る観光客、地元客も

いらっしゃるんですが、ほぼ空港で満席にな

るケースが多々あります。空港で満席になる

と今まで苦情として実際に受けている事例な

んですが、バス停で待っていて、そこの中で

空港線が来ましたと、空港線が、そのバス停

に到着しても満席で乗れないというところの

中で、次のバスにご乗車下さいというケース

もあります。そういった意味で、今回は国の

交付金ということで57名ではなくて、今そう

いった対処も必要だというところの中で、ど

うしても57名乗りというのは必要だというと

ころで、57名乗りの車種を選定しております。

それからバスの民間委託につきましては、

先ほども申し上げましたが、その委託に関す

る部分はしっかり安全運航とにかく大前提に

なります。それから定時運航ですね。そうい

ったことからしますと、ただいま地元にも業
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者さんに対して、じゃあ運航管理どうですか

というところの前に、どうしても法的整備も

必要になりますので、そういったところの今

確認を取っているところでございますので、

そちらを確認取りしだい、しっかり委託をで

きるような体制にもって、民間運航委託の方

を進めてまいりたいと思います。今現在その

部分でしっかり調整、調査を含めて取り組ん

でいるところでございます。

それからバスの小型車につきましては、現

在２台ございますが、こちらの方を先ほどの

島尻線、それから久米島の一周線の右回り、

左周り等に導入しているところであります。

ただバスの時間の間隔につきましては、どう

してもバスの運転手の人数、ドライバーの数

それから安全運航するためにはどうしても時

間、何時間をもって運航すると休憩、何時間

必要だというところもありますので、そうい

ったところの中で、なかなか時間の詰め、詰

めるにあたってはドライバーの新規採用とい

うかたちになりますので、そういった中であ

とは委託にあたって、そういった中で今観光

バス、もし事業社が可能であれば現在いるド

ライバーとの活用によって時間の間隔を詰め

ていくということも可能になるかと思います

ので、そういった意味も含めて運航管理の方

も進めていきたいと考えております。

○ 議長 喜久里猛

８番島袋完英議員。

○ ８番 島袋完英議員

これも検討してほしいんですが、今イーフ

にあれバスセンター、バスセンターじゃない

ですよね。バスの駐車場というのかな、そう

じゃなくてね、やはり私が前に申し上げたＮ

ＴＴ、現在もちょうど土地が空いているんで

すけど、パチンコ屋の周辺とか、ああいう所

にハブ化、要するにバスのセンターやって、

もっとお客さんがね、もっとお金、消費、島

にお金が落ちるような方法を考えてもいいと

思うんですよ。イーフから直行で、あれシャ

トルバスじゃないでしょう？ 路線バスでし

ょう？ イーフのホテル全くもうホテルのお

客さんだけを直行で早く運ぼうというような

感じのね。そういう状況になっていますよ。

そうじゃなくて、そのセンターなって、セン

ターから空港線は30分おきにとか、そしてセ

ンターからイーフ向けは何分おきに、ここで

１回止まるようにするんですよ。センターで

直行で行くんじゃなくて、乗り換えしてもら

うために、そういうふうにしてどこかで止め

れば、そこでまた消費がでるわけですよね。

そういうようなことも考えないのかなと思う

んですよ。それも検討してほしいです。

それから予算書、こう見ていても今の植栽

の件で公園とかいろいろありますが、工事費

だけ付いていて、終わった後の管理するあれ

が全くないでしょう、予算が、それも含めて

そこに植樹の専門の人に管理させるぐらいの

予算も一緒にできないのかなと思うんです

よ。ですから先ほど別の宇江原議員もおっし

ゃったように植えて枯らす、サクラも何本か

枯れて、昨日の一般質問でもありました。ク

メノサクラ植えたんだけど、何割かは枯れそ

うだと、植えた後の管理もこれに組んでほし

いし、ということ。

それからあと１つは、バス停の件お願いし

ます。今、球美中学が誕生して、それで生徒

達の利便と思って造ったと思うんですが、バ

ス停というふうになっていますが、あれ町の

景観条例作りりましたよね。景観条例を作り
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ながら、バス停はああいう形でね、倉庫みた

いな、それは皆さんどんな思うんですか。あ

れでいい外見、私はとてもじゃないけど、景

観条例でこれから町を綺麗にしていこうと言

いながら、トタンでみんな周囲囲ってね。し

かもこれから夏場９月10月まで熱くてたいへ

んですよ。あのバス停、見たら風通しは全く

ないですよね。誰が見ても、あれバス停とは

思わないですよ、観光客なんか。もう少しデ

ザインの方法も検討できなかったのかなと、

それから今からやるバス停も作るバス停もデ

ザインはどうなのかね。またあのようなプレ

バブみたいなのでやるのか、その３つをお答

え下さい。

○ 議長 喜久里猛

新里剛商工観光課長。

○ 観光課長 新里剛

それではまずバスのハブ化といいますか、

仲泊地区にできないかというところなんです

が、いずれにしましても、まず現状から申し

上げますと、まず今空港線に行く客層なんで

すが、ほぼ観光客が空港に行くというところ

の中で一番利用者が多い地区からの出発とな

っておりますが、それを一旦、中泊の方で停

車して、そこからまた乗り換えてまた別のバ

スで行くとなると、先ほど申し上げましたが

ドライバー運転手の確保等の問題も出てくる

と思います。実際ハブ化が、どういった好影

響がでるのかどうかも、ちょっと確かにある

かと思いますが、まずは運航ダイヤの路線の

安定運航の中の現状からいきますと、現運航

の体制で今いくしかない状況にあると思いま

す。

それを改めまして先ほどの運航管理の中で

ドライバーが増えた中で、そういった取り組

みができるかどうかというところは実際運航

管理に至った場合に、そこらへんまたちょっ

とご意見を頂戴して、その話は含めて検討す

るようなかたちで話はしたいと思います。そ

の際にまた島袋議員の方からもこういったご

提案をしていただければ助かるなというとこ

ろであります。

それからバス停の方なんですが、球美中の

方に立っているバス停は私も一応見たことあ

るんですが、設置したのが我々の方ではない

ので、おそらく雨風をしのぐというところで

あの作りになっているかと思いますが、今後、

商工観光課の方でいろいろと設置していく場

所につきましては、今のＡコープの前にある

ペンチの付いているタイプを含めてそれを設

置して整備していきたいというふうに考えて

おります。

○ 議長 喜久里猛

大田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

この話が出る度に髪の毛が一本落ちていく

のがもうわかるようになりまして、管理です

ね。まだどこがやるとは決まっていません。

はっきり言って。我々は一応造る側でありま

して、それを引き渡すまでは管理はしないと

いけないんですが、昌慧議員からも約80本ぐ

らい、はっきり言ってもうだめじゃないかと

いうことで、昨日、見に行ったんですがやっ

ぱりそういう現状ではあります。そのへんも

含めて、我々、執行部もそういう現場とか、

そういう管理まで含めて、ちょっと話し合う

必要があるのかなと、私は私見ですが思いま

す。

○ 議長 喜久里猛

休憩します。（午前11時39分）
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○ 議長 喜久里猛

再開します。（午前11時49分）

他に質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第21号、平成27年度久米島町

一般会計補正予算（第１号）について採決し

ます。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第21号、平成

27年度久米島町一般会計補正予算（第１号）

については、原案のとおり可決されました。

日程第３ 地方教育行政の組織及び運営に

関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整理

等に関する条例について

○ 議長 喜久里猛

日程第３、議案第22号、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条

例について議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

それでは、議案第22号、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴う関係条例の整理等に関する条

例。

上記議案を提出する。

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例

の整理等に関する条例。

第１条 久米島町特別職の職員で常勤のも

のの給与及び旅費に関する条例の一部を次の

ように改正する。

なお本文の朗読は割愛したいと思います

が、大枠の中で左が改正前、右が改正後とな

っております。その中で下線の引かれている

箇所が今回の改正内容となっております。

また次のページをお開きください。

第２条で久米島町特別職の職員で非常勤の

ものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を次のように改正する。

ここも大枠の中で左が改正前、右が改正後

となっております。その中で下線の引かれて

いる箇所が今回の改正内容となっておりま

す。

附則で第１項で施行期日、第２項で久米島

町教育委員会教育長の給与等に関する条例の

廃止、次のページになりますが、第３項で経

過措置を示しております。

提案理由でありますが、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律の一部を改正する法

律の施行に伴い本町の関係条例の規定を整理

する必要がある。

これがこの条例案を提出すうる理由であり

ます。ご審議のほどよろしくお願いいたしま

す。

（桃原秀雄副町長降壇）
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○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第22号、地方教育行政の組織

及び運営に関する法律の一部を改正する法律

の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例

について採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第22号、地方

教育行政の組織及び運営に関する法律の一部

を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

等に関する条例については、原案のとおり可

決されました。

○ 議長 喜久里猛

これで午前中の部、終わります。

休憩します。（午前11時54分）

○ 議長 喜久里猛

午前に引き続き午後の部を再開します。

再開します。（午後１時30分）

早速日程に入ります。

日程第４ 久米島町島の学校交流体験施設

条例の一部を改正する条例につ

いて

○ 議長 喜久里猛

日程第４、議案第23号、久米島町島の学校

体験交流施設条例の一部を改正する条例につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第23号、久米島町島の学校体験交流施

設条例の一部を改正する条例。

上記議案を提出する。

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

久米島町島の学校体験交流施設条例の一部

を改正する条例。

久米島町島の学校体験交流施設条例の一部

を次のように改正する。なお本文の朗読につ

いては割愛をしたいと思いますが、大枠の中

の左が改正前、右が改正後となっております。

なお下線の引かれている箇所が今回の改正内

容となっております。

最後のページになりますが、附則、久米島

町島の学校体験交流施設条例は公布の日から

施行し、平成27年４月１日から適用する。

提案理由でありますが、当該施設の管理者

を変更するため、久米島町島の学校体験交流

施設条例の一部を改正する必要がある。これ

がこの条例案を提出する理由であります。

ご審議のほどよろしくお願います。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。
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これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから、議案第23号、久米島町島の学校

体験交流施設条例の一部を改正する条例につ

いて採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第23号、久米

島町島の学校体験交流施設条例の一部を改正

する条例については、原案のとおり可決され

ました。

日程第５ 町道の認定について

○ 議長 喜久里猛

日程第５、議案第24号、町道の認定につい

てを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第24号、町道の認定について。

道路法第８条の規定により、次のとおり町

道の路線を認定する。

記

路線番号 257

路 線 名 仲泊新興通り線

起 点 久米島町字仲泊1161

終 点 久米島町字仲泊1163

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

町道が路線を認定するには、道路法第８条

第２項の規定により議会の議決を得る必要が

ある。

これが、この議案を提出する理由でありま

す。

なお次ページの方に地籍図を２枚ほど添付

しております。ご審議のほどよろしくお願い

いたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第24号、町道の認定について

を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第24号、町道

の認定については、原案のとおり可決されま

した。

日程第６ 建物売買契約について

○ 議長 喜久里猛

日程第６、議案第25号、建物売買契約につ

いてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。
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（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第25号、建物売買契約について。

不動産の取得について、下記のとおり建物

売買契約を締結したいので地方自治法第96条

第１項第８号の規定により、議会の議決を求

める。

記

１.契約の目的 建物売買契約

２.契約の方法 随意契約

３.契約金額 24,969,600円

４.契約の相手

住所 那覇市樋川１丁目９番２号

商号 有限会社那覇ホーム

氏名 代表取締役 宇久朝治

平成27年６月18日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

久米島町地域支援交流学習センター整備事

業の建物売買契約の締結については、久米島

町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

または処分に関する条例第３条の規定により

議会の議決を得る必要がある。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

なお、次ページの方に建物売買契約書の写

し、そして次のページからは、１階から４階

部分までの間取りの図面を添付しておりま

す。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

この物件は４階建てという非常に大きな物

件でありますが、この久米島高校の寮に活用

すると思われるんですが、それ以外にどのよ

うな活用をされていくのかお伺いします。

○ 議長 喜久里猛

上里浩教育課長。

○ 教育課長 上里浩

仲村昌慧議員の質問にお答えします。この

久米島地域支援交流学習センターにつきまし

ては、地域支援交流学習センターということ

で、８名の３学年、24人分の寮整備とそれと

公営塾、交流学習、教育研修会、伝統文化研

修会等、そういう事業をを実施する予定です。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

今ちょっと聞き取りにくかったんですが、

寮としては24名の対応するということです

か。

○ 議長 喜久里猛

上里浩教育課長。

○ 教育課長 上里浩

８名の３カ年で24名、１学年に８名という

想定で寮設備を設置する予定です。

○ 議長 喜久里猛

12番仲村昌慧議員。

○ 12番 仲村昌慧議員

今年度は確か10名だったと思います。今後、

何名まで単年度で島外から入学の限度が何名

までになるかですね。そこありますか。

○ 議長 喜久里猛

上里浩教育課長。
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○ 教育課長 上里浩

現在その件について協議しておりますが、

実質的に部屋の規模が若干大きめですので、

区画をして２名、居住することも可能かなと

いうところ、そこまでは考えておりますが、

現在、設計の段階でどのようなかたちでやる

かどうかちょっと調整中です。

○ 議長 喜久里猛

他にありませんか。

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから議案第25号、建物売買契約につい

て採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、議案第25号、建物

売買契約については、原案のとおり可決され

ました。

日程第７ 平成26年度久米島町一般会計繰

越明許費繰越計算書について

○ 議長 喜久里猛

日程第７、報告第２号、平成26年度久米島

町一般会計繰越明許費繰越計算書についてを

議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

報告第２号、平成26年度久米島町一般会計

繰越明許費繰越計算書について。

地方自治法施行令第146条第２項の規定に

より、平成26年度久米島町一般会計の繰越明

許費に係る繰越計算書を調整したので、別紙

のとおり報告する。

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方に繰越明許費繰越計算

書の総括、そして繰越額の内訳、そして繰り

越す事業の繰越理由書を添付しております。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

報告第２号、平成26年度久米島町一般会計

繰越明許費繰越計算書についての報告を終わ

ります。

日程第８ 平成26年度久米島町下水道事業

特別会計越明許費繰越計算書に

ついて

○ 議長 喜久里猛

日程第８、報告第３号、平成26年度久米島

町下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書

についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

報告第３号、平成26年度久米島町下水道事

業特別会計繰越明許費繰越計算書について。
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地方自治法施行令第146条第２項の規定に

より、平成26年度久米島町下水道事業特別会

計繰越明許費繰越計算書を次のとおり報告す

す。

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方に繰越明許費の計算書、

そして次のページに繰越額の内訳を添付して

おります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これで報告第３号、平成26年度久米島町下

水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書につ

いての報告を終わります。

日程第９ 専決処分の報告について

○ 議長 喜久里猛

日程第９、報告第４号、専決処分の報告に

ついて、イーフ浄化センター水処理設備改築

工事請負契約の一部変更を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

報告第４号、専決処分の報告について。

地方自治法第180条第１項の規定により、

議会において指定されている事項について、

別紙のとおり専決処分したので同条第２項の

規定により報告する。

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方になりますが、専決第

５号、専決処分書、平成26年第８回久米島町

議会臨時会で議案第59条をもって議決された

「イーフ浄化センター水処理設備改築工事」

の一部を次のとおり変更することについて、

地方自治法第180条第１項の規定により、議

会において指定されている事項について、次

のとおり専決処分する。

記

契約金額中「58,320,000円」を「59,415,1

20円」に変更する。

提案理由でありますが、平成26年第８回久

米島町議会臨時会で議案第59号をもって議決

された「イーフ浄化センター水処理設備改築

工事」について、一部変更の必要が生じたた

め、地方自治法第180条第１項の規定により

専決処分す。

平成27年６月２日提出

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方に工事改定契約書の写

しを添付しております。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これで報告第４号、専決処分の報告につい

てを終わります。

日程第10 専決処分の報告について
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○ 議長 喜久里猛

日程第10、報告第５号、専決処分の報告に

ついて、鳥島漁港Ｂ波除堤整備工事請負契約

の一部変更を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

報告第５号、専決処分の報告について。

地方自治法第180条第１項の規定により、

議会において指定されている事項について、

別紙のとおり専決処分したので、同条第２項

の規定により報告する。

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方になりますが、専決第

６号、専決処分書、平成26年第６回久米島町

議会定例会で議案第55条を持って議決された

「鳥島漁港Ｂ波除堤整備工事」の一部を次の

とおり変更することについて、地方自治法第

180条第１項の規定により議会において指定

されている事項について、次のとおり専決処

分する。

記

契約金額中「171,859,320円」を「172,800,

000円」に変更する。

提案理由でありますが、平成26年第６回久

米島町議会定例会で議案第55号をもって議決

された「鳥島漁港Ｂ波除堤整備工事」につい

て、一部変更の必要が生じたため、地方自治

法第180条第１項の規定により専決処分する。

平成27年６月２日提出

久米島町長 大田治雄

次ページの方に改定契約書の写し、そして

次ページに平面図、その次のページに標識等

の全体図を添付しております。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これで報告第５号、専決処分の報告につい

てを終わります。

日程第11 専決処分の報告について

○ 議長 喜久里猛

日程第11、承認第１号、専決処分の承認に

ついて、久米島町税条例等の一部を改正する

条例を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

承認第１号、専決処分の承認について。

地方自治法第179条第１項の規定に基づき、

別紙のとおり専決処分したので、同条第３項

の規定により、これを報告し議会の承認を求

める。

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

次ページの方で、専決第１号、専決処分書、

地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴

い、久米島町税条例の一部を改正するため、

地方自治法第179条第１項の規定により、議

会を招集するいとまがないと認め、次のとお

り専決処分する。

平成27年３月31日提出
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久米島町長 大田治雄

提案理由

地方税法等の一部が改正され、平成27年３

月31日から施行されることに伴い、久米島町

税条例等の一部を改正し、同日から施行する

必要があるが、同条例の改正について議会を

招集するいとまがないため、地方自治法第17

9条１項の規定により専決処分する。

次ページ以降からは今回の改正内容を添付

してあります。第１条で久米島町税条例の一

部を改正する条例。

そしてまたページの中ほどになりますが、

第２条で久米島町税条例等の一部を改正する

条例の一部改正を示しております。

なお、本文の朗読は割愛したいと思います

が、第１条、第２条で大枠の中で左が改正前、

右が改正後となります。また下線の引かれて

いる箇所が今回の改正内容となっておりま

す。

次、ページ後ろから５枚目の方になります

が附則で第１条で施行期日、第２条で町民税

に関する経過措置、そして第３条で固定資産

税に関する経過措置、そして第４条で軽自動

車税に関する経過措置、そして第５条で町た

ばこ税に関する経過措置、そして第６条で特

別土地保有税に関する経過措置を示しており

ます。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから承認第１号、専決処分の承認につ

いて（久米島町税条例等の一部を改正する条

例）の一部を改正する条例を採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、承認第１号、専決

処分の承認については、原案のとおり可決さ

れました。

日程第12 専決処分の報告について

○ 議長 喜久里猛

日程第12、承認第２号、専決処分の承認に

ついて、デジタル教科書操作用端末機調達契

約の締結を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

承認第２号、専決処分の承認について。

地方自治法第179条第１項の規定に基づき、

別紙のとおり専決処分したので同条第３項の

規定によりこれを報告し議会の承認を求め

る。

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

なお次ページになりますが、専決第２号、

専決処分書、デジタル教科書操作用端末機調

達契約の締結については、地方自治法第179

条第１項の規定により、議会の招集するいと
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まがないと認め、次のとおり専決処分する。

平成27年４月９日提出

久米島町長 大田治雄

処分件名：デジタル教科書操作用端末機調

達契約の締結について。

理由でありますが、平成27年度から小学校

の教科書が改定されることに伴う学習効果を

高めるデジタル教科書操作用端末機を導入

し、児童の学力向上を図ることを目的として

本事業を実施するが、すでに新学期が始まっ

ており、本事業の効果を最大限に高めるため

に早急にデジタル教科書操作用端末機を整備

する必要がある。ためであります。

なお、次ページの方に専決処分理由、そし

て次のページに物品供給契約書の写しを添付

しております。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから承認第２号、専決処分の承認につ

いて採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、承認第２号、専決

処分の承認については、原案のとおり可決さ

れました。

日程第13 専決処分の報告について

○ 議長 喜久里猛

日程第13、承認第３号、専決処分の承認に

ついて、デジタル教科書調達契約の締結を議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

承認第３号、専決処分の承認について。

地方自治法第179条第１項の規定に基づき、

別紙のとおり専決処分したので同条第３項の

規定により、これを報告し議会の承認を求め

る。

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

なお、次ページの方です。専決第３号、専

決処分書、デジタル教科書調達契約の締結に

ついては、地方自治法第179条第１項の規定

により議会を招集するいとまがないと認め、

次のとおり専決処分する。

平成27年４月９日提出

久米島町長 大田治雄

記

処分件名：デジタル教科書調達契約の締結

について

提案理由でありますが、平成27年度から小

学校の教科書が改定されることに伴い学習効

果を高めるデジタル教科書を導入し、児童の

学力向上を図ることを目的として本事業を実

施するが、すでに新学期が始まっており、本

事業の効果を最大限に高めるため、早急にデ



- 97 -

ジタル教科書を整備する必要がある。

次ページの方に専決処分理由書、そして次

ページに物品供給契約書の写しを添付してお

ります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから承認第３号、専決処分の承認につ

いてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、承認第３号、専決

処分の承認については、原案のとおり可決さ

れました。

日程第14 専決処分の報告について

○ 議長 喜久里猛

日程第14、承認第４号、専決処分の承認に

ついて、デジタル教科書操作用端末機調達契

約の一部変更を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

承認第４号、専決処分の承認について。

地方自治法第179条第１項の規定に基づき、

別紙のとおり専決処分したので同条第３項の

規定により、これを報告し議会の承認を求め

る。

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

次ページになりますが、専決第４号、専決

処分書、平成27年４月９日、専決第２号をも

って専決処分された、デジタル教科書操作用

端末機調達契約についての一部を次のとおり

変更することについて、地方自治法第179条

第１項の規定により議会を招集するいとまが

ないと認め、次のとおり専決処分する。

平成27年４月20日提出

久米島町長 大田治雄

記

契約金額「9,396,000円」を「10,197,360

円」に変更する。

提案理由でありますが、契約後、大岳小学

校において特別支援学級が新たに設置された

ことに伴い、新たに操作用端末機１式の追加

と、各学校において大型テレビと機器接続及

び操作時の落下破損防止のため、新たに附属

品が必要となったが、議会を招集するいとま

がないため、地方自治法第179条第１項の規

定により専決処分を提出する。

次ページの方に専決処分理由書、そして物

品供給改定契約書の写しを添付しておりま

す。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。
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質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから承認第４号、専決処分の承認につ

いてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、承認第４号、専決

処分の承認については、原案のとおり可決さ

れました。

日程第15 久米島町固定資産評価審査委員

会の選任について

○ 議長 喜久里猛

日程第15、同意第１号、久米島町固定資産

評価審査委員の選任についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

同意第１号、久米島町固定資産評価審査委

員の選任について。

下記の者を久米島町固定資産評価審査委員

に任命したいので、地方税法第423条第３項

の規定により、議会の同意を求める。

記

住 所：久米島町字儀間148番地

氏 名：日高清有

生年月日：昭和27年３月６日

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由、久米島町固定資産評価審査委員

会委員の日高清有氏が平成27年６月30日付け

で任期満了とするので、再び同士を選任する

ため地方税法第423条第３項の規定により、

議会の議決を得る必要がある。

これが、この議案を提出する理由でありま

す。

次ページは本人の略歴書を添付しておりま

す。ご審議よろしくお願いします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから、同意第１号、久米島町固定資産

評価審査委員の選任について採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、同意第１号、久米

島町固定資産評価審査委員の選任について

は、原案のとおり可決されました。

日程第16 教育委員会教育委員の任命につ

いて
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○ 議長 喜久里猛

日程第16、同意第２号、教育委員会教育委

員の任命についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

同意第２号、久米島町教育委員会委員の任

命について。

下記の者を教育委員会委員に任命したいの

で、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第１項の規定により、議会の同意を

求める。

記

住 所：久米島町字仲泊408番地の７

氏 名：山元 朝弥

生年月日：昭和48年９月14日

平成27年６月17日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由、久米島町教育委員会委員の山元

朝弥氏が平成27年７月９日付けで任期満了と

するので、再び同士を選任するため、地方教

育行政の組織及び運営に関する法律第４条第

１項の規定により、議会の同意を得る必要が

ある。

これが、この議案を提出する理由でありま

す。ご審議よろしくお願いします。

たいへん申し訳ないです。氏名はともやと

読んでしまいました。ともみつの訂正をお願

いいたします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから同意第２号、教育委員会教育委員

の任命について採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、同意第２号、教育

委員会教育委員の任命については、原案のと

おり可決されました。

日程第17 久米島町議会委員会条例の一部

を改正する条例について

○ 議長 喜久里猛

日程第17、発議第２号、久米島町議会委員

会条例の一部を改正する条例についてを議題

とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

７番喜久村等議員。

（喜久村等議員登壇）

○ ７番 喜久村等議員

発議第２号、久米島町議会委員会条例の一

部を改正する条例。

上記議案を地方自治法第112条及び議会規

則第14条の規定により提出する。

平成27年６月17日提出

提出者 久米島町議会議員 喜久村等

賛成者 久米島町議会議員 島袋完英

久米島町議会委員会条例の一部を改正する

条例。
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久米島町議会委員会条例の一部を次のよう

に改正する。

大枠の中で下線の引かれた部分が今回の改

正部分です。

附則としまして、

１.この条例は公布の日から施行する。

２.地方教育行政の組織及び運営に関する法

律の一部を改正する法律、附則第２条第１

項の場合においては、この条例による改正後

の第20条の規定に適応せず、この条例による

改正前の第20条の規定に、なおその効力を有

する。

提案理由

教育委員長と教育長を一本化した新たな責

任者を置く事などを内容とする「地方教育行

政の組織及び運営に関する法律の一部を改正

する法律むと併せ、地方自治法第121条が改

正されたこと等から、本条例の一部を改正す

る必要がある。

これがこの条例案を提出する理由である。

（喜久村等議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから発議第２号、久米島町議会委員会

条例の一部を改正する条例について採決しま

す。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、発議第２号、久米

島町議会委員会条例の一部を改正する条例に

ついては、原案のとおり可決されました。

日程第18 手話言語法制定を求める意見書

について

○ 議長 喜久里猛

日程第18、発議第３号、手話言語法制定を

求める意見書についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

８番島袋完英議員。

（島袋完英議員登壇）

○ ８番 島袋完英議員

発議第３号 平成27年６月18日

「手話言語法」制定を求める意見書

久米島町議会議長 喜久里猛殿

提出者 久米島町議会議員 島袋完英

賛成者 久米島町議会議員 崎村正明

上記議案を別紙のとおり会議規則第14条

の規定により提出します。

提案理由

手話とは、日本語を音声ではなく手や指、

体などの動きや顔の表情を使う独自の語彙や

文法体系を持つ言語である。手話を使うろう

者にとって、聞こえる人たちの音声言語と同

様に、大切な情報獲得とコミュニケーション

の手段として大切に守られてきた。しかしな

がら、ろう学校では手話は禁止され、社会で

は手話を使うことで差別されてきた長い歴史

があった。

手話が音声言語と対等な言語であることを

広く国民に広め、聞こえない子供が手話を身
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につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、さ

らには手話を言語として普及、研究すること

のできる環境整備に向けた法整備を国として

実現することが必要である。

よって、本町議会は、政府と国会が「手話

言語法(仮称)」を制定を求め本案を提出する。

あて先

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、

厚生労働大臣、文部科学大臣

「手話言語法」制定を求める意見書

手話とは、日本語を音声ではなく手や指、

体などの動きや顔の表情を使う独自の語彙や

文法体系を持つ言語である。手話を使うろう

者にとって、聞こえる人たちの音声言語と同

様に、大切な情報獲得とコミュニケーション

の手段として大切に守られてきた。しかしな

がら、ろう学校では手話は禁止され、社会で

は手話を使うことで差別されてきた長い歴史

があった。

平成18年12月に採択された国連の障害者権

利条約には「手話は言語」であることが明記

されている。

障害者権利条約の批准に向けて日本政府は

国内法の整備を進め、平成23年８月に成立し

た「改正障害者基本法」では「全て障害者は、

可能な限り、言語（手話を含む。）その他意

志疎通のための手段についての選択の機会が

確保される」と定められた。

また、同法第22条では、国・地方団体に対

して情報保障施策を義務付けており、手話が

音声言語と対等な言語であることを広く国民

に広め、聞こえない子どもが手話を身につけ、

手話で学べ、自由に手話が使え、更には手話

を言語として普及、研究することのできる環

境整備に向けた法整備を国として実現するこ

とが必要であると考える。

よって、本町議会は、政府と国会が下記事

項を講ずるよう強く求めるものである。

記

手話が音声言語と対等な言語であることを

広く国民に広め、聞こえない子供が手話を身

につけ、手話で学べ、自由に手話が使え、更

には手話を言語として普及、研究することの

できる環境整備を目的とした「手話言語法（仮

称）」を制定すること。

上記のとおり、地方自治法第99条の規定に

より、意見書を提出する。

平成27年６月18日

沖縄県久米島町議会

あて先

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣

厚生労働大臣、文部科学大臣

（島袋完英議員降壇）

○ 議長 喜久里猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 喜久里猛

討論なしと認めます。

これから発議第３号、手話言語法制定を求

める意見書について採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方挙手願います。

（全員挙手）

○ 議長 喜久里猛

全員挙手です。従って、発議第３号、手話
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言語法制定を求める意見書については、原案

のとおり可決されました。

以上で本日の議事日程は全て終了しました

が、建設課から何か報告があるようですので。

太田喜秀建設課長。

○ 建設課長 大田喜秀

たいへん申し訳ございません。議案第24号

で、路線名が仲泊振興を新しい「新」に直し

ていただきたいと思います。すみませんでし

た。

○ 議長 喜久里猛

以上で本日の議事日程は全て終了しまし

た。

これで会議を閉じます。

６月17日から始まりました平成27年第３回

久米島町議会定例会は予定されておりました

全議案が議員各位並びに執行部のご協力によ

り、無事終了することができました。ここに

感謝申し上げます。

これにて、平成27年第３回久米島町議会定

例会を閉会します。

お疲れ様でした。

（午後２時15分 閉会）
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